
(57)【要約】

【課題】　患者の診断画像が記録され画像フィルムに、

より大容量の患者情報等を書き込

める様にする。

【解決手段】　撮影された患者の診断画像が表示される

画像フィルムを管理する医療用画

像フィルム管理システムにおいて、前記画像フィルムに

取り付けられた無線タグと、前記

画像フィルムに取り付けられた前記無線タグとの間で送

受信を行い該無線タグに患者情報

，検査情報，撮影条件情報，フィルム処理情報のうちの

少なくとも１つの情報を書き込む

無線タグリードライト装置とを備える。無線タグに情報

を書き込むため、大量の情報を書

き込み可能となる。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 撮 影 さ れ た 患 者 の 診 断 画 像 が 表 示 さ れ る 画 像 フ ィ ル ム を 管 理 す る 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管
理 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 画 像 フ ィ ル ム に 取 り 付 け ら れ た 無 線 タ グ と 、 前 記 画 像 フ ィ ル ム
に 取 り 付 け ら れ た 前 記 無 線 タ グ と の 間 で 送 受 信 を 行 い 該 無 線 タ グ に 患 者 情 報 ， 検 査 情 報 ，
撮 影 条 件 情 報 ， フ ィ ル ム 処 理 情 報 の う ち の 少 な く と も １ つ の 情 報 を 書 き 込 む 無 線 タ グ リ ー
ド ラ イ ト 装 置 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 画 像 フ ィ ル ム に 取 り 付 け ら れ た 無 線 タ グ は 、 該 画 像 フ ィ ル ム の 製 造 時 に 該 画 像 フ ィ
ル ム に 一 体 に 取 り 付 け ら れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 画 像 フ
ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 画 像 フ ィ ル ム に 取 り 付 け ら れ た 無 線 タ グ は 、 該 画 像 フ ィ ル ム の 製 造 後 に 該 画 像 フ ィ
ル ム に 貼 り 付 け ら れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム
管 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 画 像 フ ィ ル ム に 貼 り 付 け ら れ る 無 線 タ グ に は 予 め 情 報 が 書 き 込 ま れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 １ 枚 の 画 像 フ ィ ル ム に 少 な く と も ２ つ の 無 線 タ グ が 取 り 付 け ら れ 、 前 記 無 線 タ グ リ ー ド
ラ イ ト 装 置 は 前 記 少 な く と も ２ つ の 無 線 タ グ に 同 一 の 情 報 を 書 き 込 む こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 情 報 は 、 誤 り 訂 正 を 可 能 に す る 冗 長 な 情 報 形 式 で 書 き 込 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 無 線 タ グ リ ー ド ラ イ ト 装 置 は 、 １ 枚 の 画 像 フ ィ ル ム に 取 り 付 け ら れ た 少 な く と も ２
つ の 無 線 タ グ の 記 録 情 報 を 比 較 し 不 整 合 を 検 出 し た と き エ ラ ー 処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ６ に 記 載 の 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 同 一 情 報 が 記 載 さ れ て い る べ き 項 目 の 内 容 が 不 一 致 の と き 前 記 不 整 合 と 判 定 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 「 エ ラ ー を 検 出 し た こ と の 表 示 」 ， 「 誤 り 訂 正 を 行 っ た こ と の 表 示 」 ， 「 誤 り 訂 正 に 失
敗 し た こ と の 表 示 」 の う ち の 少 な く と も １ つ の 処 理 を 前 記 エ ラ ー 処 理 と し て 行 う こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ６ 乃 至 請 求 項 ８ の い ず れ か に 記 載 の 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 情 報 は 、 暗 号 化 し て 前 記 無 線 タ グ に 書 き 込 ま れ 、 前 記 リ ー ド ラ イ ト 装 置 で 読 み 出 さ
れ て 復 号 化 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ９ の い ず れ か に 記 載 の 医 療 用 画 像
フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 無 線 タ グ リ ー ド ラ イ ト 装 置 が 前 記 無 線 タ グ に 情 報 の 書 き 込 み ま た は 情 報 の 読 み 出 し
を 行 う 場 合 に は 認 証 処 理 を 行 い 、 権 限 が あ る と 判 断 さ れ た 場 合 の み 情 報 の 書 き 込 み お よ び
／ ま た は 読 み 出 し を 可 能 に す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 １ ０ の い ず れ か に 記
載 の 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 認 証 処 理 は 、 前 記 無 線 タ グ リ ー ド ラ イ ト 装 置 と 前 記 無 線 タ グ と が 相 互 に 行 う こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 １ ２ の い ず れ か に 記 載 の 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム で 使 用 す
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る 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム で あ っ て 、 無 線 タ グ が 取 り 付 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 医 療 用 画 像
フ ィ ル ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム に 係 り 、 特 に 、 画 像 フ ィ ル ム に 無 線 タ グ を 付
加 し て 管 理 す る 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム お よ び 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 無 線 タ グ が 普 及 の 兆 し を み せ 、 小 型 の 無 線 タ グ も 製 造 さ れ る よ う に な っ て き て い る 。 こ
の た め 、 例 え ば 下 記 特 許 文 献 １ ， ２ に 記 載 さ れ て い る 様 に 、 医 療 用 プ リ ン タ で 使 用 さ れ る
印 刷 用 フ ィ ル ム の カ ー ト リ ッ ジ や フ ィ ル ム パ ッ ケ ー ジ に 無 線 タ グ を 付 加 し 、 管 理 す る シ ス
テ ム が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ ― １ ７ ４ ８ ７ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ ― １ ８ ９ ２ ６ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 し た 特 許 文 献 １ ， ２ に 記 載 に さ れ た 従 来 技 術 は 、 フ ィ ル ム の カ ー ト リ ッ ジ や パ ッ ケ
ー ジ に 無 線 タ グ を 付 加 し て 管 理 す る 技 術 を 開 示 す る の み で あ り 、 こ の た め 、 一 枚 一 枚 の フ
ィ ル ム 自 体 を 管 理 す る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 病 院 等 で 患 者 の 診 断 画 像 を フ ィ ル ム に 現 像 し た 場 合 、 そ の 診 断 画 像 を 別 の 患 者 の 診 断 画
像 に 取 り 違 え る と 問 題 が 生 じ る た め 、 様 々 な 工 夫 を し て フ ィ ル ム 自 体 を 一 枚 一 枚 管 理 し て
い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 例 え ば 、 一 枚 一 枚 の フ ィ ル ム に 患 者 の Ｉ Ｄ 番 号 を 書 き 込 ん だ バ ー コ ー ド を 貼 り 付 け て 管
理 し て い る 。 し か し 、 バ ー コ ー ド で 表 現 で き る デ ー タ 量 は 少 な い た め 、 近 年 の 様 に 管 理 情
報 が 膨 大 に な っ て く る と バ ー コ ー ド で は 十 分 な 管 理 が で き な く な っ て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 無 線 タ グ を 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム に 付 加 し て 管 理 す る 医 療 用 画 像 フ ィ ル
ム 管 理 シ ス テ ム 及 び 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム は 、 撮 影 さ れ た 患 者 の 診 断 画 像 が 表 示 さ れ る
画 像 フ ィ ル ム を 管 理 す る 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 画 像 フ ィ ル ム に
取 り 付 け ら れ た 無 線 タ グ と 、 前 記 画 像 フ ィ ル ム に 取 り 付 け ら れ た 前 記 無 線 タ グ と の 間 で 送
受 信 を 行 い 該 無 線 タ グ に 患 者 情 報 ， 検 査 情 報 ， 撮 影 条 件 情 報 ， フ ィ ル ム 処 理 情 報 の う ち の
少 な く と も １ つ の 情 報 を 書 き 込 む 無 線 タ グ リ ー ド ラ イ ト 装 置 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム の 前 記 画 像 フ ィ ル ム に 取 り 付 け ら れ た 無 線 タ
グ は 、 該 画 像 フ ィ ル ム の 製 造 時 に 該 画 像 フ ィ ル ム に 一 体 に 取 り 付 け ら れ た も の で あ る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム の 前 記 画 像 フ ィ ル ム に 取 り 付 け ら れ た 無 線 タ
グ は 、 該 画 像 フ ィ ル ム の 製 造 後 に 該 画 像 フ ィ ル ム に 貼 り 付 け ら れ た も の で あ る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 本 発 明 の 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム で は 、 前 記 画 像 フ ィ ル ム に 貼 り 付 け ら れ る 無
線 タ グ に は 予 め 情 報 が 書 き 込 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム は 、 １ 枚 の 画 像 フ ィ ル ム に 少 な く と も ２ つ の
無 線 タ グ が 取 り 付 け ら れ 、 前 記 無 線 タ グ リ ー ド ラ イ ト 装 置 は 前 記 少 な く と も ２ つ の 無 線 タ
グ に 同 一 の 情 報 を 書 き 込 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム で は 、 前 記 情 報 は 、 誤 り 訂 正 を 可 能 に す る 冗
長 な 情 報 形 式 で 書 き 込 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム の 前 記 無 線 タ グ リ ー ド ラ イ ト 装 置 は 、 １ 枚 の
画 像 フ ィ ル ム に 取 り 付 け ら れ た 少 な く と も ２ つ の 無 線 タ グ の 記 録 情 報 を 比 較 し 不 整 合 を 検
出 し た と き エ ラ ー 処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム で は 、 同 一 情 報 が 記 載 さ れ て い る べ き 項 目 の
内 容 が 不 一 致 の と き 前 記 不 整 合 と 判 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム で は 、 「 エ ラ ー を 検 出 し た こ と の 表 示 」 ， 「
誤 り 訂 正 を 行 っ た こ と の 表 示 」 ， 「 誤 り 訂 正 に 失 敗 し た こ と の 表 示 」 の う ち の 少 な く と も
１ つ の 処 理 を 前 記 エ ラ ー 処 理 と し て 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム で は 、 前 記 情 報 は 、 暗 号 化 し て 前 記 無 線 タ グ
に 書 き 込 ま れ 、 前 記 リ ー ド ラ イ ト 装 置 で 読 み 出 さ れ て 復 号 化 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム で は 、 前 記 無 線 タ グ リ ー ド ラ イ ト 装 置 が 前 記
無 線 タ グ に 情 報 の 書 き 込 み ま た は 情 報 の 読 み 出 し を 行 う 場 合 に は 認 証 処 理 を 行 い 、 権 限 が
あ る と 判 断 さ れ た 場 合 の み 情 報 の 書 き 込 み お よ び ／ ま た は 読 み 出 し を 可 能 に す る こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム で は 、 前 記 認 証 処 理 は 、 前 記 無 線 タ グ リ ー ド
ラ イ ト 装 置 と 前 記 無 線 タ グ と が 相 互 に 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム は 、 上 述 し た い ず れ か に 記 載 の 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ
ス テ ム で 使 用 す る 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム で あ っ て 、 無 線 タ グ が 取 り 付 け ら れ た も の で あ る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 画 像 フ ィ ル ム に 対 応 し て 記 録 す る 必 要 の あ る 患 者 情 報 や フ ィ ル ム 処 理 処 理 情 報 等 が 膨 大
に な っ て も 、 無 線 タ グ に 記 録 す る こ と が で き る 。 ま た 、 １ 枚 の 画 像 フ ィ ル ム に 取 り 付 け る
無 線 タ グ を 複 数 と し 、 各 無 線 タ グ に 同 一 情 報 を 記 録 す る こ と で 、 記 録 情 報 の 信 頼 性 を 高 め
る こ と が 可 能 と な る 。 更 に 、 認 証 処 理 を 必 要 と し 、 あ る い は 暗 号 を 用 い る こ と で 、 記 録 情
報 の セ キ ュ リ テ ィ を 高 め る こ と が で き 、 誤 り 訂 正 処 理 を 行 う こ と で 更 に 記 録 情 報 の 信 頼 性
を 高 め る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム で 用 い る 画 像 フ ィ
ル ム の 平 面 模 式 図 で あ る 。 画 像 フ ィ ル ム 自 体 を ど の 様 に 管 理 す る か は 病 院 等 の 医 療 現 場 毎
に 計 画 さ れ 、 こ の 計 画 に 沿 っ て 、 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム が 構 築 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 実 施 形 態 に 係 る 病 院 で は 、 未 処 理 の 画 像 フ ィ ル ム １ に 予 め １ 個 の 無 線 タ グ ２ が 付 加
さ れ た も の を 購 入 し 、 使 用 す る こ と を 前 提 と し て い る 。 こ の 無 線 タ グ ２ は 、 画 像 フ ィ ル ム
１ の 製 造 工 場 で 画 像 フ ィ ル ム 製 造 時 に フ ィ ル ム 内 に 織 り 込 ま れ 、 製 造 工 場 に お い て 、 画 像
フ ィ ル ム の 製 造 情 報 （ 製 造 日 や ロ ッ ト 番 号 等 ） が 無 線 タ グ ２ に 書 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 尚 、 無 線 タ グ ２ は 、 フ ィ ル ム 製 造 後 に フ ィ ル ム 毎 に 粘 着 シ ー ト で 貼 り 付 け る こ と で も 良
く 、 ま た 、 病 院 が フ ィ ル ム 購 入 後 に 無 線 タ グ ２ を フ ィ ル ム 毎 に 粘 着 シ ー ト で 貼 り 付 け る こ
と （ こ の 場 合 に は 、 フ ィ ル ム の 製 造 情 報 は 無 い こ と に な る 。 ） で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 病 院 で は 、 患 者 が 受 け 付 け に 来 た と き 、 粘 着 シ ー ト ４ に 貼 り 付 け ら れ た 別 の 無 線 タ
グ ３ を 用 意 し 、 こ の 無 線 タ グ ３ に 、 そ の 患 者 の 氏 名 や 患 者 Ｉ Ｄ を リ ー ド ラ イ ト 装 置 を 用 い
て 書 き 込 み 、 患 者 に 渡 す 決 ま り に な っ て い る 。 そ し て 、 患 者 が レ ン ト ゲ ン 撮 影 所 や 他 の Ｍ
Ｒ Ｉ や Ｃ Ｔ 等 の 画 像 診 断 検 査 所 に 来 た と き 、 レ ン ト ゲ ン 技 師 等 に そ の 無 線 タ グ ３ を 渡 し 、
レ ン ト ゲ ン 技 師 等 は 、 受 け 取 っ た 無 線 タ グ ３ を 未 処 理 の 画 像 フ ィ ル ム １ の 所 定 箇 所 に 貼 り
付 け 、 そ の 画 像 フ ィ ル ム １ を 用 い て そ の 患 者 の 診 断 画 像 を 撮 影 す る 決 ま り と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 尚 、 無 線 タ グ ２ ， ３ は 、 画 像 フ ィ ル ム １ に 記 録 さ れ る 患 者 の 診 断 画 像 の 読 影 範 囲 か ら 外
れ る 領 域 に 設 け る の は 当 然 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ は 、 上 述 し た 病 院 に 構 築 さ れ た 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム の シ ス テ ム 構 成 図
で あ る 。 病 院 に は 院 内 Ｌ Ａ Ｎ ５ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 院 内 Ｌ Ａ Ｎ ５ に は 、 病 院 内 各 所 に
設 置 さ れ て い る 無 線 タ グ リ ー ド ラ イ ト 装 置 ６ （ 一 台 の み 図 示 ） が 接 続 さ れ る と 共 に 、 放 射
線 情 報 シ ス テ ム サ ー バ ７ や 患 者 情 報 シ ス テ ム サ ー バ ８ が 接 続 さ れ て い る 。 放 射 線 情 報 シ ス
テ ム サ ー バ ７ に は 放 射 線 を 使 っ た 撮 影 日 時 等 の 情 報 が 蓄 積 さ れ て お り 、 患 者 情 報 シ ス テ ム
サ ー バ に は 、 患 者 の 各 種 情 報 が 蓄 積 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 無 線 タ グ ２ と 無 線 タ グ ３ と は 同 じ 構 成 で な り 、 超 小 型 Ｃ Ｐ Ｕ ２ ａ ， ３ ａ と 、 メ モ リ 部 ２
ｂ ， ３ ｂ と 、 無 線 送 受 信 部 ２ ｃ ， ３ ｃ と 、 こ れ ら を 相 互 に 接 続 す る バ ス ２ ｄ ， ３ ｄ と 、 無
線 送 受 信 部 ２ ｃ ， ３ ｃ に 接 続 さ れ た ア ン テ ナ ２ ｅ ， ３ ｅ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ ２ ａ ， ３ ａ は 、 受 信 電 波 の エ ネ ル ギ に よ っ て 起 動 し 、 夫 々 ア ン テ ナ ２ ｅ ， ３ ｅ 及
び 無 線 送 受 信 部 ２ ｃ ， ３ ｃ を 通 し て 受 信 し た 情 報 の う ち 書 き 込 み 指 令 を 受 け た 情 報 を 自 身
の メ モ リ 部 ２ ｂ ， ３ ｂ 内 に 書 き 込 み 、 読 み 出 し 指 令 を 受 け た と き メ モ リ 部 ２ ｂ ， ３ ｂ 内 の
格 納 情 報 を 読 み 出 し て 無 線 送 受 信 部 ２ ｃ ， ３ ｃ か ら ア ン テ ナ ２ ｅ ， ３ ｅ を 通 し て 出 力 す る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 無 線 タ グ リ ー ド ラ イ ト 装 置 ６ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ６ ａ と 、 院 内 Ｌ Ａ Ｎ ５ に 接 続 さ れ る 通 信 手 段 ６
ｂ と 、 キ ー ボ ー ド ９ 等 の 入 力 デ バ イ ス に 接 続 さ れ る 入 力 イ ン タ フ ェ ー ス ６ ｃ と 、 モ ニ タ 画
面 １ ０ に 接 続 さ れ る 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス ６ ｄ と 、 無 線 送 受 信 部 ６ ｅ と 、 こ れ ら を 相 互 に 接
続 す る バ ス ６ ｆ と 、 無 線 送 受 信 部 ６ ｅ に 接 続 さ れ る ア ン テ ナ ６ ｇ と で な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ ６ ａ は 、 ア ン テ ナ ６ ｇ か ら 所 定 周 波 数 の 電 波 を 送 信 指 示 し て お り 、 こ の 電 波 の 受
信 エ ネ ル ギ に よ っ て 起 動 し た 無 線 タ グ か ら 送 信 さ れ て く る 電 波 を 受 信 し 、 自 身 と 交 信 可 能
な 無 線 タ グ が 近 く に 存 在 す る か 否 か を 判 定 す る 。 そ し て 、 交 信 可 能 な 無 線 タ グ が 存 在 し た
場 合 、 次 の 図 ３ に 示 す 処 理 手 順 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ ６ ａ は 、 交 信 可 能 な 無 線 タ グ が 存 在 す る こ と を ス テ ッ プ Ｓ １ で 検 出 し た 場 合 、 次
に 、 交 信 可 能 な 無 線 タ グ の 個 数 が ２ 個 で あ る か 否 か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 こ の 病 院 の シ ス テ ム で は 、 画 像 フ ィ ル ム に ２ 個 の 無 線 タ グ ２ ， ３ が 存 在 す る こ と が 前 提
と な っ て い る た め 、 １ 個 し か 無 い 場 合 や ３ 個 以 上 の 無 線 タ グ の 存 在 が 検 出 さ れ た 場 合 に は
、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に 進 み 、 モ ニ タ 画 面 １ ０ に 、 検 出 し た 無 線 タ グ 数 と エ ラ ー 表 示 を 行 い 、 再
び ス テ ッ プ Ｓ ２ の 判 定 を 行 う 。 こ こ で 、 エ ラ ー 表 示 と は 、 エ ラ ー を 検 出 し た こ と の 表 示 処
理 で あ る が 、 こ の リ ー ド ラ イ ト 装 置 が 誤 り 訂 正 機 能 を 持 つ 場 合 に は 、 「 誤 り 訂 正 を 行 っ た
こ と の 表 示 」 あ る い は 「 誤 り 訂 正 に 失 敗 し た こ と の 表 示 」 も 含 む 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の エ ラ ー 表 示 を 見 た 技 師 や 医 者 は 、 無 線 タ グ 数 が ３ 個 以 上 の と き は そ の 画 像 フ ィ ル ム
以 外 の 別 の 画 像 フ ィ ル ム が 近 く に 無 い か 探 し て そ の 画 像 フ ィ ル ム を 無 線 タ グ リ ー ド ラ イ ト
装 置 ６ か ら 遠 ざ け る 。 ま た 、 無 線 タ グ 数 が １ 個 し か 無 い 場 合 に は 、 無 線 タ グ ３ の 貼 り 忘 れ
や 脱 落 が 原 因 で あ る た め 、 無 線 タ グ ３ を 貼 る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 無 線 タ グ 数 が ２ 個 の 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ か ら ス テ ッ プ Ｓ ４ に 進 み 、 Ｃ Ｐ Ｕ ６ ａ は 、
無 線 タ グ ２ か ら 読 み 出 し た 情 報 と 無 線 タ グ ３ か ら 読 み 出 し た 情 報 と が 整 合 す る か 否 か 、 即
ち 、 同 一 情 報 が 記 載 さ れ て い る べ き 項 目 の 内 容 が 一 致 す る か 否 か を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 前 述 し た よ う に 、 患 者 が レ ン ト ゲ ン 技 師 に 無 線 タ グ ３ を 渡 し こ の 無 線 タ グ ３ が 画 像 フ ィ
ル ム １ に 貼 ら れ た と き に は 、 無 線 タ グ ２ に は フ ィ ル ム １ の 製 造 情 報 し か 記 録 さ れ て お ら ず
、 無 線 タ グ ３ に は 患 者 名 や 患 者 Ｉ Ｄ し か 記 録 さ れ て い な い た め 、 不 一 致 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ こ で 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ で 不 一 致 と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ の 確 認 処 理 に 進 む
。 こ の 確 認 処 理 で は 、 無 線 タ グ ２ の 記 録 情 報 を 読 み 出 し て モ ニ タ 画 面 １ ０ の 左 半 分 に 表 示
し 、 無 線 タ グ ３ の 記 録 情 報 を 読 み 出 し て モ ニ タ 画 面 １ ０ の 右 半 分 に 表 示 し 、 入 力 指 示 を 待
機 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 技 師 や 医 者 が モ ニ タ 画 面 １ ０ を 見 て 問 題 無 い と 判 断 し た 場 合 に は 、 キ ー ボ ー ド ９ の エ ン
タ ー キ ー を 押 下 し 、 問 題 有 り と 判 断 し た 場 合 に は 、 キ ー ボ ー ド ９ か ら 修 正 情 報 を 入 力 し て
、 記 録 情 報 の 修 正 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 確 認 処 理 の 後 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に 進 み 、 一 致 処 理 を 行 う 。 こ の 一 致 処 理 で は 、 無 線
タ グ ２ と 無 線 タ グ ３ の 記 録 情 報 を 一 致 さ せ る 。 即 ち 、 上 記 例 で い え ば 、 無 線 タ グ ２ に 書 き
込 ま れ て い る フ ィ ル ム 製 造 情 報 を 無 線 タ グ ３ に コ ピ ー し 、 無 線 タ グ ３ に 書 き 込 ま れ て い る
患 者 名 等 の 情 報 を 無 線 タ グ ２ に コ ピ ー し 、 両 者 の 記 録 情 報 を 一 致 さ せ る 。 そ し て 、 次 の ス
テ ッ プ Ｓ ７ で 、 一 致 さ せ た 記 録 情 報 を モ ニ タ 画 面 １ ０ に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ の 判 定 の 結 果 、 無 線 タ グ ２ ， ３ の 記 録 情 報 が 一 致 す る 場 合 に は 、 ス テ ッ プ
Ｓ ４ か ら ス テ ッ プ Ｓ ７ に 飛 び 、 一 致 し て い る 記 録 情 報 を モ ニ タ 画 面 １ ０ に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ し て 、 次 の ス テ ッ プ Ｓ ８ で 、 新 た な 書 き 込 み 情 報 が あ る か 否 か を 判 定 す る 。 新 た な 書
き 込 み 指 示 が 無 い 場 合 に は 、 今 回 の リ ー ド ラ イ ト 処 理 を 終 了 し 、 新 た な 書 き 込 み 指 示 が あ
る 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ で 、 新 た な 書 き 込 み 情 報 を 取 り 込 み 、 こ れ を 無 線 タ グ ２ と 無 線
タ グ ３ の 両 方 に 書 き 込 み 、 今 回 の リ ー ド ラ イ ト 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 上 の 処 理 を 病 院 内 各 所 に 設 け ら れ て い る リ ー ド ラ イ ト 装 置 ６ で 行 う こ と で 、 無 線 タ グ
２ ， ３ に は 同 一 情 報 が 記 録 さ れ る こ と に な る 。 レ ン ト ゲ ン 技 師 が 患 者 の レ ン ト ゲ ン 撮 影 を
行 っ た 場 合 に は 、 画 像 フ ィ ル ム １ が 未 処 理 で あ る こ と を 示 す 情 報 か ら 露 光 済 み （ 撮 影 済 み
） を 示 す 情 報 に 書 き 換 え ら れ 、 現 像 し た と き は 露 光 済 み の 情 報 が 現 像 済 み の 情 報 に 書 き 換
え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 医 者 が 、 図 ３ の ス テ ッ プ Ｓ ７ で 表 示 さ れ る モ ニ タ 画 面 １ ０ の 表 示 情 報 と 合 わ せ て
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、 シ ャ ー カ ス テ ン を 用 い て 画 像 フ ィ ル ム １ の 読 影 を 行 い 、 骨 折 と 判 断 し て 「 骨 折 」 と い う
コ メ ン ト 情 報 を キ ー ボ ー ド ９ か ら 入 力 し た と き は 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ で 骨 折 と い う コ メ ン ト 情
報 が 無 線 タ グ ２ と 無 線 タ グ ３ と に 書 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 更 に 、 検 査 終 了 時 に 看 護 師 が こ の 画 像 フ ィ ル ム １ の 保 管 場 所 を 例 え ば 「 倉 庫 の 第 ３ エ リ
ア 」 と 入 力 す る と 、 こ の 保 管 場 所 情 報 が 無 線 タ グ ２ と 無 線 タ グ ３ と に 書 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム で は 、 ２ つ の 無 線 タ グ
２ ， ３ に 同 一 情 報 が 書 き 込 ま れ 、 い ず れ か の リ ー ド ラ イ ト 装 置 で 記 録 情 報 の 読 み 書 き が 行
わ れ る と き 、 常 に 、 両 者 の 記 録 情 報 が 一 致 す る か 否 か が 判 定 さ れ 、 一 致 し な い と き は 不 一
致 を 示 す 表 示 （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ） が な さ れ る の で 、 放 射 線 等 に 晒 さ れ る 虞 が あ る 画 像 フ ィ ル
ム に 添 付 さ れ る 無 線 タ グ の 記 録 情 報 の 信 頼 性 を 高 め る こ と が 可 能 と な る 。 ３ 個 以 上 の 無 線
タ グ を １ 枚 の フ ィ ル ム に 設 け る こ と で 、 更 に 信 頼 性 を 高 め る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 上 述 し た 様 に 、 ２ つ の 無 線 タ グ を 一 枚 の 画 像 フ ィ ル ム に 設 け 、 １ つ の 無 線 タ グ ３
を 後 か ら フ ィ ル ム に 貼 り 付 け る 構 成 に す る と 、 検 査 終 了 後 に 無 線 タ グ ３ を 剥 が し て 患 者 の
カ ル テ 等 に 無 線 タ グ ３ を 貼 り 直 す こ と が で き る た め 、 そ の 患 者 に 関 す る 診 断 デ ー タ の 管 理
が 更 に 容 易 に と な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 尚 、 以 上 述 べ た 実 施 形 態 は ２ 個 の 無 線 タ グ を 付 け た 例 で あ る が 、 画 像 フ ィ ル ム １ に １ 個
の 無 線 タ グ だ け を 取 り 付 け る こ と で も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 記 録 情 報 の 信 頼 性 は ２ 個 設 け
る 場 合 よ り 下 が る こ と に な る が 、 無 線 タ グ に 、 患 者 情 報 （ 患 者 名 や 患 者 Ｉ Ｄ ） 、 検 査 情 報
（ 検 査 日 や 検 査 Ｕ （ ユ ニ バ ー サ ル ） Ｉ Ｄ ） 、 フ ィ ル ム 処 理 状 況 情 報 （ 未 処 理 ／ 記 録 済 み 情
報 、 露 光 済 み 情 報 ， 現 像 済 み 情 報 、 シ ョ ッ ト （ 撮 影 ） 情 報 等 ） 等 、 バ ー コ ー ド で は 記 録 で
き な い 多 量 の 情 報 を 書 き 込 む こ と が で き る た め 、 患 者 デ ー タ の 管 理 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 無 線 タ グ の 記 録 情 報 を 用 い る こ と で 、 ソ ー タ を 用 い た フ ィ ル ム の 仕 分 け 作 業 （ 配
送 先 管 理 ） が 容 易 と な り 、 現 像 済 み フ ィ ル ム の 患 者 画 像 を デ ジ タ ル 化 す る た め に フ ィ ル ム
を デ ジ タ イ ザ で 読 み 取 っ た と き 、 こ の デ ジ タ ル 画 像 デ ー タ に 無 線 タ グ の 記 録 情 報 を マ ー ジ
す る こ と で 患 者 情 報 と 一 体 化 し た 患 者 の 画 像 デ ー タ を 生 成 し 、 サ ー バ ７ ， ８ 等 に 蓄 積 す る
こ と が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 尚 、 画 像 フ ィ ル ム に 取 り 付 け る 無 線 タ グ ２ ， ３ は 、 露 光 し た り 現 像 す る と き に 高 温 に 晒
さ れ る 虞 が あ る た め 、 耐 熱 性 の あ る も の を 用 い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 病 院 な ど で は 、 患 者 情 報 の セ キ ュ リ テ ィ を 図 る 必 要 が あ り 、 部 外 者 が 医 療 用 画 像 フ ィ ル
ム を 持 ち 出 し そ の 無 線 タ グ か ら 記 録 情 報 を 読 み 出 せ な い 様 に す る の が 良 い こ と は 言 う ま で
も な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 そ こ で 、 上 記 実 施 形 態 の 構 成 に 加 え 、 情 報 を 無 線 タ グ に 書 き 込 む 場 合 に は 、 無 線 タ グ リ
ー ド ラ イ ト 装 置 が 情 報 を 暗 号 化 し て 書 き 込 む 様 に し 、 無 線 タ グ リ ー ド ラ イ ト 装 置 で 記 録 情
報 を 読 み 出 し た と き は 、 所 定 の 解 読 キ ー を 入 力 し な け れ ば 復 号 化 で き な い よ う に す る の が
良 い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 更 に セ キ ュ リ テ ィ を 高 め る た め に 、 無 線 タ グ と リ ー ド ラ イ ト 装 置 と が 情 報 の 授 受 を 行 っ
て 情 報 の 書 き 込 み や 読 み 出 し を 行 う 際 に 、 相 互 に 認 証 処 理 を 行 い 、 無 線 タ グ は 、 相 手 側 の
リ ー ド ラ イ ト 装 置 が 権 限 の あ る リ ー ド ラ イ ト 装 置 で あ る と 認 定 し た と き の み 情 報 の 読 み 書
き を 許 容 し 、 リ ー ド ラ イ ト 装 置 側 で も 相 手 側 の 無 線 タ グ が 正 当 な 無 線 タ グ で あ る と 認 定 し
た と き 当 該 無 線 タ グ へ の 情 報 の 読 み 書 き を 行 う 構 成 と す る の が よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
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　 ま た 、 無 線 タ グ の 記 録 情 報 の 信 頼 性 を 高 め る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 情 報 を 誤 り 訂 正 可 能
な 冗 長 な 情 報 形 式 で 書 き 込 ん で お き 、 誤 り が 検 出 さ れ た 場 合 に は 、 そ の 誤 り を 自 動 的 に 訂
正 す る 様 に す る の が よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 に 使 用 す る 熱 現 像 記 録 装 置 に 用 い る 熱 現 像 感 光 材 料 に つ い て 詳 細 に 説 明
す る 。 用 い る 撮 影 用 感 光 材 料 は 、 レ ー ザ ー 光 な ど で 走 査 露 光 に よ り 画 像 情 報 を 書 き 込 む も
の で は な く 、 画 像 を 面 露 光 に よ り 記 録 す る も の で あ る 。
　 従 来 、 湿 式 現 像 感 光 材 料 分 野 で は 、 一 般 に 用 い ら れ 、 医 療 用 途 で は 直 接 あ る い は 間 接 Ｘ
線 フ ィ ル ム 、 マ ン モ グ ラ フ フ ィ ル ム な ど 、 印 刷 用 各 種 製 版 フ ィ ル ム 、 工 業 用 記 録 フ ィ ル ム
、 あ る い は 一 般 カ メ ラ に よ る 撮 影 用 フ ィ ル ム な ど が 知 ら れ て い る 。 例 え ば 、 青 色 の 蛍 光 増
感 紙 を 利 用 し た 両 面 塗 布 型 Ｘ 線 用 熱 現 像 感 光 材 料 （ 例 え ば 、 特 許 第 3229344号 公 報 参 照 。
） 、 ヨ ウ 臭 化 銀 の 平 板 粒 子 を 用 い た 熱 現 像 感 光 材 料 （ 例 え ば 、 特 開 昭 59-142539号 公 報 参
照 。 ） 、 あ る い は （ １ ０ ０ ） 主 平 面 を 有 す る 塩 化 銀 含 有 率 の 高 い 平 板 粒 子 を 支 持 体 の 両 面
に 塗 設 し た 医 療 用 感 光 材 料 も 特 許 文 献 に 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 開 平 10-282606号 公
報 参 照 。 ） 。 ま た 、 両 面 塗 布 熱 現 像 感 光 材 料 は 、 そ の 他 の 特 許 文 献 に も 開 示 さ れ て い る （
例 え ば 、 特 開 2000-227642号 公 報 、 特 開 2001-22027号 公 報 、 特 開 2001-109101号 公 報 、 特 開
2002-90941号 公 報 参 照 。 ） 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の 公 知 例 で は 、 ０ ． １ μ ｍ 以 下 の 微 粒
子 ハ ロ ゲ ン 化 銀 を 用 い る と ヘ イ ズ の 悪 化 を 伴 わ な い が 低 感 度 で あ り 、 撮 影 用 に は 実 用 に 耐
え な い も の で あ り 、 一 方 、 ０ ． ３ μ ｍ 以 上 の ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 を 用 い た 場 合 は 残 存 す る ハ
ロ ゲ ン 化 銀 に よ る ヘ イ ズ の 悪 化 、 お よ び プ リ ン ト ア ウ ト の 悪 化 に よ る 画 像 品 質 の 劣 化 が 激
し く 、 実 用 に 耐 え る も の で は な か っ た 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 と し て 、 ヨ ウ 化 銀 の 平 板 粒 子 を 用 い た 感 光 材 料 は 湿 式 現 像 分 野 で は 知
ら れ て い る が （ 例 え ば 、 特 開 昭 59-119344号 公 報 、 特 開 昭 59-119350号 公 報 参 照 。 ） 、 熱 現
像 感 光 材 料 で は そ の 応 用 は 例 が な い 。 そ の 理 由 は 上 述 の よ う に 低 感 度 で あ り 、 有 効 な 増 感
手 段 が な く 、 ま た 熱 現 像 で は さ ら に 技 術 的 バ リ ア ー が 高 く な る こ と が 原 因 で あ っ た 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の よ う な 撮 影 用 感 光 材 料 に 用 い る た め に は 、 熱 現 像 感 光 材 料 と し て 更 に 高 い 感 度 が 要
求 さ れ 、 ま た 得 ら れ る 画 像 の ヘ イ ズ な ど の 画 質 も 更 に 一 段 と 高 い レ ベ ル を 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 上 記 の 要 求 を 満 足 す る 熱 現 像 感 光 材 料 と し て 、 次 に 示 す も の が 有 用 で あ る 。
１ ． 熱 現 像 感 光 材 料
　 本 実 施 形 態 の 熱 現 像 感 光 材 料 は 、 支 持 体 の 少 な く と も 一 方 面 上 に 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 、
非 感 光 性 有 機 銀 塩 、 還 元 剤 、 及 び バ イ ン ダ ー を 含 有 す る 画 像 形 成 層 を 有 し て い る 。 ま た 、
好 ま し く は 画 像 形 成 層 の 上 に 表 面 保 護 層 、 あ る い は そ の 反 対 面 に バ ッ ク 層 や バ ッ ク 保 護 層
な ど を 有 し て も よ い 。
　 こ れ ら の 各 層 の 構 成 、 お よ び そ の 好 ま し い 成 分 に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
（ 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 に 由 来 す る 可 視 光 吸 収 を 熱 現 像 後 に 実 施 的 に 減 少 さ せ る 化 合 物 ）
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 に 由 来 す る 可 視 光 吸 収 を 熱 現 像 前 に 対 し て
熱 現 像 後 に 実 施 的 に 減 少 さ せ る 化 合 物 を 含 有 す る の が 好 ま し い 。
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 に 由 来 す る 可 視 光 吸 収 を 熱 現 像 後 に 実 施 的
に 減 少 さ せ る 化 合 物 と し て 、 ヨ ウ 化 銀 錯 形 成 剤 を 用 い る の が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
（ ヨ ウ 化 銀 錯 形 成 剤 の 説 明 ）
　 本 実 施 形 態 に お け る ヨ ウ 化 銀 錯 形 成 剤 は 、 化 合 物 中 の 窒 素 原 子 ま た は 硫 黄 原 子 の 少 な く
と も 一 つ が 配 位 原 子 （ 電 子 供 与 体 ： ル イ ス 塩 基 ） と し て 銀 イ オ ン に 電 子 供 与 す る ル イ ス 酸
塩 基 反 応 に 寄 与 す る こ と が 可 能 で あ る 。 錯 体 の 安 定 性 は 、 逐 次 安 定 度 定 数 ま た は 全 安 定 度
定 数 で 定 義 さ れ る が 、 銀 イ オ ン 、 ヨ ウ ド イ オ ン 、 お よ び 該 銀 錯 形 成 剤 の ３ 者 の 組 合 せ に 依
存 す る 。 一 般 的 な 指 針 と し て 、 分 子 内 キ レ ー ト 環 形 成 に よ る キ レ ー ト 効 果 や 、 配 位 子 の 酸
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塩 基 解 離 定 数 の 増 大 な ど の 手 段 に よ っ て 、 大 き な 安 定 度 定 数 を 得 る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る ヨ ウ 化 銀 錯 形 成 剤 の 作 用 機 構 は 明 確 に 解 明 さ れ た わ け で は な い が 、
ヨ ウ ド イ オ ン お よ び 銀 イ オ ン を 含 む 少 な く と も ３ 元 の 成 分 よ り な る 安 定 な 錯 体 を 形 成 す る
こ と に よ り ヨ ウ 化 銀 を 可 溶 化 す る も の と 推 定 さ れ る 。 本 実 施 形 態 に お け る ヨ ウ 化 銀 錯 形 成
剤 は 臭 化 銀 や 塩 化 銀 を 可 溶 化 す る 能 力 は 乏 し い が 、 ヨ ウ 化 銀 に 対 し て 特 異 的 に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る ヨ ウ 化 銀 錯 形 成 剤 に よ っ て 画 像 保 存 性 が 改 良 さ れ る 機 構 の 詳 細 は 明
ら か で は な い が 、 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 の 少 な く と も 一 部 と 本 実 施 形 態 に お け る ヨ ウ 化 銀 錯
形 成 剤 と が 熱 現 像 時 に 反 応 す る こ と に よ り 錯 体 を 形 成 し 、 感 光 性 が 低 下 ま た は 消 失 す る こ
と に よ る も の で あ っ て 、 特 に 、 光 照 射 下 で の 画 像 保 存 性 が 大 き く 改 良 さ れ る も の と 考 え ら
れ る 。 ま た 同 時 に 、 ハ ロ ゲ ン 化 銀 に よ る 膜 の 濁 り も 減 少 す る 結 果 、 ク リ ア な 高 画 質 の 画 像
が 得 ら れ る こ と も 大 き な 特 徴 で あ る 。 膜 の 濁 り は 、 分 光 吸 収 ス ペ ク ト ル の 紫 外 可 視 吸 収 の
減 少 で 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 の 紫 外 可 視 吸 収 ス ペ ク ト ル は 、 透 過 法 あ る い
は 反 射 法 に よ り 測 定 す る こ と が で き る 。 熱 現 像 感 光 材 料 に 添 加 さ れ た 他 の 化 合 物 に 由 来 す
る 吸 収 が 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 の 吸 収 と 重 な る 場 合 に は 、 差 ス ペ ク ト ル あ る い は 溶 媒 に よ る
他 の 化 合 物 の 除 去 な ど の 手 段 を 単 独 で 用 い る か 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 感 光 性 ハ ロ ゲ ン
化 銀 の 紫 外 可 視 吸 収 ス ペ ク ト ル を 観 察 で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る ヨ ウ 化 銀 錯 形 成 剤 が 従 来 の 銀 イ オ ン 錯 形 成 剤 と 明 確 に 異 な る の は 、
ヨ ウ ド イ オ ン が 安 定 な 錯 体 を 形 成 す る 上 に 必 須 で あ る こ と で あ る 。 従 来 の 銀 イ オ ン 錯 形 成
剤 は 、 臭 化 銀 、 塩 化 銀 、 あ る い は ベ ヘ ン 酸 銀 な ど の 有 機 銀 塩 な ど 銀 イ オ ン を 含 む 塩 に 対 し
て 溶 解 作 用 す る の に 対 し て 、 本 実 施 形 態 に お け る ヨ ウ 化 銀 錯 形 成 剤 は 、 ヨ ウ 化 銀 が 存 在 し
な い と 作 用 し な い と こ ろ に 大 き な 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る ヨ ウ 化 銀 錯 形 成 剤 の 具 体 的 な 化 合 物 に つ い て は 特 願 ２ ０ ０ ２ － ３ ６
７ ６ ６ １ 号 、 特 願 ２ ０ ０ ２ － ３ ６ ７ ６ ６ ２ 号 、 特 願 ２ ０ ０ ２ － ３ ６ ７ ６ ６ ３ 号 に お い て 、
詳 細 に 説 明 し た 化 合 物 と 同 じ も の で あ る 。 こ れ ら 特 許 出 願 明 細 書 に 記 載 し た 具 体 的 化 合 物
例 も ま た 、 本 実 施 形 態 の 化 合 物 の 具 体 例 と し て 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 画 像 保 存 性 、 特 に 、 光 照 射 下 で の 画 像 保 存 性 が 大 き く 改 良 さ れ る
た め に は 、 熱 現 像 後 の 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 の 紫 外 可 視 吸 収 ス ペ ク ト ル の 吸 収 強 度 が 熱 現 像
前 と 比 較 し て ８ ０ ％ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し く 、 ４ ０ ％ 以 下 で あ る こ と が 更 に 好 ま し く 、
２ ０ ％ 以 下 で あ る こ と が 特 に 好 ま し い 。 最 も 好 ま し く は １ ０ ％ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る ヨ ウ 化 銀 錯 形 成 剤 は 、 溶 液 形 態 、 乳 化 分 散 形 態 、 固 体 微 粒 子 分 散 物
形 態 な ど 、 い か な る 方 法 で 塗 布 液 に 含 有 せ し め 、 感 光 材 料 に 含 有 さ せ て も よ い 。
　 よ く 知 ら れ て い る 乳 化 分 散 法 と し て は 、 ジ ブ チ ル フ タ レ ー ト 、 ト リ ク レ ジ ル フ ォ ス フ ェ
ー ト 、 グ リ セ リ ル ト リ ア セ テ ー ト あ る い は ジ エ チ ル フ タ レ ー ト な ど の オ イ ル 、 酢 酸 エ チ ル
や シ ク ロ ヘ キ サ ノ ン な ど の 補 助 溶 媒 を 用 い て 溶 解 し 、 機 械 的 に 乳 化 分 散 物 を 作 製 す る 方 法
が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
（ 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 の 説 明 ）
　 １ ） ハ ロ ゲ ン 組 成
　 本 実 施 形 態 に 用 い ら れ る 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 は 、 ヨ ウ 化 銀 含 有 率 が ４ ０ モ ル ％ 以 上 、 １
０ ０ モ ル ％ 以 下 と 高 い 組 成 の も の で あ る こ と が 重 要 で あ る 。 残 り は 特 に 制 限 は な く 、 塩 化
銀 、 臭 化 銀 な ど の ハ ロ ゲ ン 化 銀 、 ま た は チ オ シ ア ン 酸 銀 や 燐 酸 銀 な ど の 有 機 銀 塩 か ら 選 ぶ
こ と が で き る が 、 特 に 臭 化 銀 、 塩 化 銀 で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の 様 な ヨ ウ 化 銀 含 有 率 が
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高 い 組 成 の ハ ロ ゲ ン 化 銀 を 用 い る こ と に よ っ て 、 現 像 処 理 後 の 画 像 保 存 性 、 特 に 光 照 射 に
よ る カ ブ リ の 増 加 が 著 し く 小 さ い 好 ま し い 熱 現 像 感 光 材 料 が 設 計 で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 さ ら に 、 ヨ ウ 化 銀 含 有 率 が ７ ０ モ ル ％ 以 上 １ ０ ０ モ ル ％ 以 下 で あ る と 好 ま し く 、 よ り 好
ま し く は ８ ０ モ ル ％ 以 上 １ ０ ０ モ ル ％ 以 下 、 さ ら に 好 ま し く は ９ ０ モ ル ％ 以 上 １ ０ ０ モ ル
％ 以 下 で あ る こ と が 処 理 後 の 光 照 射 に 対 す る 画 像 保 存 性 の 観 点 で は 極 め て 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 粒 子 内 に お け る ハ ロ ゲ ン 組 成 の 分 布 は 均 一 で あ っ て も よ く 、 ハ ロ ゲ ン 組 成 が ス テ ッ プ 状
に 変 化 し た も の で も よ く 、 或 い は 連 続 的 に 変 化 し た も の で も よ い 。 ま た 、 コ ア /シ ェ ル 構
造 を 有 す る ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 も 好 ま し く 用 い る こ と が で き る 。 構 造 と し て 好 ま し い も の は
2～ 5重 構 造 で あ り 、 よ り 好 ま し く は 2～ 4重 構 造 の コ ア /シ ェ ル 粒 子 を 用 い る こ と が で き る
。 コ ア 部 の ヨ ウ 化 銀 含 有 率 が 高 い コ ア 高 ヨ ウ 化 銀 構 造 、 ま た は シ ェ ル 部 の ヨ ウ 化 銀 含 有 率
が 高 い シ ェ ル 高 ヨ ウ 化 銀 構 造 も 好 ま し く 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 粒 子 の 表 面 に エ ピ タ
キ シ ャ ル 部 分 と し た 塩 化 銀 や 臭 化 銀 を 局 在 さ せ る 技 術 も 好 ま し く 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 本 実 施 形 態 の ヨ ウ 化 銀 は 、 任 意 の β 相 お よ び γ 相 含 有 率 を 取 る こ と が で き る 。 β 相 と は
六 方 晶 系 の ウ ル ツ ア イ ト 構 造 を 有 す る 高 ヨ ウ 化 銀 構 造 を 指 し 、 γ 相 と は 立 方 晶 系 の ジ ン ク
ブ レ ン ド 構 造 を 有 す る 高 ヨ ウ 化 銀 構 造 を 指 す 。 こ こ で い う γ 相 含 有 率 と は 、 C.R.Berry（
ベ リ ー ） に よ り 提 案 さ れ た 手 法 を 用 い て 決 定 さ れ る も の で あ る 。 こ の 手 法 は 、 粉 末 Ｘ 線 回
折 法 で の ヨ ウ 化 銀 β 相 （ １ ０ ０ ） 、 （ １ ０ １ ） 、 （ ０ ０ ２ ） と γ 相 （ １ １ １ ） に よ る ピ ー
ク 比 を 元 に し て 決 定 す る も の で 、 詳 細 に つ い て は 例 え ば 、 Physical Review, Volume 161,
No.3, p.848-851(1967)を 参 考 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ２ ） 粒 子 サ イ ズ
　 本 実 施 形 態 に 用 い る 高 ヨ ウ 化 銀 の ハ ロ ゲ ン 化 銀 に つ い て は 、 高 感 度 を 達 成 す る の に 必 要
な 十 分 大 き い 粒 子 サ イ ズ を 選 ぶ こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 好 ま し い ハ ロ ゲ ン
化 銀 の 平 均 球 相 当 直 径 は ０ ． ３ μ ｍ 以 上 ５ ． ０ μ ｍ 以 下 で あ り 、 さ ら に ０ ． ５ μ ｍ 以 上 ３
． ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ こ で い う 球 相 当 直 径 と は 、 ハ ロ ゲ ン 化 銀 1粒 子 の
体 積 と 同 じ 体 積 の 球 の 直 径 を 意 味 す る 。 測 定 方 法 と し て は 、 電 子 顕 微 鏡 に よ り 観 察 し た 個
々 の 投 影 面 積 と 厚 み か ら 粒 子 体 積 を 求 め 、 そ の 体 積 と 同 じ 体 積 の 球 に 換 算 す る こ と に よ り
求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ３ ） 塗 布 量
　 一 般 に 、 熱 現 像 後 も ハ ロ ゲ ン 化 銀 が そ の ま ま 残 存 す る 熱 現 像 感 光 材 料 の 場 合 は 、 ハ ロ ゲ
ン 化 銀 の 塗 布 量 を 増 や す と 膜 の 透 明 度 が 低 下 し 画 質 上 好 ま し く な い た め 、 感 度 を 高 く し た
い 要 求 に も か か わ ら ず 、 低 く 制 限 さ れ て い た 。 し か し な が ら 、 本 実 施 形 態 の 場 合 に は 、 熱
現 像 処 理 に よ っ て 、 ハ ロ ゲ ン 化 銀 に よ る 膜 の ヘ イ ズ を 減 少 さ せ る こ と が で き る の で 、 よ り
多 く の ハ ロ ゲ ン 化 銀 を 塗 布 す る こ と が で き る 。 本 発 明 に お い て は 、 非 感 光 性 有 機 銀 塩 の 銀
１ モ ル に 対 し て ０ ． ５ モ ル ％ 以 上 １ ０ ０ モ ル ％ 以 下 、 好 ま し く は ５ モ ル ％ 以 上 ５ ０ モ ル ％
以 下 で あ る こ と が さ ら に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ４ ） 粒 子 形 成 方 法
　 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 の 形 成 方 法 は 当 業 界 で は よ く 知 ら れ て お り 、 例 え ば 、 リ サ ー チ デ ィ
ス ク ロ ー ジ ャ ー 1978年 6月 の 第 17029号 、 お よ び 米 国 特 許 第 3,700,458号 に 記 載 さ れ て い る
方 法 を 用 い る こ と が で き る が 、 具 体 的 に は ゼ ラ チ ン あ る い は 他 の ポ リ マ ー 溶 液 中 に 銀 供 給
化 合 物 及 び ハ ロ ゲ ン 供 給 化 合 物 を 添 加 す る こ と に よ り 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 を 調 製 し 、 そ の
後 で 有 機 銀 塩 と 混 合 す る 方 法 を 用 い る 。 ま た 、 特 開 平 11-119374号 公 報 の 段 落 番 号 0217～ 0
224に 記 載 さ れ て い る 方 法 、 特 開 平 11-352627号 、 特 開 2000-347335号 記 載 の 方 法 も 好 ま し
い 。
　 ヨ ウ 化 銀 の 平 板 粒 子 の 形 成 方 法 に 関 し て は 、 前 述 の 特 開 昭 59－ 119350号 、 同 59‐ 119344
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号 に 記 載 の 方 法 が 好 ま し く 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ５ ） 粒 子 形 状
　 本 発 明 に お け る ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 の 形 状 と し て は 平 板 状 粒 子 が 好 ま し い 。 詳 細 に は 、 側
面 の 構 造 に よ り 、 平 板 状 ８ 面 体 粒 子 、 平 板 状 １ ４ 面 体 粒 子 、 平 板 状 ２ ０ 面 体 粒 子 を 挙 げ る
こ と が で き る 。 好 ま し く は 、 平 板 状 ８ 面 体 粒 子 、 平 板 状 １ ４ 面 体 粒 子 で あ る 。 こ こ で 言 う
平 板 状 ８ 面 体 と は 、 ｛ ０ ０ ０ １ ｝ 、 ｛ １ （ － １ ） ０ ０ ｝ 面 を 有 す る 粒 子 ま た は ｛ ０ ０ ０ １
｝ 、 ｛ １ （ － ２ ） １ ０ ｝ 、 ｛ （ － １ ） ２ （ － １ ） ０ ｝ 面 を 有 す る 粒 子 で あ り 、 平 板 状 １ ４
面 体 粒 子 と は ｛ ０ ０ ０ １ ｝ 、 ｛ １ （ － １ ） ０ ０ ｝ 、 ｛ １ （ － １ ） ０ １ ｝ を 有 す る 粒 子 ま た
は ｛ ０ ０ ０ １ ｝ 、 ｛ １ （ － ２ ） １ ０ ｝ 、 ｛ （ － １ ） ２ （ － １ ） ０ ｝ 、 ｛ １ （ － ２ ） １ １ ｝
、 ｛ （ － １ ） ２ （ － １ ） １ ｝ 面 を 有 す る 粒 子 ま た は ｛ ０ ０ ０ １ ｝ 、 ｛ １ （ － １ ） ０ ０ ｝ 、
｛ １ （ － １ ） ０ （ － １ ） ｝ を 有 す る 粒 子 ま た は ｛ ０ ０ ０ １ ｝ 、 ｛ １ （ － ２ ） １ ０ ｝ 、 ｛ （
－ １ ） ２ （ － １ ） ０ ｝ 、 ｛ １ （ － ２ ） １ （ － １ ） ｝ 、 ｛ （ － １ ） ２ （ － １ ） （ － １ ） ｝ 面
を 有 す る 粒 子 で あ り 、 平 板 状 ２ ０ 面 体 粒 子 と は ｛ ０ ０ ０ １ ｝ 、 ｛ １ （ － １ ） ０ ０ ｝ 、 ｛ １
（ － １ ） ０ １ ｝ 、 ｛ １ （ － １ ） ０ （ － １ ） ｝ を 有 す る 粒 子 ま た は ｛ ０ ０ ０ １ ｝ 、 ｛ １ （ －
２ ） １ ０ ｝ 、 ｛ （ － １ ） ２ （ － １ ） ０ ｝ 、 ｛ １ （ － ２ ） １ １ ｝ 、 ｛ （ － １ ） ２ （ － １ ） １
｝ 、 ｛ １ （ － ２ ） １ （ － １ ） ｝ 、 ｛ （ － １ ） ２ （ － １ ） （ － １ ） ｝ 面 を 有 す る 粒 子 で あ る
。 こ こ で 、 ｛ ０ ０ ０ １ ｝ 等 の 表 記 は 、 （ ０ ０ ０ １ ） 面 と 等 価 な 面 指 数 を 持 つ 結 晶 面 群 を 表
す 。 ま た 上 記 以 外 の 形 状 の 平 板 状 粒 子 も 好 ま し く 用 い ら れ る 。
　 ヨ ウ 化 銀 の 12面 体 、 14面 体 、 ８ 面 体 に 関 し て は 、 特 願 2002‐ 081020号 、 特 開 2003-28783
5号 、 同 2003‐ 287836号 を 参 考 に し て 調 製 す る こ と が で き る 。
　 平 板 状 粒 子 と し て は 、 本 発 明 に お い て は 、 好 ま し い ハ ロ ゲ ン 化 銀 の 投 影 面 積 相 当 直 径 は
０ .４ μ ｍ 以 上 ８ .０ μ ｍ 以 下 で あ り 、 さ ら に ０ .５ μ ｍ 以 上 ３ μ ｍ 以 下 で あ る こ と が 好 ま
し い 。 こ こ で い う 投 影 面 積 相 当 直 径 と は 、 ハ ロ ゲ ン 化 銀 １ 粒 子 の 投 影 面 積 と 同 じ 面 積 の 円
の 直 径 を 意 味 す る 。 測 定 方 法 と し て は 、 電 子 顕 微 鏡 に よ り 観 察 し た 個 々 の 投 影 面 積 か ら 粒
子 面 積 を 求 め 、 そ の 面 積 と 同 じ 面 積 の 円 に 換 算 す る こ と に よ り 求 め る こ と が で き る 。
　 本 発 明 に 用 い る 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 の 粒 子 厚 み は ０ .３ μ ｍ 以 下 が 好 ま し く 、 よ り 好 ま
し く は ０ .２ μ ｍ 以 下 、 さ ら に 好 ま し く は ０ .１ ５ μ ｍ 以 下 で あ る 。 ア ス ペ ク ト 比 は 、 好 ま
し く は ２ 以 上 １ ０ ０ 以 下 、 よ り 好 ま し く は ５ 以 上 ５ ０ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の ヨ ウ 化 銀 含 有 率 の 高 い 組 成 の ハ ロ ゲ ン 化 銀 は 複 雑 な 形 態 を 取 り 得 る が 、 好
ま し い 形 態 は 例 え ば 、 R.L.JENKINS etal. J of Phot. Sci. Vol.28 (1980)の p164-Fig1に
示 さ れ て い る よ う な 接 合 粒 子 が 挙 げ ら れ る 。 同 Fig.1に 示 さ れ て い る よ う な 平 板 上 粒 子 も
好 ま し く 用 い ら れ る 。 ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 の コ ー ナ ー が 丸 ま っ た 粒 子 も 好 ま し く 用 い る こ と
が で き る 。 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 の 外 表 面 の 面 指 数 （ ミ ラ ー 指 数 ） に つ い て は 特 に 制 限
は な い が 、 分 光 増 感 色 素 が 吸 着 し た 場 合 の 分 光 増 感 効 率 が 高 い [100]面 の 占 め る 割 合 が 高
い こ と が 好 ま し い 。 そ の 割 合 と し て は 50%以 上 が 好 ま し く 、 65%以 上 が よ り 好 ま し く 、 80%
以 上 が 更 に 好 ま し い 。 ミ ラ ー 指 数 [100]面 の 比 率 は 増 感 色 素 の 吸 着 に お け る [111]面 と [100
]面 と の 吸 着 依 存 性 を 利 用 し た T.Tani;J.Imaging Sci.,29、 165(1985年 )に 記 載 の 方 法 に よ
り 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ６ ） 重 金 属
　 本 実 施 形 態 の 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 は 、 周 期 律 表 （ 第 １ ～ １ ８ 族 ま で を 示 す ） の 第 ３
族 ～ 第 １ ４ 族 の 金 属 ま た は 金 属 錯 体 を 含 有 す る こ と が で き る 。 好 ま し く は 周 期 律 表 の 第 ８
族 ～ 第 １ ０ 族 の 金 属 ま た は 金 属 錯 体 の 中 心 金 属 と し て 好 ま し く は 、 ロ ジ ウ ム 、 ル テ ニ ウ ム
、 イ リ ジ ウ ム で あ る 。 こ れ ら 金 属 錯 体 は １ 種 類 で も よ い し 、 同 種 金 属 及 び 異 種 金 属 の 錯 体
を ２ 種 以 上 併 用 し て も よ い 。 好 ま し い 含 有 率 は 銀 １ モ ル に 対 し １ × １ ０ - 9 モ ル か ら １ × １
０ - 3 モ ル の 範 囲 が 好 ま し い 。 こ れ ら の 重 金 属 や 金 属 錯 体 及 び そ れ ら の 添 加 法 に つ い て は 特
開 平 7-225449号 、 特 開 平 11-65021号 段 落 番 号 0018～ 0024、 特 開 平 11-119374号 段 落 番 号 022
7～ 0240に 記 載 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ７ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 六 シ ア ノ 金 属 錯 体 を 含 有 す る ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 が 好 ま し い 。 六
シ ア ノ 金 属 錯 体 と し て は 、 [Fe(CN) 6 ]

4 - 、 [Fe(CN) 6 ]
3 - 、 [Ru(CN) 6 ]

4 - 、 [Os(CN) 6 ]
4 - 、 [Co(

CN) 6 ]
3 - 、 [Rh(CN) 6 ]

3 - 、 [Ir (CN) 6 ]
3 - 、 [Cr(CN) 6 ]

3 - 、 [Re(CN) 6 ]
3 - な ど が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】
　 六 シ ア ノ 金 属 錯 体 は 、 水 の 他 に 水 と 混 和 し う る 適 当 な 有 機 溶 媒 （ 例 え ば 、 ア ル コ ー ル 類
、 エ ー テ ル 類 、 グ リ コ ー ル 類 、 ケ ト ン 類 、 エ ス テ ル 類 、 ア ミ ド 類 等 ） と の 混 合 溶 媒 や ゼ ラ
チ ン と 混 和 し て 添 加 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 六 シ ア ノ 金 属 錯 体 の 添 加 量 は 、 銀 １ モ ル 当 た り １ × １ ０ - 8 モ ル 以 上 １ × １ ０ - 2 モ ル 以 下
が 好 ま し く 、 よ り 好 ま し く は １ × １ ０ - 7 モ ル 以 上 １ × １ ０ - 3 モ ル 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 さ ら に 本 実 施 形 態 に 用 い ら れ る ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 に 含 有 す る こ と の で き る 金 属 原 子 （ 例
え ば [Fe(CN) 6 ]

4 - ） 、 ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 の 脱 塩 法 や 化 学 増 感 法 に つ い て は 特 開 平 11-84574
号 段 落 番 号 0046～ 0050、 特 開 平 11-65021号 段 落 番 号 0025～ 0031、 特 開 平 11-119374号 段 落
番 号 0242～ 0250に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ７ ） ゼ ラ チ ン
　 本 実 施 形 態 に 用 い る 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 に 含 有 さ れ る ゼ ラ チ ン と し て は 、 種 々 の ゼ
ラ チ ン が 使 用 す る こ と が で き る 。 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 の 有 機 銀 塩 含 有 塗 布 液 中 で の 分
散 状 態 を 良 好 に 維 持 す る た め に 、 分 子 量 は 、 500～ 60,000の 低 分 子 量 ゼ ラ チ ン を 使 用 す る
こ と が 好 ま し い 。 こ れ ら の 低 分 子 量 ゼ ラ チ ン は 粒 子 形 成 時 あ る い は 脱 塩 処 理 後 の 分 散 時 に
使 用 し て も よ い が 、 脱 塩 処 理 後 の 分 散 時 に 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ８ ） 化 学 増 感
　 本 実 施 形 態 に 用 い ら れ る 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 は 、 未 化 学 増 感 で も よ い が 、 カ ル コ ゲ ン 増
感 法 、 金 増 感 法 、 還 元 増 感 法 の 少 な く と も １ つ の 方 法 で 化 学 増 感 さ れ る の が 好 ま し い 。 カ
ル コ ゲ ン 増 感 法 と し て は 、 硫 黄 増 感 法 、 セ レ ン 増 感 法 お よ び テ ル ル 増 感 法 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 硫 黄 増 感 に お い て は 、 不 安 定 硫 黄 化 合 物 を 用 い 、 Ｐ ． Ｇ ｒ ａ ｆ ｋ ｉ ｄ ｅ ｓ 著 、 Ｃ ｈ ｉ ｍ
ｉ ｅ 　 ｅ ｔ 　 Ｐ ｈ ｙ ｓ ｉ ｑ ｕ ｅ 　 Ｐ ｈ ｏ ｔ ｏ ｇ ｒ ａ ｐ ｈ ｉ ｑ ｕ ｅ （ Ｐ ａ ｕ ｌ 　 Ｍ ｏ ｍ ｔ ｅ
ｌ 社 刊 、 １ ９ ８ ７ 年 、 第 ５ 版 ） 、 Ｒ ｅ ｓ ｅ ａ ｒ ｃ ｈ 　 Ｄ ｉ ｓ ｃ ｌ ｏ ｓ ｕ ｒ ｅ 誌 ３ ０ ７ 巻 ３
０ ７ １ ０ ５ 号 な ど に 記 載 さ れ て い る 不 安 定 硫 黄 化 合 物 を 用 い る 事 が 出 来 る 。
　 具 体 的 に は 、 チ オ 硫 酸 塩 （ 例 え ば ハ イ ポ ） 、 チ オ 尿 素 類 （ 例 え ば 、 ジ フ ェ ニ ル チ オ 尿 素
、 ト リ エ チ ル チ オ 尿 素 、 Ｎ － エ チ ル － Ｎ ´ － （ ４ － メ チ ル － ２ － チ ア ゾ リ ル ） チ オ 尿 素 、
カ ル ボ キ シ メ チ ル ト リ メ チ ル チ オ 尿 素 ） 、 チ オ ア ミ ド 類 （ 例 え ば 、 チ オ ア セ ト ア ミ ド ） 、
ロ ー ダ ニ ン 類 （ 例 え ば 、 ジ エ チ ル ロ － ダ ニ ン 、 ５ － ベ ン ジ リ デ ン － Ｎ － エ チ ル ロ ー ダ ニ ン
） 、 フ ォ ス フ ィ ン ス ル フ ィ ド 類 （ 例 え ば 、 ト リ メ チ ル フ ォ ス フ ィ ン ス ル フ ィ ド ） 、 チ オ ヒ
ダ ン ト イ ン 類 、 ４ － オ キ ソ － オ キ サ ゾ リ ジ ン － ２ － チ オ ン 類 、 ジ ス ル フ ィ ド 類 ま た は ポ リ
ス ル フ ィ ド 類 （ 例 え ば 、 ジ モ ル フ ォ リ ン ジ ス ル フ ィ ド 、 シ ス チ ン 、 レ ン チ オ ニ ン （ 1,2,3,
5,6－ ペ ン タ チ エ パ ン ） ） 、 ポ リ チ オ ン 酸 塩 、 元 素 状 硫 黄 な ど の 公 知 の 硫 黄 化 合 物 お よ び
活 性 ゼ ラ チ ン な ど も 用 い る こ と が で き る 。 特 に チ オ 硫 酸 塩 、 チ オ 尿 素 類 と ロ ー ダ ニ ン 類 が
好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 セ レ ン 増 感 に お い て は 、 不 安 定 セ レ ン 化 合 物 を 用 い 、 特 公 昭 ４ ３ － １ ３ ４ ８ ９ 号 、 同 ４
４ － １ ５ ７ ４ ８ 号 、 特 開 平 ４ － ２ ５ ８ ３ ２ 号 、 同 ４ － １ ０ ９ ３ ４ ０ 号 、 同 ４ － ２ ７ １ ３ ４
１ 号 、 同 ５ － ４ ０ ３ ２ ４ 号 、 同 ５ － １ １ ３ ８ ５ 号 、 特 願 平 ４ － ２ ０ ２ ４ １ ５ 号 、 同 ４ － ３
３ ０ ４ ９ ５ 号 、 同 ４ － ３ ３ ３ ０ ３ ０ 号 、 同 ５ － ４ ２ ０ ３ 号 、 同 ５ － ４ ２ ０ ４ 号 、 同 ５ － １
０ ６ ９ ７ ７ 号 、 同 ５ － ２ ３ ６ ５ ３ ８ 号 、 同 ５ － ２ ４ １ ６ ４ ２ 号 、 同 ５ － ２ ８ ６ ９ １ ６ 号 な
ど に 記 載 さ れ て い る セ レ ン 化 合 物 を 用 い る 事 が 出 来 る 。
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【 ０ ０ ８ ６ 】
　 具 体 的 に は 、 コ ロ イ ド 状 金 属 セ レ ン 、 セ レ ノ 尿 素 類 （ 例 え ば 、 Ｎ ， Ｎ － ジ メ チ ル セ レ ノ
尿 素 、 ト リ フ ル オ ル メ チ ル カ ル ボ ニ ル － ト リ メ チ ル セ レ ノ 尿 素 、 ア セ チ ル － ト リ メ チ ル セ
レ ノ 尿 素 ） 、 セ レ ノ ア ミ ド 類 （ 例 え ば 、 セ レ ノ ア ミ ド ， Ｎ ， Ｎ － ジ エ チ ル フ ェ ニ ル セ レ ノ
ア ミ ド ） 、 フ ォ ス フ ィ ン セ レ ニ ド 類 （ 例 え ば 、 ト リ フ ェ ニ ル フ ォ ス フ ィ ン セ レ ニ ド 、 ペ ン
タ フ ル オ ロ フ ェ ニ ル － ト リ フ ェ ニ ル フ ォ ス フ ィ ン セ レ ニ ド ） 、 セ レ ノ フ ォ ス フ ェ ー ト 類 （
例 え ば 、 ト リ － ｐ － ト リ ル セ レ ノ フ ォ ス フ ェ ー ト 、 ト リ － ｎ － ブ チ ル セ レ ノ フ ォ ス フ ェ ー
ト ） 、 セ レ ノ ケ ト ン 類 （ 例 え ば 、 セ レ ノ ベ ン ゾ フ ェ ノ ン ） 、 イ ソ セ レ ノ シ ア ネ ー ト 類 、 セ
レ ノ カ ル ボ ン 酸 類 、 セ レ ノ エ ス テ ル 類 、 ジ ア シ ル セ レ ニ ド 類 な ど を 用 い れ ば よ い 。 ま た さ
ら に 、 特 公 昭 ４ ６ － ４ ５ ５ ３ 号 、 同 ５ ２ － ３ ４ ４ ９ ２ 号 な ど に 記 載 の 非 不 安 定 セ レ ン 化 合
物 、 例 え ば 亜 セ レ ン 酸 、 セ レ ノ シ ア ン 酸 塩 、 セ レ ナ ゾ ー ル 類 、 セ レ ニ ド 類 な ど も 用 い る 事
が 出 来 る 。 特 に 、 フ ォ ス フ ィ ン セ レ ニ ド 類 、 セ レ ノ 尿 素 類 と セ レ ノ シ ア ン 酸 塩 が 好 ま し い
。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 テ ル ル 増 感 に お い て は 、 不 安 定 テ ル ル 化 合 物 を 用 い 、 特 開 平 ４ － ２ ２ ４ ５ ９ ５ 号 、 同 ４
－ ２ ７ １ ３ ４ １ 号 、 同 ４ － ３ ３ ３ ０ ４ ３ 号 、 同 ５ － ３ ０ ３ １ ５ ７ 号 、 同 ６ － ２ ７ ５ ７ ３ 号
、 同 ６ － １ ７ ５ ２ ５ ８ 号 、 同 ６ － １ ８ ０ ４ ７ ８ 号 、 同 ６ － ２ ０ ８ １ ８ ６ 号 、 同 ６ － ２ ０ ８
１ ８ ４ 号 、 同 ６ － ３ １ ７ ８ ６ ７ 号 、 同 ７ － １ ４ ０ ５ ７ ９ 号 、 同 ７ － ３ ０ １ ８ ７ ９ 号 、 同 ７
－ ３ ０ １ ８ ８ ０ 号 な ど に 記 載 さ れ て い る 不 安 定 テ ル ル 化 合 物 を 用 い る 事 が 出 来 る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 具 体 的 に は 、 フ ォ ス フ ィ ン テ ル リ ド 類 （ 例 え ば 、 ブ チ ル － ジ イ ソ プ ロ ピ ル フ ォ ス フ ィ ン
テ ル リ ド 、 ト リ ブ チ ル フ ォ ス フ ィ ン テ ル リ ド 、 ト リ ブ ト キ シ フ ォ ス フ ィ ン テ ル リ ド 、 エ ト
キ シ － ジ フ ェ ニ ル フ ォ ス フ ィ ン テ ル リ ド ） 、 ジ ア シ ル （ ジ ） テ ル リ ド 類 （ 例 え ば 、 ビ ス （
ジ フ ェ ニ ル カ ル バ モ イ ル ） ジ テ ル リ ド 、 ビ ス （ Ｎ － フ ェ ニ ル － Ｎ － メ チ ル カ ル バ モ イ ル ）
ジ テ ル リ ド 、 ビ ス （ Ｎ － フ ェ ニ ル ー Ｎ ー メ チ ル カ ル バ モ イ ル ） テ ル リ ド 、 ビ ス （ Ｎ － フ ェ
ニ ル ー Ｎ ー ベ ン ジ ル カ ル バ モ イ ル ） テ ル リ ド 、 ビ ス （ エ ト キ シ カ ル ボ ニ ル ） テ ル リ ド ） 、
テ ル ロ 尿 素 類 （ 例 え ば 、 Ｎ ， Ｎ ´ － ジ メ チ ル エ チ レ ン テ ル ロ 尿 素 、 Ｎ ， Ｎ ´ － ジ フ ェ ニ ル
エ チ レ ン テ ル ロ 尿 素 ） テ ル ロ ア ミ ド 類 、 テ ル ロ エ ス テ ル 類 な ど を 用 い れ ば 良 い 。 特 に 、 ジ
ア シ ル （ ジ ） テ ル リ ド 類 と フ ォ ス フ ィ ン テ ル リ ド 類 が 好 ま し く 、 特 に 特 開 平 11-65021号 段
落 番 号 0030に 記 載 の 文 献 に 記 載 の 化 合 物 、 特 開 平 5-313284号 中 の 一 般 式 （ II） ， (III)， (
IV)で 示 さ れ る 化 合 物 が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 特 に 本 実 施 形 態 の カ ル コ ゲ ン 増 感 に お い て は セ レ ン 増 感 と テ ル ル 増 感 が 好 ま し く 、 特 に
テ ル ル 増 感 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 金 増 感 に お い て は 、 Ｐ ． Ｇ ｒ ａ ｆ ｋ ｉ ｄ ｅ ｓ 著 、 Ｃ ｈ ｉ ｍ ｉ ｅ 　 ｅ ｔ 　 Ｐ ｈ ｙ ｓ ｉ ｑ ｕ
ｅ 　 Ｐ ｈ ｏ ｔ ｏ ｇ ｒ ａ ｐ ｈ ｉ ｑ ｕ ｅ （ Ｐ ａ ｕ ｌ 　 Ｍ ｏ ｍ ｔ ｅ ｌ 社 刊 、 １ ９ ８ ７ 年 、 第 ５ 版
） 、 Ｒ ｅ ｓ ｅ ａ ｒ ｃ ｈ 　 Ｄ ｉ ｓ ｃ ｌ ｏ ｓ ｕ ｒ ｅ 誌 ３ ０ ７ 巻 ３ ０ ７ １ ０ ５ 号 に 記 載 さ れ て い
る 金 増 感 剤 を 用 い る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 塩 化 金 酸 、 カ リ ウ ム ク ロ ロ オ ー レ ー ト 、
カ リ ウ ム オ － リ チ オ シ ア ネ ー ト 、 硫 化 金 、 金 セ レ ニ ド な ど で あ り こ れ ら に く わ え て 、 米 国
特 許 第 ２ ６ ４ ２ ３ ６ １ 号 、 同 ５ ０ ４ ９ ４ ８ ４ 号 、 同 ５ ０ ４ ９ ４ ８ ５ 号 、 同 ５ １ ６ ９ ７ ５ １
号 、 同 ５ ２ ５ ２ ４ ５ ５ 号 、 ベ ル ギ ー 特 許 第 ６ ９ １ ８ ５ ７ な ど に 記 載 の 金 化 合 物 も 用 い る こ
と が 出 来 る 。 ま た Ｐ ． Ｇ ｒ ａ ｆ ｋ ｉ ｄ ｅ ｓ 著 、 Ｃ ｈ ｉ ｍ ｉ ｅ 　 ｅ ｔ 　 Ｐ ｈ ｙ ｓ ｉ ｑ ｕ ｅ 　
Ｐ ｈ ｏ ｔ ｏ ｇ ｒ ａ ｐ ｈ ｉ ｑ ｕ ｅ （ Ｐ ａ ｕ ｌ 　 Ｍ ｏ ｍ ｔ ｅ ｌ 社 刊 、 １ ９ ８ ７ 年 、 第 ５ 版 ） 、
Ｒ ｅ ｓ ｅ ａ ｒ ｃ ｈ 　 Ｄ ｉ ｓ ｃ ｌ ｏ ｓ ｕ ｒ ｅ 誌 ３ ０ ７ 巻 ３ ０ ７ １ ０ ５ 号 に 記 載 さ れ て い る 金
以 外 の 、 白 金 、 パ ラ ジ ュ ウ ム 、 イ リ ジ ュ ウ ム な ど の 貴 金 属 塩 を 用 い る 事 も 出 来 る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 金 増 感 は 単 独 で 用 い る こ と も で き る が 、 前 記 の カ ル コ ゲ ン 増 感 と 組 み 合 わ せ て 用 い る こ
と が 好 ま し い 。 具 体 的 に は 金 硫 黄 増 感 、 金 セ レ ン 増 感 、 金 テ ル ル 増 感 、 金 硫 黄 セ レ ン 増 感
、 金 硫 黄 テ ル ル 増 感 、 金 セ レ ン テ ル ル 増 感 、 金 硫 黄 セ レ ン テ ル ル 増 感 で あ る 。
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【 ０ ０ ９ ２ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 化 学 増 感 は 粒 子 形 成 後 で 塗 布 前 で あ れ ば い か な る 時 期 で も 可 能
で あ り 、 脱 塩 後 、 (1)分 光 増 感 前 、 (2)分 光 増 感 と 同 時 、 (3)分 光 増 感 後 、 (4)塗 布 直 前 等 が
あ り 得 る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 本 実 施 形 態 で 用 い ら れ る カ ル コ ゲ ン 増 感 剤 の 使 用 量 は 、 使 用 す る ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 、 化
学 熟 成 条 件 等 に よ っ て 変 わ る が 、 ハ ロ ゲ ン 化 銀 １ モ ル 当 た り １ ０ - 8 ～ １ ０ - 1 モ ル 、 好 ま し
く は １ ０ - 7 ～ １ ０ - 2 モ ル 程 度 を 用 い る 。
　 同 様 に 、 本 実 施 形 態 で 用 い ら れ る 金 増 感 剤 の 添 加 量 は 種 々 の 条 件 に よ り 異 な る が 、 目 安
と し て は ハ ロ ゲ ン 化 銀 １ モ ル 当 た り １ ０ - 7 モ ル ～ １ ０ - 2 モ ル 、 よ り 好 ま し く は １ ０ - 6 モ ル
～ ５ × １ ０ - 3 モ ル で あ る 。 こ の 乳 剤 を 化 学 増 感 す る 環 境 条 件 と し て は い か な る 条 件 で も 選
択 可 能 で は あ る が 、 ｐ Ａ ｇ と し て は ８ 以 下 、 好 ま し く は ７ ． ０ 以 下 よ り ６ ． ５ 以 下 、 と く
に ６ ． ０ 以 下 、 お よ び ｐ Ａ ｇ が １ ． ５ 以 上 、 好 ま し く は ２ ． ０ 以 上 、 特 に 好 ま し く は ２ ．
５ 以 上 の 条 件 で あ り 、 ｐ Ｈ と し て は ３ ～ １ ０ 、 好 ま し く は ４ ～ ９ 、 温 度 と し て は ２ ０ ～ ９
５ ℃ 、 好 ま し く は ２ ５ ～ ８ ０ ℃ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て カ ル コ ゲ ン 増 感 や 金 増 感 に 加 え て 、 さ ら に 還 元 増 感 も 併 用 す る こ と
が で き る 。 と く に カ ル コ ゲ ン 増 感 と 併 用 す る の が 好 ま し い 。 還 元 増 感 法 の 具 体 的 な 化 合 物
と し て は ア ス コ ル ビ ン 酸 、 二 酸 化 チ オ 尿 素 、 ジ メ チ ル ア ミ ン ボ ラ ン が 好 ま し く 、 そ の 他 に
塩 化 第 一 ス ズ 、 ア ミ ノ イ ミ ノ メ タ ン ス ル フ ィ ン 酸 、 ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 、 ボ ラ ン 化 合 物 、 シ
ラ ン 化 合 物 、 ポ リ ア ミ ン 化 合 物 等 を 用 い る こ と が 好 ま し い 。 還 元 増 感 剤 の 添 加 は 、 結 晶 成
長 か ら 塗 布 直 前 の 調 製 工 程 ま で の 感 光 乳 剤 製 造 工 程 の ど の 過 程 で も よ い 。 ま た 、 乳 剤 の ｐ
Ｈ を ８ 以 上 ま た は ｐ Ａ ｇ を ４ 以 下 に 保 持 し て 熟 成 す る こ と に よ り 還 元 増 感 す る こ と も 好 ま
し く 、 粒 子 形 成 中 に 銀 イ オ ン の シ ン グ ル ア デ ィ シ ョ ン 部 分 を 導 入 す る こ と に よ り 還 元 増 感
す る こ と も 好 ま し い 。
　 還 元 増 感 剤 の 添 加 量 と し て は 、 同 様 に 種 々 の 条 件 に よ り 異 な る が 、 目 安 と し て は ハ ロ ゲ
ン 化 銀 １ モ ル 当 た り １ ０ - 7 モ ル ～ １ ０ - 1 モ ル 、 よ り 好 ま し く は １ ０ - 6 モ ル ～ ５ × １ ０ - 2 モ
ル で あ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 本 実 施 形 態 で 用 い る ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 に は 、 欧 州 特 許 公 開 第 293,917号 公 報 に 示 さ れ る
方 法 に よ り 、 チ オ ス ル フ ォ ン 酸 化 合 物 を 添 加 し て も よ い 。
　 本 実 施 形 態 に お け る 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 は 、 金 増 感 、 カ ル コ ゲ ン 増 感 、 の 少 な く と
も １ つ の 方 法 で 化 学 増 感 さ れ て い る こ と が 高 感 度 の 熱 現 像 感 光 材 料 を 設 計 す る 点 か ら 好 ま
し い 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 ９ ） １ 電 子 酸 化 さ れ て 生 成 す る １ 電 子 酸 化 体 が １ 電 子 も し く は そ れ 以 上 の 電 子 を 放 出 し
得 る 化 合 物
　 本 実 施 形 態 に お け る 熱 現 像 感 光 材 料 は 、 １ 電 子 酸 化 さ れ て 生 成 す る １ 電 子 酸 化 体 が １ 電
子 も し く は そ れ 以 上 の 電 子 を 放 出 し 得 る 化 合 物 を 含 有 す る こ と が 好 ま し い 。 該 化 合 物 は 、
単 独 、 あ る い は 前 記 の 種 々 の 化 学 増 感 剤 と 併 用 し て 用 い ら れ 、 ハ ロ ゲ ン 化 銀 の 感 度 増 加 を
も た ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 本 実 施 形 態 の 熱 現 像 感 光 材 料 に 含 有 さ れ る １ 電 子 酸 化 さ れ て 生 成 す る １ 電 子 酸 化 体 が １
電 子 も し く は そ れ 以 上 の 電 子 を 放 出 し 得 る 化 合 物 と は 以 下 の タ イ プ １ ～ ５ か ら 選 ば れ る 化
合 物 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 (タ イ プ １ )
　 １ 電 子 酸 化 さ れ て 生 成 す る １ 電 子 酸 化 体 が 、 引 き 続 く 結 合 開 裂 反 応 を 伴 っ て 、 さ ら に ２
電 子 以 上 の 電 子 を 放 出 し 得 る 化 合 物 。
　 (タ イ プ ２ )
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　 １ 電 子 酸 化 さ れ て 生 成 す る １ 電 子 酸 化 体 が 、 引 き 続 く 結 合 開 裂 反 応 を 伴 っ て 、 さ ら に も
う １ 電 子 を 放 出 し 得 る 化 合 物 で 、 か つ 同 じ 分 子 内 に ハ ロ ゲ ン 化 銀 へ の 吸 着 性 基 を ２ つ 以 上
有 す る 化 合 物 。
　 (タ イ プ ３ )
　 １ 電 子 酸 化 さ れ て 生 成 す る １ 電 子 酸 化 体 が 、 引 き 続 く 結 合 形 成 過 程 を 経 た 後 に 、 さ ら に
１ 電 子 も し く は そ れ 以 上 の 電 子 を 放 出 し 得 る 化 合 物 。
　 (タ イ プ ４ )
　 １ 電 子 酸 化 さ れ て 生 成 す る １ 電 子 酸 化 体 が 、 引 き 続 く 分 子 内 の 環 開 裂 反 応 を 経 た 後 に 、
さ ら に １ 電 子 も し く は そ れ 以 上 の 電 子 を 放 出 し 得 る 化 合 物 。
　 (タ イ プ ５ )
　 Ｘ － Ｙ で 表 さ れ る 化 合 物 に お い て Ｘ は 還 元 性 基 を 、 Ｙ は 脱 離 基 を 表 し 、 Ｘ で 表 さ れ る 還
元 性 基 が １ 電 子 酸 化 さ れ て 生 成 す る １ 電 子 酸 化 体 が 、 引 き 続 く Ｘ － Ｙ 結 合 の 開 裂 反 応 を 伴
っ て Ｙ を 脱 離 し て Ｘ ラ ジ カ ル を 生 成 し 、 そ こ か ら さ ら に も う １ 電 子 を 放 出 し 得 る 化 合 物 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 上 記 タ イ プ １ お よ び タ イ プ ３ ～ ５ の 化 合 物 の う ち 好 ま し い も の は 、 「 分 子 内 に ハ ロ ゲ ン
化 銀 へ の 吸 着 性 基 を 有 す る 化 合 物 」 で あ る か 、 ま た は 「 分 子 内 に 、 分 光 増 感 色 素 の 部 分 構
造 を 有 す る 化 合 物 」 で あ る 。 よ り 好 ま し く は 「 分 子 内 に ハ ロ ゲ ン 化 銀 へ の 吸 着 性 基 を 有 す
る 化 合 物 」 で あ る 。 タ イ プ １ ～ ４ の 化 合 物 は よ り 好 ま し く は 「 ２ つ 以 上 の メ ル カ プ ト 基 で
置 換 さ れ た 含 窒 素 ヘ テ ロ 環 基 を 吸 着 性 基 と し て 有 す る 化 合 物 」 で あ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 本 実 施 形 態 の タ イ プ １ ～ ４ の 化 合 物 は 、 そ れ ぞ れ 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ １ ４ ４ ８ ７ 号 、 特 開
２ ０ ０ ３ － １ １ ４ ４ ８ ６ 号 、 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ４ ０ ２ ８ ７ 号 、 特 開 ２ ０ ０ ３ － ７ ５ ９ ５ ０
号 、 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ １ ４ ４ ８ ８ 号 、 特 願 ２ ０ ０ ３ － ２ ５ ８ ８ ６ 号 、 特 願 ２ ０ ０ ３ － ３ ３
４ ４ ６ 号 に お い て 、 詳 細 に 説 明 し た 化 合 物 と 同 じ も の で あ る 。 こ れ ら 特 許 公 開 明 細 書 に 記
載 し た 具 体 的 化 合 物 例 も ま た 、 本 実 施 形 態 の タ イ プ １ ～ ４ の 化 合 物 の 具 体 例 と し て 挙 げ る
こ と が で き る 。 ま た 本 実 施 形 態 の タ イ プ １ ～ ４ の 化 合 物 の 合 成 例 も 、 こ れ ら 特 許 に 記 載 し
た も の と 同 じ で あ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 本 実 施 形 態 の タ イ プ ５ の 化 合 物 の 具 体 例 と し て は 、 さ ら に 特 開 平 ９ － ２ １ １ ７ ６ ９ 号 (
２ ８ ～ ３ ２ 頁 の 表 Ｅ お よ び 表 Ｆ に 記 載 の 化 合 物 Ｐ Ｍ Ｔ － １ ～ Ｓ － ３ ７ )、 特 開 平 ９ － ２ １
１ ７ ７ ４ 号 、 特 開 平 １ １ － ９ ５ ３ ５ ５ 号 (化 合 物 Ｉ Ｎ Ｖ １ ～ ３ ６ )、 特 表 ２ ０ ０ １ － ５ ０ ０
９ ９ ６ 号 (化 合 物 １ ～ ７ ４ 、 ８ ０ ～ ８ ７ 、 ９ ２ ～ １ ２ ２ )、 米 国 特 許 ５ ， ７ ４ ７ ， ２ ３ ５ 号
、 米 国 特 許 ５ ， ７ ４ ７ ， ２ ３ ６ 号 、 欧 州 特 許 ７ ８ ６ ６ ９ ２ Ａ １ 号 (化 合 物 Ｉ Ｎ Ｖ １ ～ ３ ５ )
、 欧 州 特 許 ８ ９ ３ ７ ３ ２ Ａ １ 号 、 米 国 特 許 ６ ， ０ ５ ４ ， ２ ６ ０ 号 、 米 国 特 許 ５ ， ９ ９ ４ ，
０ ５ １ 号 な ど の 特 許 に 記 載 の 「 １ 光 子 ２ 電 子 増 感 剤 」 ま た は 「 脱 プ ロ ト ン 化 電 子 供 与 増 感
剤 」 と 称 さ れ る 化 合 物 の 例 が 、 そ の ま ま 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 本 実 施 形 態 の タ イ プ １ ～ ５ の 化 合 物 は 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 調 製 時 、 熱 現 像 感 光 材 料
製 造 工 程 中 の い か な る 場 合 に も 使 用 し て も 良 い 。 例 え ば 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 形 成 時 、
脱 塩 工 程 、 化 学 増 感 時 、 塗 布 前 な ど で あ る 。 ま た こ れ ら の 工 程 中 の 複 数 回 に 分 け て 添 加 す
る こ と も 出 来 る 。 添 加 位 置 と し て 好 ま し く は 、 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 形 成 終 了 時 か ら 脱
塩 工 程 の 前 、 化 学 増 感 時 （ 化 学 増 感 開 始 直 前 か ら 終 了 直 後 ） 、 塗 布 前 で あ り 、 よ り 好 ま し
く は 化 学 増 感 時 か ら 非 感 光 性 有 機 銀 塩 と 混 合 さ れ る 前 ま で で あ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の タ イ プ １ ～ ５ の 化 合 物 は 水 、 メ タ ノ ー ル 、 エ タ ノ ー ル な ど の 水 可 溶 性 溶 媒
ま た は こ れ ら の 混 合 溶 媒 に 溶 解 し て 添 加 す る こ と が 好 ま し い 。 水 に 溶 解 す る 場 合 、 ｐ Ｈ を
高 く ま た は 低 く し た 方 が 溶 解 度 が 上 が る 化 合 物 に つ い て は 、 ｐ Ｈ を 高 く ま た は 低 く し て 溶
解 し 、 こ れ を 添 加 し て も 良 い 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の タ イ プ １ ～ ５ の 化 合 物 は 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 と 非 感 光 性 有 機 銀 塩 を 含 有 す
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る 乳 剤 層 中 に 使 用 す る の が 好 ま し い が 、 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 と 非 感 光 性 有 機 銀 塩 を 含 有 す
る 乳 剤 層 と 共 に 保 護 層 や 中 間 層 に 添 加 し て お き 、 塗 布 時 に 拡 散 さ せ て も よ い 。 本 実 施 形 態
の 化 合 物 の 添 加 時 期 は 増 感 色 素 の 前 後 を 問 わ ず 、 そ れ ぞ れ 好 ま し く は ハ ロ ゲ ン 化 銀 １ モ ル
当 り 、 １ × １ ０ - 9 ～ ５ × １ ０ - 1 モ ル 、 更 に 好 ま し く は １ × １ ０ - 8 ～ ５ × １ ０ - 2 モ ル の 割 合
で ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 層 に 含 有 す る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 10） 吸 着 基 と 還 元 基 を 有 す る 吸 着 性 レ ド ッ ク ス 化 合 物
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 分 子 内 に ハ ロ ゲ ン 化 銀 へ の 吸 着 基 と 還 元 基 を 有 す る 吸 着 性 レ ド
ッ ク ス 化 合 物 を 含 有 さ せ る こ と が 好 ま し い 。 本 吸 着 性 レ ド ッ ク ス 化 合 物 は 下 記 式 (I)で 表
さ れ る 化 合 物 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 式 (I)　 Ａ － （ Ｗ ） ｎ － Ｂ
[式 （ Ｉ ） 中 、 Ａ は ハ ロ ゲ ン 化 銀 に 吸 着 可 能 な 基 （ 以 後 、 吸 着 基 と 呼 ぶ ） を 表 し 、 Ｗ は ２
価 の 連 結 基 を 表 し 、 ｎ は ０ ま た は １ を 表 し 、 Ｂ は 還 元 基 を 表 す 。 ]
【 ０ １ ０ ７ 】
　 式 （ Ｉ ） 中 、 Ａ で 表 さ れ る 吸 着 基 と は ハ ロ ゲ ン 化 銀 に 直 接 吸 着 す る 基 、 ま た は ハ ロ ゲ ン
化 銀 へ の 吸 着 を 促 進 す る 基 で あ り 、 具 体 的 に は 、 メ ル カ プ ト 基 (ま た は そ の 塩 )、 チ オ ン 基
(－ Ｃ （ ＝ Ｓ ） － )、 窒 素 原 子 、 硫 黄 原 子 、 セ レ ン 原 子 お よ び テ ル ル 原 子 か ら 選 ば れ る 少 な
く と も １ つ の 原 子 を 含 む ヘ テ ロ 環 基 、 ス ル フ ィ ド 基 、 ジ ス ル フ ィ ド 基 、 カ チ オ ン 性 基 、 ま
た は エ チ ニ ル 基 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 吸 着 基 と し て メ ル カ プ ト 基 (ま た は そ の 塩 )と は 、 メ ル カ プ ト 基 (ま た は そ の 塩 )そ の も の
を 意 味 す る と 同 時 に 、 よ り 好 ま し く は 、 少 な く と も １ つ の メ ル カ プ ト 基 (ま た は そ の 塩 )の
置 換 し た ヘ テ ロ 環 基 ま た は ア リ ー ル 基 ま た は ア ル キ ル 基 を 表 す 。 こ こ に ヘ テ ロ 環 基 と は 、
少 な く と も ５ 員 ～ ７ 員 の 、 単 環 も し く は 縮 合 環 の 、 芳 香 族 ま た は 非 芳 香 族 の ヘ テ ロ 環 基 、
例 え ば イ ミ ダ ゾ ー ル 環 基 、 チ ア ゾ ー ル 環 基 、 オ キ サ ゾ ー ル 環 基 、 ベ ン ゾ イ ミ ダ ゾ ー ル 環 基
、 ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル 環 基 、 ベ ン ゾ オ キ サ ゾ ー ル 環 基 、 ト リ ア ゾ ー ル 環 基 、 チ ア ジ ア ゾ ー ル
環 基 、 オ キ サ ジ ア ゾ ー ル 環 基 、 テ ト ラ ゾ ー ル 環 基 、 プ リ ン 環 基 、 ピ リ ジ ン 環 基 、 キ ノ リ ン
環 基 、 イ ソ キ ノ リ ン 環 基 、 ピ リ ミ ジ ン 環 基 、 ト リ ア ジ ン 環 基 等 が 挙 げ ら れ る 。 ま た ４ 級 化
さ れ た 窒 素 原 子 を 含 む ヘ テ ロ 環 基 で も よ く 、 こ の 場 合 、 置 換 し た メ ル カ プ ト 基 が 解 離 し て
メ ソ イ オ ン と な っ て い て も 良 い 。 メ ル カ プ ト 基 が 塩 を 形 成 す る と き 、 対 イ オ ン と し て は ア
ル カ リ 金 属 、 ア ル カ リ 土 類 金 属 、 重 金 属 な ど の カ チ オ ン (Ｌ ｉ + 、 Ｎ ａ + 、 Ｋ + 、 Ｍ ｇ 2 + 、 Ａ
ｇ + 、 Ｚ ｎ 2 + 等 )、 ア ン モ ニ ウ ム イ オ ン 、 ４ 級 化 さ れ た 窒 素 原 子 を 含 む ヘ テ ロ 環 基 、 ホ ス ホ
ニ ウ ム イ オ ン な ど が 挙 げ ら れ る 。
　 吸 着 基 と し て の メ ル カ プ ト 基 は さ ら に ま た 、 互 変 異 性 化 し て チ オ ン 基 と な っ て い て も 良
い 。
　 吸 着 基 と し て チ オ ン 基 と は 、 鎖 状 も し く は 環 状 の チ オ ア ミ ド 基 、 チ オ ウ レ イ ド 基 、 チ オ
ウ レ タ ン 基 、 ま た は ジ チ オ カ ル バ ミ ン 酸 エ ス テ ル 基 も 含 ま れ る 。
　 吸 着 基 と し て 窒 素 原 子 、 硫 黄 原 子 、 セ レ ン 原 子 お よ び テ ル ル 原 子 か ら 選 ば れ る 少 な く と
も １ つ の 原 子 を 含 む ヘ テ ロ 環 基 と は 、 イ ミ ノ 銀 （ ＞ Ｎ Ａ ｇ ） を 形 成 し う る － Ｎ Ｈ － 基 を ヘ
テ ロ 環 の 部 分 構 造 と し て 有 す る 含 窒 素 ヘ テ ロ 環 基 、 ま た は 配 位 結 合 で 銀 イ オ ン に 配 位 し 得
る 、 "－ Ｓ － "基 ま た は "－ Ｓ e－ "基 ま た は "－ Ｔ e－ "基 ま た は "＝ Ｎ － "基 を ヘ テ ロ 環 の 部 分
構 造 と し て 有 す る ヘ テ ロ 環 基 で 、 前 者 の 例 と し て は ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 基 、 ト リ ア ゾ ー ル
基 、 イ ン ダ ゾ ー ル 基 、 ピ ラ ゾ ー ル 基 、 テ ト ラ ゾ ー ル 基 、 ベ ン ゾ イ ミ ダ ゾ ー ル 基 、 イ ミ ダ ゾ
ー ル 基 、 プ リ ン 基 な ど が 、 後 者 の 例 と し て は チ オ フ ェ ン 基 、 チ ア ゾ ー ル 基 、 オ キ サ ゾ ー ル
基 、 ベ ン ゾ チ オ フ ェ ン 基 、 ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル 基 、 ベ ン ゾ オ キ サ ゾ ー ル 基 、 チ ア ジ ア ゾ ー ル
基 、 オ キ サ ジ ア ゾ ー ル 基 、 ト リ ア ジ ン 基 、 セ レ ノ ア ゾ ー ル 基 、 ベ ン ゾ セ レ ノ ア ゾ ー ル 基 、
テ ル ル ア ゾ ー ル 基 、 ベ ン ゾ テ ル ル ア ゾ ー ル 基 な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 吸 着 基 と し て ス ル フ ィ ド 基 ま た は ジ ス ル フ ィ ド 基 と は 、 "－ Ｓ － "ま た は "－ Ｓ － Ｓ － "の
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部 分 構 造 を 有 す る 基 す べ て が 挙 げ ら れ る 。
　 吸 着 基 と し て カ チ オ ン 性 基 と は 、 ４ 級 化 さ れ た 窒 素 原 子 を 含 む 基 を 意 味 し 、 具 体 的 に は
ア ン モ ニ オ 基 ま た は ４ 級 化 さ れ た 窒 素 原 子 を 含 む 含 窒 素 ヘ テ ロ 環 基 を 含 む 基 で あ る 。 ４ 級
化 さ れ た 窒 素 原 子 を 含 む 含 窒 素 ヘ テ ロ 環 基 と は 、 例 え ば ピ リ ジ ニ オ 基 、 キ ノ リ ニ オ 基 、 イ
ソ キ ノ リ ニ オ 基 、 イ ミ ダ ゾ リ オ 基 な ど が 挙 げ ら れ る 。
　 吸 着 基 と し て エ チ ニ ル 基 と は 、 － Ｃ ≡ Ｃ Ｈ 基 を 意 味 し 、 該 水 素 原 子 は 置 換 さ れ て い て も
よ い 。
　 上 記 の 吸 着 基 は 任 意 の 置 換 基 を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 さ ら に 吸 着 基 の 具 体 例 と し て は 、 さ ら に 特 開 平 １ １ － ９ ５ ３ ５ ５ 号 の 明 細 書 ｐ ４ ～ ｐ ７
に 記 載 さ れ て い る も の が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 式 (I)中 、 Ａ で 表 さ れ る 吸 着 基 と し て 好 ま し い も の は 、 メ ル カ プ ト 置 換 ヘ テ ロ 環 基 （ 例
え ば ２ － メ ル カ プ ト チ ア ジ ア ゾ ー ル 基 、 ２ － メ ル カ プ ト － ５ － ア ミ ノ チ ア ジ ア ゾ ー ル 基 、
３ － メ ル カ プ ト － １ ， ２ ， ４ － ト リ ア ゾ ー ル 基 、 ５ － メ ル カ プ ト テ ト ラ ゾ ー ル 基 、 ２ － メ
ル カ プ ト － １ ， ３ ， ４ － オ キ サ ジ ア ゾ ー ル 基 、 ２ － メ ル カ プ ト ベ ン ズ イ ミ ダ ゾ ー ル 基 、 １
， ５ － ジ メ チ ル － １ ， ２ ， ４ － ト リ ア ゾ リ ウ ム － ３ － チ オ レ ー ト 基 、 ２ ， ４ － ジ メ ル カ プ
ト ピ リ ミ ジ ン 基 、 ２ ， ４ － ジ メ ル カ プ ト ト リ ア ジ ン 基 、 ３ ， ５ － ジ メ ル カ プ ト － １ ， ２ ，
４ － ト リ ア ゾ ー ル 基 、 ２ ， ５ － ジ メ ル カ プ ト － １ ， ３ － チ ア ゾ ー ル 基 な ど ） 、 ま た は イ ミ
ノ 銀 （ ＞ Ｎ Ａ ｇ ） を 形 成 し う る － Ｎ Ｈ － 基 を ヘ テ ロ 環 の 部 分 構 造 と し て 有 す る 含 窒 素 ヘ テ
ロ 環 基 (例 え ば ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 基 、 ベ ン ズ イ ミ ダ ゾ ー ル 基 、 イ ン ダ ゾ ー ル 基 な ど )で あ
り 、 さ ら に 好 ま し い 吸 着 基 は ２ － メ ル カ プ ト ベ ン ズ イ ミ ダ ゾ ー ル 基 、 ３ ， ５ － ジ メ ル カ プ
ト － １ ， ２ ， ４ － ト リ ア ゾ ー ル 基 で あ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 式 （ Ｉ ） 中 、 Ｗ は ２ 価 の 連 結 基 を 表 す 。 該 連 結 基 は 写 真 性 に 悪 影 響 を 与 え な い も の で あ
れ ば ど の よ う な も の で も 構 わ な い 。 例 え ば 炭 素 原 子 、 水 素 原 子 、 酸 素 原 子 、 窒 素 原 子 、 硫
黄 原 子 か ら 構 成 さ れ る ２ 価 の 連 結 基 が 利 用 で き る 。 具 体 的 に は 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ア ル キ レ
ン 基 （ 例 え ば メ チ レ ン 基 、 エ チ レ ン 基 、 ト リ メ チ レ ン 基 、 テ ト ラ メ チ レ ン 基 、 ヘ キ サ メ チ
レ ン 基 等 ） 、 炭 素 数 ２ ～ ２ ０ の ア ル ケ ニ レ ン 基 、 炭 素 数 ２ ～ ２ ０ の ア ル キ ニ レ ン 基 、 炭 素
数 ６ ～ ２ ０ の ア リ ー レ ン 基 （ 例 え ば フ ェ ニ レ ン 基 、 ナ フ チ レ ン 基 等 ） 、 － Ｃ Ｏ － 、 － Ｓ Ｏ

2 － 、 － Ｏ － 、 － Ｓ － 、 － Ｎ Ｒ １ － 、 こ れ ら の 連 結 基 の 組 み 合 わ せ 等 が あ げ ら れ る 。 こ こ
で Ｒ 1は 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 ア リ ー ル 基 を 表 わ す 。
　 Ｗ で 表 さ れ る 連 結 基 は 任 意 の 置 換 基 を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 式 （ Ｉ ） 中 、 Ｂ で 表 さ れ る 還 元 基 と は 銀 イ オ ン を 還 元 可 能 な 基 を 表 し 、 例 え ば ホ ル ミ ル
基 、 ア ミ ノ 基 、 ア セ チ レ ン 基 や プ ロ パ ル ギ ル 基 な ど の ３ 重 結 合 基 、 メ ル カ プ ト 基 、 ヒ ド ロ
キ シ ル ア ミ ン 類 、 ヒ ド ロ キ サ ム 酸 類 、 ヒ ド ロ キ シ ウ レ ア 類 、 ヒ ド ロ キ シ ウ レ タ ン 類 、 ヒ ド
ロ キ シ セ ミ カ ル バ ジ ド 類 、 レ ダ ク ト ン 類 (レ ダ ク ト ン 誘 導 体 を 含 む )、 ア ニ リ ン 類 、 フ ェ ノ
ー ル 類 (ク ロ マ ン -6-オ ー ル 類 、 2,3-ジ ヒ ド ロ ベ ン ゾ フ ラ ン -5-オ ー ル 類 、 ア ミ ノ フ ェ ノ ー
ル 類 、 ス ル ホ ン ア ミ ド フ ェ ノ ー ル 類 、 お よ び ハ イ ド ロ キ ノ ン 類 、 カ テ コ ー ル 類 、 レ ゾ ル シ
ノ ー ル 類 、 ベ ン ゼ ン ト リ オ ー ル 類 、 ビ ス フ ェ ノ ー ル 類 の よ う な ポ リ フ ェ ノ ー ル 類 を 含 む )
、 ア シ ル ヒ ド ラ ジ ン 類 、 カ ル バ モ イ ル ヒ ド ラ ジ ン 類 、 ３ － ピ ラ ゾ リ ド ン 類 等 か ら 水 素 原 子
を １ つ 除 去 し た 残 基 が 挙 げ ら れ る 。 も ち ろ ん 、 こ れ ら は 任 意 の 置 換 基 を 有 し て い て も 良 い
。
【 ０ １ １ ４ 】
　 式 （ Ｉ ） 中 、 Ｂ で 表 さ れ る 還 元 基 は そ の 酸 化 電 位 を 、 藤 嶋 昭 著 「 電 気 化 学 測 定 法 」 （ 15
0-208頁 、 技 報 堂 出 版 ） や 日 本 化 学 会 編 著 「 実 験 化 学 講 座 」 第 4版 （ ９ 巻 282-344頁 、 丸 善
） に 記 載 の 測 定 法 を 用 い て 測 定 す る こ と が で き る 。 例 え ば 回 転 デ ィ ス ク ボ ル タ ン メ ト リ ー
の 技 法 で 、 具 体 的 に は 試 料 を メ タ ノ ー ル ： pH6.5 ブ リ ト ン － ロ ビ ン ソ ン 緩 衝 液 （ Britton-
Robinson buffer） ＝ １ ０ ％ ： ９ ０ ％ （ 容 量 ％ ） の 溶 液 に 溶 解 し 、 １ ０ 分 間 窒 素 ガ ス を 通
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気 し た 後 、 グ ラ ッ シ ー カ ー ボ ン 製 の 回 転 デ ィ ス ク 電 極 （ RDE） を 作 用 電 極 に 用 い 、 白 金 線
を 対 極 に 用 い 、 飽 和 カ ロ メ ル 電 極 を 参 照 電 極 に 用 い て 、 ２ ５ ℃ 、 １ ０ ０ ０ 回 転 ／ 分 、 ２ ０
ｍ V／ 秒 の ス イ ー プ 速 度 で 測 定 で き る 。 得 ら れ た ボ ル タ モ グ ラ ム か ら 半 波 電 位 （ E1/2） を
求 め る こ と が で き る 。
　 本 実 施 形 態 の Ｂ で 表 さ れ る 還 元 基 は 上 記 測 定 法 で 測 定 し た 場 合 、 そ の 酸 化 電 位 が 約 － ０
． ３ V～ 約 １ ． ０ Ｖ の 範 囲 に あ る こ と が 好 ま し い 。 よ り 好 ま し く は 約 － ０ ． １ Ｖ ～ 約 ０ ．
８ Ｖ の 範 囲 で あ り 、 特 に 好 ま し く は 約 ０ ～ 約 ０ ． ７ Ｖ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 式 （ Ｉ ） 中 、 Ｂ で 表 さ れ る 還 元 基 は 好 ま し く は ヒ ド ロ キ シ ル ア ミ ン 類 、 ヒ ド ロ キ サ ム 酸
類 、 ヒ ド ロ キ シ ウ レ ア 類 、 ヒ ド ロ キ シ セ ミ カ ル バ ジ ド 類 、 レ ダ ク ト ン 類 、 フ ェ ノ ー ル 類 、
ア シ ル ヒ ド ラ ジ ン 類 、 カ ル バ モ イ ル ヒ ド ラ ジ ン 類 、 ３ － ピ ラ ゾ リ ド ン 類 か ら 水 素 原 子 を １
つ 除 去 し た 残 基 で あ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 以 下 に Ｂ で 表 さ れ る 還 元 基 の 具 体 例 を 例 示 す る が 、 本 実 施 形 態 は こ れ ら に 限 定 さ れ る も
の で は な い 。 こ こ で ＊ 印 は 式 (I)に お い て 、 Ａ ま た は Ｗ と 結 合 す る 位 置 を 示 す 。
【 ０ １ １ ７ 】
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【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ １ ８ 】
　 本 実 施 形 態 の 式 (I)の 化 合 物 は 、 そ の 中 に カ プ ラ ー 等 の 不 動 性 写 真 用 添 加 剤 に お い て 常
用 さ れ て い る バ ラ ス ト 基 ま た は ポ リ マ ー 鎖 が 組 み 込 ま れ て い る も の で も よ い 。 ま た ポ リ マ
ー と し て は 、 例 え ば 特 開 平 １ － １ ０ ０ ５ ３ ０ 号 に 記 載 の も の が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 本 実 施 形 態 の 式 (I)の 化 合 物 は ビ ス 体 、 ト リ ス 体 で あ っ て も 良 い 。 本 実 施 形 態 の 式 (I)の
化 合 物 の 分 子 量 は 好 ま し く は １ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ０ の 間 で あ り 、 よ り 好 ま し く は １ ２ ０ ～ １
０ ０ ０ の 間 で あ り 、 特 に 好 ま し く は １ ５ ０ ～ ５ ０ ０ の 間 で あ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
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　 本 実 施 形 態 の 分 子 内 に ハ ロ ゲ ン 化 銀 へ の 吸 着 基 と 還 元 基 を 有 す る 吸 着 性 レ ド ッ ク ス 化 合
物 は 、 特 願 ２ ０ ０ ２ － ３ ２ ８ ５ ３ １ 、 特 願 ２ ０ ０ ２ － ３ ７ ９ ８ ８ ４ に お い て 、 詳 細 に 説 明
し た 化 合 物 と 同 じ も の で あ る 。 こ れ ら 特 許 出 願 明 細 書 に 記 載 し た 分 子 内 に ハ ロ ゲ ン 化 銀 へ
の 吸 着 基 と 還 元 基 を 有 す る 吸 着 性 レ ド ッ ク ス の 具 体 的 化 合 物 例 も ま た 、 本 実 施 形 態 の 化 合
物 の 具 体 例 と し て 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 本 実 施 形 態 の 化 合 物 は 公 知 の 方 法 に な ら っ て 容 易 に 合 成 す る こ と が 出 来 る 。
　 本 実 施 形 態 の 式 (I)の 化 合 物 は 、 一 種 類 の 化 合 物 を 単 独 で 用 い て も よ い が 、 同 時 に ２ 種
以 上 の 化 合 物 を 用 い る こ と も 好 ま し い 。 ２ 種 類 以 上 の 化 合 物 を 用 い る 場 合 、 そ れ ら は 同 一
層 に 添 加 し て も 、 別 層 に 添 加 し て も よ く 、 ま た そ れ ぞ れ 添 加 方 法 が 異 な っ て い て も よ い 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 本 実 施 形 態 の 式 (I)の 化 合 物 は 、 ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 層 に 添 加 さ れ る こ と が 好 ま し く 、 乳
剤 調 製 時 に 添 加 す る こ と が よ り 好 ま し い 。 乳 剤 調 製 時 に 添 加 す る 場 合 、 そ の 工 程 中 の い か
な る 場 合 に 添 加 す る こ と も 可 能 で あ り 、 そ の 例 を 挙 げ る と 、 ハ ロ ゲ ン 化 銀 の 粒 子 形 成 工 程
、 脱 塩 工 程 の 開 始 前 、 脱 塩 工 程 、 化 学 熟 成 の 開 始 前 、 化 学 熟 成 の 工 程 、 完 成 乳 剤 調 製 前 の
工 程 な ど を 挙 げ る こ と が で き る 。 ま た こ れ ら の 工 程 中 の 複 数 回 に わ け て 添 加 す る こ と も で
き る 。 ま た 乳 剤 層 に 使 用 す る の が 好 ま し い が 、 乳 剤 層 と と も に 隣 接 す る 保 護 層 や 中 間 層 に
添 加 し て お き 、 塗 布 時 に 拡 散 さ せ て も よ い 。
　 好 ま し い 添 加 量 は 、 上 述 し た 添 加 法 や 添 加 す る 化 合 物 種 に 大 き く 依 存 す る が 、 一 般 に は
感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 １ モ ル 当 た り 、 １ × 10 - 6 ～ 1モ ル 、 好 ま し く は １ × 10 - 5 ～ ５ × 10 - 1 モ
ル さ ら に 好 ま し く は １ × 10 - 4 ～ １ × 10 - 1 モ ル で あ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 式 (I)の 化 合 物 は 、 水 、 メ タ ノ ー ル 、 エ タ ノ ー ル な ど の 水 可 溶 性 溶 媒 ま た
は こ れ ら の 混 合 溶 媒 に 溶 解 し て 添 加 す る こ と が で き る 。 こ の 際 、 酸 ま た は 塩 基 に よ っ て ｐ
Ｈ を 適 当 に 調 整 し て も よ く 、 ま た 界 面 活 性 剤 を 共 存 さ せ て も よ い 。 さ ら に 乳 化 分 散 物 と し
て 高 沸 点 有 機 溶 媒 に 溶 解 さ せ て 添 加 す る こ と も で き る 。 ま た 、 固 体 分 散 物 と し て 添 加 す る
こ と も で き る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 １ １ ） 増 感 色 素
　 本 実 施 形 態 に 適 用 で き る 増 感 色 素 と し て は ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 に 吸 着 し た 際 、 所 望 の 波 長
領 域 で ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 を 分 光 増 感 で き る も の で 、 露 光 光 源 の 分 光 特 性 に 適 し た 分 光 感 度
を 有 す る 増 感 色 素 を 有 利 に 選 択 す る こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 の 熱 現 像 感 光 材 料 は 特 に ６
０ ０ ｎ ｍ 以 上 ９ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 、 ま た は ３ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 に 分 光 感 度 ピ ー ク を
持 つ よ う に 分 光 増 感 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 増 感 色 素 及 び 添 加 法 に つ い て は 、 特 開 平
11-65021号 の 段 落 番 号 0103～ 0109、 特 開 平 10-186572号 一 般 式 (II)で 表 さ れ る 化 合 物 、 特
開 平 11-119374号 の 一 般 式 (I) で 表 さ れ る 色 素 及 び 段 落 番 号 0106、 米 国 特 許 第 5,510,236号
、 同 第 3,871,887号 実 施 例 5に 記 載 の 色 素 、 特 開 平 2-96131号 、 特 開 昭 59-48753号 に 開 示 さ
れ て い る 色 素 、 欧 州 特 許 公 開 第 0803764A1号 の 第 19ペ ー ジ 第 38行 ～ 第 20ペ ー ジ 第 35行 、 特
願 2000-86865号 、 特 願 2000-102560号 、 特 願 2000-205399号 等 に 記 載 さ れ て い る 。 こ れ ら の
増 感 色 素 は 単 独 で 用 い て も よ く 、 ２ 種 以 上 組 合 せ て 用 い て も よ い 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 増 感 色 素 の 添 加 量 は 、 感 度 や カ ブ リ の 性 能 に 合 わ せ て 所 望 の 量 に す
る こ と が で き る が 、 感 光 性 層 の ハ ロ ゲ ン 化 銀 １ モ ル 当 た り 10 - 6 ～ １ モ ル が 好 ま し く 、 さ ら
に 好 ま し く は 10 - 4 ～ 10 - 1 モ ル で あ る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 本 実 施 形 態 は 分 光 増 感 効 率 を 向 上 さ せ る た め 、 強 色 増 感 剤 を 用 い る こ と が で き る 。 本 実
施 形 態 に 用 い る 強 色 増 感 剤 と し て は 、 欧 州 特 許 公 開 第 587,338号 、 米 国 特 許 第 3,877,943号
、 同 第 4,873,184号 、 特 開 平 5-341432号 、 同 11-109547号 、 同 10-111543号 等 に 記 載 の 化 合
物 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
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　 １ ２ ） ハ ロ ゲ ン 化 銀 の 併 用
　 本 実 施 形 態 に 用 い ら れ る 熱 現 像 感 光 材 料 中 の 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 は 、 一 種 だ け で も
よ い し 、 二 種 以 上 （ 例 え ば 、 平 均 粒 子 サ イ ズ の 異 な る も の 、 ハ ロ ゲ ン 組 成 の 異 な る も の 、
晶 癖 の 異 な る も の 、 化 学 増 感 の 条 件 の 異 な る も の ） 併 用 し て も よ い 。 感 度 の 異 な る 感 光 性
ハ ロ ゲ ン 化 銀 を 複 数 種 用 い る こ と で 階 調 を 調 節 す る こ と が で き る 。 こ れ ら に 関 す る 技 術 と
し て は 特 開 昭 57-119341号 、 同 53-106125号 、 同 47-3929号 、 同 48-55730号 、 同 46-5187号 、
同 50-73627号 、 同 57-150841号 な ど が 挙 げ ら れ る 。 感 度 差 と し て は そ れ ぞ れ の 乳 剤 で 0.2lo
gE以 上 の 差 を 持 た せ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 １ ３ ） ハ ロ ゲ ン 化 銀 と 有 機 銀 塩 の 混 合
　 本 実 施 形 態 の 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 の 粒 子 は 、 非 感 光 性 有 機 銀 塩 の 存 在 し な い と こ ろ で 形
成 さ れ 、 化 学 増 感 さ れ る こ と が 特 に 好 ま し い 。 有 機 銀 塩 に 対 し て ハ ロ ゲ ン 化 剤 を 添 加 す る
こ と に よ っ て ハ ロ ゲ ン 化 銀 を 形 成 す る 方 法 で は 十 分 な 感 度 が 達 成 で き な い 場 合 が あ る か ら
で あ る 。
　 ハ ロ ゲ ン 化 銀 と 有 機 銀 塩 を 混 合 す る 方 法 と し て は 、 別 々 に 調 製 し た 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀
と 有 機 銀 塩 を 高 速 撹 拌 機 や ボ ー ル ミ ル 、 サ ン ド ミ ル 、 コ ロ イ ド ミ ル 、 振 動 ミ ル 、 ホ モ ジ ナ
イ ザ ー 等 で 混 合 す る 方 法 や 、 あ る い は 有 機 銀 塩 の 調 製 中 の い ず れ か の タ イ ミ ン グ で 調 製 終
了 し た 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 を 混 合 し て 有 機 銀 塩 を 調 製 す る 方 法 等 が あ げ ら れ る 。 い ず れ の
方 法 で も 本 実 施 形 態 の 効 果 を 好 ま し く 得 る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 １ ４ ） ハ ロ ゲ ン 化 銀 の 塗 布 液 へ の 混 合
　 本 実 施 形 態 の ハ ロ ゲ ン 化 銀 の 画 像 形 成 層 塗 布 液 中 へ の 好 ま し い 添 加 時 期 は 、 塗 布 す る 18
0分 前 か ら 直 前 、 好 ま し く は 60分 前 か ら 10秒 前 で あ る が 、 混 合 方 法 及 び 混 合 条 件 に つ い て
は 本 実 施 形 態 の 効 果 が 十 分 に 現 れ る 限 り に お い て は 特 に 制 限 は な い 。 具 体 的 な 混 合 方 法 と
し て は 添 加 流 量 と コ ー タ ー へ の 送 液 量 か ら 計 算 し た 平 均 滞 留 時 間 を 所 望 の 時 間 と な る よ う
に し た タ ン ク で の 混 合 す る 方 法 や N.Harnby、 M.F.Edwards、 A.W.Nienow著 、 高 橋 幸 司 訳 "液
体 混 合 技 術 "(日 刊 工 業 新 聞 社 刊 、 1989年 )の 第 8章 等 に 記 載 さ れ て い る ス タ チ ッ ク ミ キ サ ー
な ど を 使 用 す る 方 法 が あ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
（ 有 機 銀 塩 の 説 明 ）
　 本 実 施 形 態 に 用 い る 非 感 光 性 有 機 銀 塩 は 、 光 に 対 し て 比 較 的 安 定 で あ る が 、 露 光 さ れ た
感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 及 び 還 元 剤 の 存 在 下 で 、 ８ ０ ℃ 或 い は そ れ 以 上 に 加 熱 さ れ た 場 合 に 銀
画 像 を 形 成 す る 銀 塩 で あ る 。 有 機 銀 塩 は 銀 イ オ ン を 還 元 で き る 源 を 含 む 任 意 の 有 機 物 質 で
あ っ て よ い 。 こ の よ う な 非 感 光 性 の 有 機 銀 塩 に つ い て は 、 特 開 平 10-62899号 の 段 落 番 号 00
48～ 0049、 欧 州 特 許 公 開 第 0803764A1号 の 第 18ペ ー ジ 第 24行 ～ 第 19ペ ー ジ 第 37行 、 欧 州 特
許 公 開 第 0962812A1号 、 特 開 平 11-349591号 、 特 開 2000-7683号 、 同 2000-72711号 等 に 記 載
さ れ て い る 。 有 機 酸 の 銀 塩 、 特 に (炭 素 数 が 10～ 30、 好 ま し く は 15～ 28の )長 鎖 脂 肪 族 カ ル
ボ ン 酸 の 銀 塩 が 好 ま し い 。 有 機 銀 塩 の 好 ま し い 例 と し て は 、 ベ ヘ ン 酸 銀 、 ア ラ キ ジ ン 酸 銀
、 ス テ ア リ ン 酸 銀 、 オ レ イ ン 酸 銀 、 ラ ウ リ ン 酸 銀 、 カ プ ロ ン 酸 銀 、 ミ リ ス チ ン 酸 銀 、 パ ル
ミ チ ン 酸 銀 、 こ れ ら の 混 合 物 な ど を 含 む 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 こ れ ら 有 機 銀 塩 の 中 で
も 、 ベ ヘ ン 酸 銀 含 有 率 ５ ０ モ ル ％ 以 上 １ ０ ０ モ ル ％ 以 下 の 有 機 酸 銀 を 用 い る こ と が 好 ま し
い 。 特 に ベ ヘ ン 酸 銀 含 有 率 は ７ ５ モ ル ％ 以 上 ９ ８ モ ル ％ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 本 実 施 形 態 に 用 い る こ と が で き る 有 機 銀 塩 の 形 状 と し て は 特 に 制 限 は な く 、 針 状 、 棒 状
、 平 板 状 、 り ん 片 状 で も よ い 。
　 本 実 施 形 態 に お い て は り ん 片 状 の 有 機 銀 塩 が 好 ま し い 。 本 明 細 書 に お い て 、 り ん 片 状 の
有 機 銀 塩 と は 、 次 の よ う に し て 定 義 す る 。 有 機 銀 塩 を 電 子 顕 微 鏡 で 観 察 し 、 有 機 銀 塩 粒 子
の 形 状 を 直 方 体 と 近 似 し 、 こ の 直 方 体 の 辺 を 一 番 短 か い 方 か ら ａ 、 ｂ 、 ｃ と し た （ ｃ は ｂ
と 同 じ で あ っ て も よ い 。 ） と き 、 短 い 方 の 数 値 ａ 、 ｂ で 計 算 し 、 次 の よ う に し て ｘ を 求 め
る 。
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　 　 　 ｘ ＝ ｂ ／ ａ
【 ０ １ ３ ２ 】
　 こ の よ う に し て 200個 程 度 の 粒 子 に つ い て ｘ を 求 め 、 そ の 平 均 値 ｘ （ 平 均 ） と し た と き
、 ｘ （ 平 均 ） ≧ 1.5の 関 係 を 満 た す も の を り ん 片 状 と す る 。 好 ま し く は 30≧ ｘ （ 平 均 ） ≧ 1
.5、 よ り 好 ま し く は 15≧ ｘ （ 平 均 ） ≧ 1.5で あ る 。 因 み に 針 状 と は １ ≦ ｘ （ 平 均 ） ＜ 1.5で
あ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 り ん 片 状 粒 子 に お い て 、 ａ は ｂ と ｃ を 辺 と す る 面 を 主 平 面 と し た 平 板 状 粒 子 の 厚 さ と み
る こ と が で き る 。 ａ の 平 均 は 0.01μ ｍ 以 上 0.3μ ｍ 以 下 が 好 ま し く 0.1μ ｍ 以 上 0.23μ ｍ 以
下 が よ り 好 ま し い 。 ｃ ／ ｂ の 平 均 は 好 ま し く は 1以 上 6以 下 、 よ り 好 ま し く は 1以 上 4以 下 、
さ ら に 好 ま し く は 1以 上 3以 下 、 特 に 好 ま し く は 1以 上 2以 下 で あ る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 有 機 銀 塩 の 粒 子 サ イ ズ 分 布 は 単 分 散 で あ る こ と が 好 ま し い 。 単 分 散 と は 短 軸 、 長 軸 そ れ
ぞ れ の 長 さ の 標 準 偏 差 を 短 軸 、 長 軸 そ れ ぞ れ で 割 っ た 値 の 100分 率 が 好 ま し く は 100%以 下
、 よ り 好 ま し く は 80%以 下 、 更 に 好 ま し く は 50%以 下 で あ る こ と を 指 す 。 有 機 銀 塩 の 形 状 の
測 定 方 法 と し て は 有 機 銀 塩 分 散 物 の 透 過 型 電 子 顕 微 鏡 像 よ り 求 め る こ と が で き る 。 単 分 散
性 を 測 定 す る 別 の 方 法 と し て 、 有 機 銀 塩 の 体 積 加 重 平 均 直 径 の 標 準 偏 差 か ら 求 め る 方 法 が
あ り 、 体 積 加 重 平 均 直 径 で 割 っ た 値 の 百 分 率 (変 動 係 数 )が 好 ま し く は 100%以 下 、 よ り 好 ま
し く は 80%以 下 、 更 に 好 ま し く は 50%以 下 で あ る 。 測 定 方 法 と し て は 例 え ば 液 中 に 分 散 し た
有 機 銀 塩 に レ ー ザ ー 光 を 照 射 し 、 そ の 散 乱 光 の ゆ ら ぎ の 時 間 変 化 に 対 す る 自 己 相 関 関 数 を
求 め る こ と に よ り 得 ら れ た 粒 子 サ イ ズ (体 積 加 重 平 均 直 径 )か ら 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 本 実 施 形 態 に 用 い ら れ る 有 機 酸 銀 の 製 造 及 び そ の 分 散 法 は 、 公 知 の 方 法 等 を 適 用 す る こ
と が で き る 。 例 え ば 上 記 の 特 開 平 10-62899号 、 欧 州 特 許 公 開 第 0803763A1号 、 欧 州 特 許 公
開 第 0962812A1号 、 特 開 平 11-349591号 、 特 開 2000-7683号 、 同 2000-72711号 、 特 開 2001-16
3827号 、 特 開 2001-163889～ 90号 、 同 11-203413号 、 特 願 2001-188313号 、 同 2001-83652号
、 同 2002-6442号 、 同 2002-31870号 、 同 2001-107868号 等 を 参 考 に す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 有 機 銀 塩 水 分 散 液 と 感 光 性 銀 塩 水 分 散 液 を 混 合 し て 感 光 材 料 を 製 造
す る こ と が 可 能 で あ る 。 混 合 す る 際 に 2種 以 上 の 有 機 銀 塩 水 分 散 液 と 2種 以 上 の 感 光 性 銀 塩
水 分 散 液 を 混 合 す る こ と は 、 写 真 特 性 の 調 節 の た め に 好 ま し く 用 い ら れ る 方 法 で あ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 本 実 施 形 態 の 有 機 銀 塩 は 所 望 の 量 で 使 用 で き る が 、 銀 量 と し て 0.1～ 5g/m 2 が 好 ま し く 、
さ ら に 好 ま し く は 1～ 3g/m 2 で あ る 。 特 に 好 ま し く 1.2～ 2.5g/m 2 で あ る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
（ 造 核 剤 ）
　 本 発 明 の 熱 現 像 感 光 材 料 は 、 造 核 剤 を 含 む の が 好 ま し い 。
　 本 発 明 に 係 る 造 核 剤 と は 、 初 期 現 像 の 結 果 、 現 像 生 成 物 と の 反 応 で 新 た に 現 像 を 誘 発 し
得 る 化 合 物 を 生 成 し 得 る 化 合 物 を い う 。 従 来 、 印 刷 製 版 用 途 に 適 し た 超 硬 調 感 光 材 料 に 造
核 剤 を 用 い る こ と は 知 ら れ て い た 。 超 硬 調 感 光 材 料 は 、 平 均 階 調 が １ ０ 以 上 で あ り 、 一 般
撮 影 用 感 光 材 料 と し て は 不 適 で あ り 、 特 に 高 い 診 断 能 が 要 求 さ れ る 医 療 用 途 に は 不 適 で あ
っ た 。 ま た 、 超 硬 調 感 光 材 料 は 、 粒 状 が 荒 く 、 鮮 鋭 度 に 欠 け る た め 、 医 療 診 断 用 途 に は 全
く 適 性 が な か っ た 。 本 発 明 に 係 る 造 核 剤 は 、 従 来 の 超 硬 調 感 光 材 料 に お け る 造 核 剤 と は 効
果 に お い て 全 く 異 な る 。 本 発 明 に 係 る 造 核 剤 は 、 階 調 を 硬 く す る も の で は な い 。 本 発 明 に
係 る 造 核 剤 は 、 非 感 光 性 有 機 銀 塩 に 対 し て 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 数 を 極 め て 少 な く し て
も 十 分 に 現 像 を 起 こ さ せ る こ と が で き る 化 合 物 で あ る 。 そ の 機 構 は 、 明 確 で は な い が 、 本
発 明 に 係 る 造 核 剤 を 用 い て 熱 現 像 を 行 う と 、 最 大 濃 度 部 で 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 数 よ り
も 現 像 銀 粒 子 数 が 多 い こ と が 明 ら か に な り 、 本 発 明 に 係 る 造 核 剤 は 、 ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 が
存 在 し な い 箇 所 に 新 た な 現 像 点 （ 現 像 核 ） を 形 成 す る 作 用 を 有 し て い る と 推 定 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
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　 本 発 明 に 使 用 さ れ る 造 核 剤 は 、 特 願 ２ ０ ０ ４ － １ ３ ６ ０ ５ ３ 号 に 詳 細 に 説 明 し た 化 合 物
と 同 じ も の で あ る 。 こ の 特 許 公 開 明 細 書 に 記 載 し た 具 体 的 化 合 物 例 も ま た 、 本 実 施 形 態 の
造 核 剤 の 具 体 例 と し て 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 上 記 造 核 剤 の 中 で 好 ま し い 具 体 的 化 合 物 を 下 記 に 挙 げ る が 、 こ れ ら の 化 合 物 に 限 定 さ れ
る も の で は な い 。
【 ０ １ ４ １ 】
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【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ４ ２ 】
　 上 記 造 核 剤 の 添 加 方 法 は 溶 液 形 態 、 乳 化 分 散 形 態 、 固 体 微 粒 子 分 散 物 形 態 な ど 、 い か な
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る 方 法 で 塗 布 液 に 含 有 せ し め 、 感 光 材 料 に 含 有 さ せ て も よ い 。
　 よ く 知 ら れ て い る 乳 化 分 散 法 と し て は 、 ジ ブ チ ル フ タ レ ー ト 、 ト リ ク レ ジ ル ホ ス フ ェ ー
ト 、 ジ オ ク チ ル セ バ ケ ー ト あ る い は ト リ （ ２ － エ チ ル ヘ キ シ ル ） ホ ス フ ェ ー ト な ど の オ イ
ル 、 酢 酸 エ チ ル や シ ク ロ ヘ キ サ ノ ン な ど の 補 助 溶 媒 を 用 い て 溶 解 し 、 ド デ シ ル ベ ン ゼ ン ス
ル ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム や オ レ オ イ ル － Ｎ － メ チ ル タ ウ リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 ジ （ ２ － エ チ ル ヘ
キ シ ル ） ス ル ホ コ ハ ク 酸 ナ ト リ ウ ム 等 の 界 面 活 性 剤 を 添 加 し て 機 械 的 に 乳 化 分 散 物 を 作 製
す る 方 法 が 挙 げ ら れ る 。 こ の と き 、 油 滴 の 粘 度 や 屈 折 率 の 調 整 の 目 的 で α メ チ ル ス チ レ ン
オ リ ゴ マ ー や ポ リ （ ｔ － ブ チ ル ア ク リ ル ア ミ ド ） 等 の ポ リ マ ー を 添 加 す る こ と も 好 ま し い
。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 ま た 、 固 体 微 粒 子 分 散 法 と し て は 、 造 核 剤 の 粉 末 を 水 等 の 適 当 な 溶 媒 中 に ボ ー ル ミ ル 、
コ ロ イ ド ミ ル 、 振 動 ボ ー ル ミ ル 、 サ ン ド ミ ル 、 ジ ェ ッ ト ミ ル 、 ロ ー ラ ー ミ ル あ る い は 超 音
波 に よ っ て 分 散 し 、 固 体 分 散 物 を 作 製 す る 方 法 が 挙 げ ら れ る 。 尚 、 そ の 際 に 保 護 コ ロ イ ド
（ 例 え ば 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル ） 、 界 面 活 性 剤 （ 例 え ば ト リ イ ソ プ ロ ピ ル ナ フ タ レ ン ス
ル ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム （ ３ つ の イ ソ プ ロ ピ ル 基 の 置 換 位 置 が 異 な る も の の 混 合 物 ） な ど の ア
ニ オ ン 性 界 面 活 性 剤 ） を 用 い て も よ い 。 上 記 ミ ル 類 で は 分 散 媒 体 と し て ジ ル コ ニ ア 等 の ビ
ー ズ が 使 わ れ る の が 普 通 で あ り 、 こ れ ら の ビ ー ズ か ら 溶 出 す る Ｚ ｒ 等 が 分 散 物 中 に 混 入 す
る こ と が あ る 。 分 散 条 件 に も よ る が 通 常 は １ ｐ ｐ ｍ ～ １ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ の 範 囲 で あ る 。 感 材
中 の Ｚ ｒ の 含 有 量 が 銀 １ ｇ 当 た り ０ ． ５ ｍ ｇ 以 下 で あ れ ば 実 用 上 差 し 支 え な い 。
　 水 分 散 物 に は 防 腐 剤 （ 例 え ば ベ ン ゾ イ ソ チ ア ゾ リ ノ ン ナ ト リ ウ ム 塩 ） を 含 有 さ せ る こ と
が 好 ま し い 。
　 特 に 好 ま し い の は 、 造 核 剤 の 固 体 粒 子 分 散 法 で あ り 、 平 均 粒 子 サ イ ズ ０ ． ０ １ μ ｍ ～ １
０ μ ｍ 、 好 ま し く は ０ ． ０ ５ μ ｍ ～ ５ μ ｍ 、 よ り 好 ま し く は ０ ． １ μ ｍ ～ ２ μ ｍ の 微 粒 子
し て 添 加 す る の が 好 ま し い 。 本 願 に お い て は 他 の 固 体 分 散 物 も こ の 範 囲 の 粒 子 サ イ ズ に 分
散 し て 用 い る の が 好 ま し い 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 本 発 明 の 造 核 剤 は 、 画 像 形 成 層 ま た は 画 像 形 成 層 に 隣 接 す る 層 に 添 加 で き る が 、 画 像 形
成 層 に 添 加 す る の が 好 ま し い 。 造 核 剤 の 添 加 量 は 有 機 銀 塩 １ モ ル に 対 し １ ０ - 5 ～ １ モ ル 、
好 ま し く は １ ０ - 4 ～ ５ × １ ０ - 1 モ ル の 範 囲 で あ る 。 造 核 剤 は １ 種 類 の み を 添 加 し て も 良 い
し 、 ２ 種 以 上 を 併 用 し て も 良 い 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 本 発 明 の 熱 現 像 感 光 材 料 に お い て は 、 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 を 含 む 画 像 形 成 層 は ２ 層 以 上
あ っ て も よ く 、 ２ 層 以 上 あ る 場 合 は 、 造 核 剤 を い ず れ の 画 像 形 成 層 に 含 ん で も 良 い 。 好 ま
し く は 、 造 核 剤 を 含 む 画 像 形 成 層 と 造 核 剤 を 含 ま な い 画 像 形 成 層 の 少 な く と も ２ 層 の 画 像
形 成 層 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ４ ６ 】
（ 還 元 剤 ）
１ ） 伝 染 現 像 性 還 元 剤
　 本 発 明 に お け る 熱 現 像 感 光 材 料 は 、 伝 染 現 像 性 還 元 剤 を 含 有 す る の が 好 ま し い 。 伝 染 現
像 性 還 元 剤 と し て は 、 伝 染 現 像 の 機 能 を 有 す る も の で あ れ ば い か な る 還 元 剤 で も 良 い 。
　 本 発 明 に 用 い る こ と の 出 来 る 好 ま し い 伝 染 現 像 性 還 元 剤 は 、 下 記 の 一 般 式 （ Ｒ １ ） で 表
さ れ る 化 合 物 で あ る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 一 般 式 （ Ｒ １ ）
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【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ４ ８ 】
　 前 記 一 般 式 （ Ｒ １ ） に お い て 、 Ｒ １ １ 及 び Ｒ １ １ ’ は 、 各 々 独 立 に 、 炭 素 数 ３ ～ ２ ０ の
２ 級 ま た は ３ 級 ア ル キ ル 基 を 表 す 。 Ｒ １ ２ 及 び Ｒ １ ２ ’ は 、 各 々 独 立 に 水 素 原 子 、 ま た は
窒 素 、 酸 素 、 リ ン 、 硫 黄 原 子 を 介 し て 連 結 す る 基 を 表 す 。 Ｒ １ ３ は 、 水 素 原 子 又 は 炭 素 数
１ ～ ２ ０ の ア ル キ ル 基 を 表 す 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 本 発 明 に 使 用 さ れ る 伝 染 現 像 性 還 元 剤 は 、 特 願 ２ ０ ０ ４ － １ ３ ６ ０ ５ ２ 号 に 詳 細 に 説 明
し た 化 合 物 と 同 じ も の で あ る 。 こ の 特 許 公 開 明 細 書 に 記 載 し た 具 体 的 化 合 物 例 も ま た 、 本
実 施 形 態 の 造 核 剤 の 具 体 例 と し て 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の 一 般 式 （ Ｒ １ ） で 表 さ れ る 還 元 剤 の 具 体 例 を 示 す が 、 本 発 明 は こ れ ら
に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ １ ５ １ 】
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【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ５ ２ 】
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【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ５ ３ 】
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【 化 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ５ ４ 】
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【 化 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ５ ５ 】
　 前 記 一 般 式 （ Ｒ １ ） で 表 さ れ る 還 元 剤 の 添 加 量 は 、 ０ ． ０ １ ｇ ／ ｍ ２ ～ ５ ． ０ ｇ ／ ｍ ２
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で あ る こ と が 好 ま し く 、 ０ ． １ ｇ ／ ｍ ２ ～ ３ ． ０ ｇ ／ ｍ ２ で あ る こ と が よ り 好 ま し い 。 画
像 形 成 層 を 有 す る 面 の 銀 １ モ ル に 対 し て は 、 ５ モ ル ％ ～ ５ ０ モ ル ％ 含 ま れ る こ と が 好 ま し
く 、 １ ０ モ ル ％ ～ ４ ０ モ ル ％ で 含 ま れ る こ と が よ り 好 ま し い 。
　 前 記 一 般 式 （ Ｒ １ ） で 表 さ れ る 還 元 剤 は 、 画 像 形 成 層 に 含 有 さ せ る こ と が 好 ま し い 。 特
に 、 前 記 一 般 式 （ Ｒ １ ） で 表 さ れ る 還 元 剤 は 、 感 度 の 低 い ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 を 含 有 す る 画
像 形 成 層 に 含 有 さ せ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ５ ６ 】
２ ） 還 元 剤
　 本 発 明 で は 、 一 般 式 （ Ｒ １ ） で 表 さ れ る 還 元 剤 と と も に 、 他 の 還 元 剤 を 併 用 し て も 良 い
。 併 用 し 得 る 還 元 剤 と し て は 、 銀 イ オ ン を 金 属 銀 に 還 元 で き る 任 意 の 物 質 （ 好 ま し く は 有
機 物 ） で よ い 。 該 還 元 剤 の 例 は 、 特 開 平 １ １ ― ６ ５ ０ ２ １ 号 、 段 落 番 号 ０ ０ ４ ３ ～ ０ ０ ４
５ や 、 欧 州 特 許 ０ ８ ０ ３ ７ ６ ４ 号 、 ｐ .７ 、 ３ ４ 行 ～ ｐ .１ ８ 、 １ ２ 行 に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 本 実 施 形 態 に 用 い ら れ る 好 ま し い 還 元 剤 は 、 フ ェ ノ ー ル 性 水 酸 基 の オ ル ト 位 に 置 換 基 を
有 す る い わ ゆ る ヒ ン ダ ー ド フ ェ ノ ー ル 系 還 元 剤 、 あ る い は ビ ス フ ェ ノ ー ル 系 還 元 剤 で あ る
。 特 に 次 の 一 般 式 （ Ｒ ） で 表 さ れ る 化 合 物 が 好 ま し い 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 　 一 般 式 （ Ｒ ）
【 化 ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ５ ９ 】
　 一 般 式 （ Ｒ ） に お い て は 、 Ｒ 1 1 お よ び Ｒ 1 1 ' は 各 々 独 立 に 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ア ル キ ル 基
を 表 す 。 Ｒ 1 2 お よ び Ｒ 1 2 ' は 各 々 独 立 に 水 素 原 子 ま た は ベ ン ゼ ン 環 に 置 換 可 能 な 置 換 基 を
表 す 。 Ｌ は － Ｓ － 基 ま た は － Ｃ Ｈ Ｒ 1 3 － 基 を 表 す 。 Ｒ 1 3 は 水 素 原 子 ま た は 炭 素 数 １ ～ ２ ０
の ア ル キ ル 基 を 表 す 。 Ｘ 1 お よ び Ｘ 1 ' は 各 々 独 立 に 水 素 原 子 ま た は ベ ン ゼ ン 環 に 置 換 可 能
な 基 を 表 す 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 各 置 換 基 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 １ ） Ｒ 1 1 お よ び Ｒ 1 1 '

　 Ｒ 1 1 お よ び Ｒ 1 1 ' は 各 々 独 立 に 置 換 ま た は 無 置 換 の 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ア ル キ ル 基 で あ り
、 ア ル キ ル 基 の 置 換 基 は 特 に 限 定 さ れ る こ と は な い が 、 好 ま し く は 、 ア リ ー ル 基 、 ヒ ド ロ
キ シ 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ 基 、 ア ル キ ル チ オ 基 、 ア リ ー ル チ オ 基 、 ア シ ル ア
ミ ノ 基 、 ス ル ホ ン ア ミ ド 基 、 ス ル ホ ニ ル 基 、 ホ ス ホ リ ル 基 、 ア シ ル 基 、 カ ル バ モ イ ル 基 、
エ ス テ ル 基 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 等 が あ げ ら れ る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 ２ ） Ｒ 1 2 お よ び Ｒ 1 2 ' 、 Ｘ 1 お よ び Ｘ 1 '

　 Ｒ 1 2 お よ び Ｒ 1 2 ' は 各 々 独 立 に 水 素 原 子 ま た は ベ ン ゼ ン 環 に 置 換 可 能 な 基 を 表 す 。
　 Ｘ 1 お よ び Ｘ 1 ' は 、 各 々 独 立 に 水 素 原 子 ま た は ベ ン ゼ ン 環 に 置 換 可 能 な 基 を 表 す 。 そ れ
ぞ れ ベ ン ゼ ン 環 に 置 換 可 能 な 基 と し て は 、 好 ま し く は ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ハ ロ ゲ ン
原 子 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア シ ル ア ミ ノ 基 が あ げ ら れ る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
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　 ３ ） Ｌ
　 Ｌ は － Ｓ － 基 ま た は － Ｃ Ｈ Ｒ 1 3 － 基 を 表 す 。 Ｒ 1 3 は 水 素 原 子 ま た は 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ア
ル キ ル 基 を 表 し 、 ア ル キ ル 基 は 置 換 基 を 有 し て い て も よ い 。
　 Ｒ 1 3 の 無 置 換 の ア ル キ ル 基 の 具 体 例 は メ チ ル 基 、 エ チ ル 基 、 プ ロ ピ ル 基 、 ブ チ ル 基 、 ヘ
プ チ ル 基 、 ウ ン デ シ ル 基 、 イ ソ プ ロ ピ ル 基 、 １ － エ チ ル ペ ン チ ル 基 、 ２ ， ４ ， ４ － ト リ メ
チ ル ペ ン チ ル 基 な ど が あ げ ら れ る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 ア ル キ ル 基 の 置 換 基 の 例 は Ｒ 11の 置 換 基 と 同 様 で 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア ル
キ ル チ オ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ 基 、 ア リ ー ル チ オ 基 、 ア シ ル ア ミ ノ 基 、 ス ル ホ ン ア ミ ド 基 、
ス ル ホ ニ ル 基 、 ホ ス ホ リ ル 基 、 オ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 カ ル バ モ イ ル 基 、 ス ル フ ァ モ イ ル 基
な ど が あ げ ら れ る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 ４ ） 好 ま し い 置 換 基
　 Ｒ 1 1 お よ び Ｒ 1 1 ' と し て 好 ま し く は 炭 素 数 ３ ～ １ ５ の ２ 級 ま た は ３ 級 の ア ル キ ル 基 で あ
り 、 具 体 的 に は イ ソ プ ロ ピ ル 基 、 イ ソ ブ チ ル 基 、 ｔ － ブ チ ル 基 、 ｔ － ア ミ ル 基 、 ｔ － オ ク
チ ル 基 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル 基 、 シ ク ロ ペ ン チ ル 基 、 １ － メ チ ル シ ク ロ ヘ キ シ ル 基 、 １ － メ チ
ル シ ク ロ プ ロ ピ ル 基 な ど が あ げ ら れ る 。 Ｒ 1 1 お よ び Ｒ 1 1 ' と し て よ り 好 ま し く は 炭 素 数 ４
～ １ ２ の ３ 級 ア ル キ ル 基 で 、 そ の 中 で も ｔ － ブ チ ル 基 、 ｔ － ア ミ ル 基 、 １ － メ チ ル シ ク ロ
ヘ キ シ ル 基 が 更 に 好 ま し く 、 ｔ － ブ チ ル 基 が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 Ｒ 1 2 お よ び Ｒ 1 2 ' と し て 好 ま し く は 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ア ル キ ル 基 で あ り 、 具 体 的 に は メ
チ ル 基 、 エ チ ル 基 、 プ ロ ピ ル 基 、 ブ チ ル 基 、 イ ソ プ ロ ピ ル 基 、 ｔ － ブ チ ル 基 、 ｔ － ア ミ ル
基 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル 基 、 １ － メ チ ル シ ク ロ ヘ キ シ ル 基 、 ベ ン ジ ル 基 、 メ ト キ シ メ チ ル 基 、
メ ト キ シ エ チ ル 基 な ど が あ げ ら れ る 。 よ り 好 ま し く は メ チ ル 基 、 エ チ ル 基 、 プ ロ ピ ル 基 、
イ ソ プ ロ ピ ル 基 、 ｔ － ブ チ ル 基 で あ る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 Ｘ 1 お よ び Ｘ 1 ' は 、 好 ま し く は 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ア ル キ ル 基 で 、 よ り 好 ま し く
は 水 素 原 子 で あ る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 Ｌ は 好 ま し く は － Ｃ Ｈ Ｒ 1 3 － 基 で あ る 。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 Ｒ 1 3 と し て 好 ま し く は 水 素 原 子 ま た は 炭 素 数 １ ～ １ ５ の ア ル キ ル 基 で あ り 、 ア ル キ ル 基
と し て は メ チ ル 基 、 エ チ ル 基 、 プ ロ ピ ル 基 、 イ ソ プ ロ ピ ル 基 、 ２ ， ４ ， ４ － ト リ メ チ ル ペ
ン チ ル 基 が 好 ま し い 。 Ｒ 1 3 と し て 特 に 好 ま し い の は 水 素 原 子 、 メ チ ル 基 、 プ ロ ピ ル 基 ま た
は イ ソ プ ロ ピ ル 基 で あ る 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 Ｒ 1 3 が 水 素 原 子 で あ る 場 合 、 Ｒ 1 2 お よ び Ｒ 1 2 ' は 好 ま し く は 炭 素 数 ２ ～ ５ の ア ル キ ル 基
で あ り 、 エ チ ル 基 、 プ ロ ピ ル 基 が よ り 好 ま し く 、 エ チ ル 基 が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 Ｒ 1 3 が 炭 素 数 １ ～ ８ の １ 級 ま た は ２ 級 の ア ル キ ル 基 で あ る 場 合 、 Ｒ 1 2 お よ び Ｒ 1 2 ' は メ
チ ル 基 が 好 ま し い 。 Ｒ 1 3 の 炭 素 数 １ ～ ８ の １ 級 ま た は ２ 級 の ア ル キ ル 基 と し て は メ チ ル 基
、 エ チ ル 基 、 プ ロ ピ ル 基 、 イ ソ プ ロ ピ ル 基 が よ り 好 ま し く 、 メ チ ル 基 、 エ チ ル 基 、 プ ロ ピ
ル 基 が 更 に 好 ま し い 。
【 ０ １ ７ １ 】
　 Ｒ 1 1 、 Ｒ 1 1 ' お よ び Ｒ 1 2 、 Ｒ 1 2 ' と が い ず れ も メ チ ル 基 で あ る 場 合 、 Ｒ 1 3 は ２ 級 の ア ル キ
ル 基 で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 Ｒ 1 3 の ２ 級 ア ル キ ル 基 と し て は イ ソ プ ロ ピ ル 基 、
イ ソ ブ チ ル 基 、 １ － エ チ ル ペ ン チ ル 基 が 好 ま し く 、 イ ソ プ ロ ピ ル 基 が よ り 好 ま し い 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 上 記 還 元 剤 は 、 Ｒ 1 1 、 Ｒ 1 1 ' お よ び Ｒ 1 2 お よ び Ｒ 1 2 ' 、 お よ び Ｒ 1 3 の 組 合 せ に よ り 、 種 々
の 熱 現 像 性 能 が 異 な る 。 ２ 種 以 上 の 還 元 剤 を 種 々 の 混 合 比 率 で 併 用 す る こ と に よ っ て こ れ
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ら の 熱 現 像 性 能 を 調 整 す る こ と が で き る の で 、 目 的 に よ っ て は 還 元 剤 を ２ 種 類 以 上 組 み 合
わ せ て 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 以 下 に 本 実 施 形 態 の 一 般 式 （ Ｒ ） で 表 さ れ る 化 合 物 の 具 体 例 を 示 す が 、 本 実 施 形 態 の 化
合 物 は 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ １ ７ ４ 】
【 化 ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ７ ５ 】
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【 化 １ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ７ ６ 】
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【 化 １ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ７ ７ 】
　 特 に （ Ｒ － １ ） ～ （ Ｒ － ２ ０ ） に 示 す よ う な 化 合 物 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ７ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 還 元 剤 の 添 加 量 は ０ ． ０ １ ～ ５ ． ０ ｇ ／ ｍ 2 で あ る こ と が 好 ま し く
、 ０ ． １ ～ ３ ． ０ ｇ ／ ｍ 2 で あ る こ と が よ り 好 ま し く 、 画 像 形 成 層 を 有 す る 面 の 銀 １ モ ル
に 対 し て は ５ ～ ５ ０ ％ モ ル 含 ま れ る こ と が 好 ま し く 、 １ ０ ～ ４ ０ モ ル ％ で 含 ま れ る こ と が
さ ら に 好 ま し い 。
【 ０ １ ７ ９ 】
　 本 実 施 形 態 の 還 元 剤 は 、 有 機 銀 塩 、 お よ び 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 を 含 む 画 像 形 成 層 、 お よ
び そ の 隣 接 層 に 添 加 す る こ と が で き る が 、 画 像 形 成 層 に 含 有 さ せ る こ と が よ り 好 ま し い 。
【 ０ １ ８ ０ 】
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　 本 実 施 形 態 の 還 元 剤 は 溶 液 形 態 、 乳 化 分 散 形 態 、 固 体 微 粒 子 分 散 物 形 態 な ど 、 い か な る
方 法 で 塗 布 液 に 含 有 せ し め 、 感 光 材 料 に 含 有 さ せ て も よ い 。
【 ０ １ ８ １ 】
　 よ く 知 ら れ て い る 乳 化 分 散 法 と し て は 、 ジ ブ チ ル フ タ レ ー ト 、 ト リ ク レ ジ ル フ ォ ス フ ェ
ー ト 、 グ リ セ リ ル ト リ ア セ テ ー ト あ る い は ジ エ チ ル フ タ レ ー ト な ど の オ イ ル 、 酢 酸 エ チ ル
や シ ク ロ ヘ キ サ ノ ン な ど の 補 助 溶 媒 を 用 い て 溶 解 し 、 機 械 的 に 乳 化 分 散 物 を 作 製 す る 方 法
が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ８ ２ 】
　 ま た 、 固 体 微 粒 子 分 散 法 と し て は 、 還 元 剤 を 水 等 の 適 当 な 溶 媒 中 に ボ ー ル ミ ル 、 コ ロ イ
ド ミ ル 、 振 動 ボ ー ル ミ ル 、 サ ン ド ミ ル 、 ジ ェ ッ ト ミ ル 、 ロ ー ラ ー ミ ル あ る い は 超 音 波 に よ
っ て 分 散 し 、 固 体 分 散 物 を 作 成 す る 方 法 が 挙 げ ら れ る 。 好 ま し く は 、 サ ン ド ミ ル を 使 っ た
分 散 方 法 で あ る 。 尚 、 そ の 際 に 保 護 コ ロ イ ド （ 例 え ば 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル ） 、 界 面 活
性 剤 （ 例 え ば ト リ イ ソ プ ロ ピ ル ナ フ タ レ ン ス ル ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム （ ３ つ の イ ソ プ ロ ピ ル 基
の 置 換 位 置 が 異 な る も の の 混 合 物 ） な ど の ア ニ オ ン 性 界 面 活 性 剤 ） を 用 い て も よ い 。 水 分
散 物 に は 防 腐 剤 （ 例 え ば ベ ン ゾ イ ソ チ ア ゾ リ ノ ン ナ ト リ ウ ム 塩 ） を 含 有 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ １ ８ ３ 】
　 特 に 好 ま し い の は 、 還 元 剤 の 固 体 粒 子 分 散 法 で あ り 、 平 均 粒 子 サ イ ズ ０ ． ０ １ μ ｍ ～ １
０ μ ｍ 、 好 ま し く は ０ ． ０ ５ μ ｍ ～ ５ μ ｍ 、 よ り 好 ま し く は ０ ． １ μ ｍ ～ １ μ ｍ の 微 粒 子
し て 添 加 す る の が 好 ま し い 。 本 願 に お い て は 他 の 固 体 分 散 物 も こ の 範 囲 の 粒 子 サ イ ズ に 分
散 し て 用 い る の が 好 ま し い 。
【 ０ １ ８ ４ 】
（ 現 像 促 進 剤 の 説 明 ）
　 本 実 施 形 態 の 熱 現 像 感 光 材 料 で は 、 現 像 促 進 剤 と し て 特 開 2000-267222号 や 特 開 2000-
330234号 等 に 記 載 の 一 般 式 （ Ａ ） で 表 さ れ る ス ル ホ ン ア ミ ド フ ェ ノ ー ル 系 の 化 合 物 、 特 開
2001-92075号 記 載 の 一 般 式 （ II） で 表 さ れ る ヒ ン ダ ー ド フ ェ ノ ー ル 系 の 化 合 物 、 特 開 平 10
-62895号 や 特 開 平 11-15116号 等 に 記 載 の 一 般 式 （ Ｉ ） 、 特 願 2001-074278号 に 記 載 の 一 般
式 （ １ ） で 表 さ れ る ヒ ド ラ ジ ン 系 の 化 合 物 、 特 願 2000-76240号 に 記 載 さ れ て い る 一 般 式 （
２ ） で 表 さ れ る フ ェ ノ ー ル 系 ま た は ナ フ ト ー ル 系 の 化 合 物 が 好 ま し く 用 い ら れ る 。 こ れ ら
の 現 像 促 進 剤 は 還 元 剤 に 対 し て ０ ． １ ～ ２ ０ モ ル ％ の 範 囲 で 使 用 さ れ 、 好 ま し く は ０ ． ５
～ １ ０ モ ル ％ の 範 囲 で 、 よ り 好 ま し く は １ ～ ５ モ ル ％ の 範 囲 で あ る 。 感 材 へ の 導 入 方 法 は
還 元 剤 同 様 の 方 法 が あ げ ら れ る が 、 特 に 固 体 分 散 物 ま た は 乳 化 分 散 物 と し て 添 加 す る こ と
が 好 ま し い 。 乳 化 分 散 物 と し て 添 加 す る 場 合 、 常 温 で 固 体 で あ る 高 沸 点 溶 剤 と 低 沸 点 の 補
助 溶 剤 を 使 用 し て 分 散 し た 乳 化 分 散 物 と し て 添 加 す る か 、 も し く は 高 沸 点 溶 剤 を 使 用 し な
い 所 謂 オ イ ル レ ス 乳 化 分 散 物 と し て 添 加 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ８ ５ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 上 記 現 像 促 進 剤 の 中 で も 、 特 願 2001-074278号 に 記 載 の 一 般 式 （
１ ） で 表 さ れ る ヒ ド ラ ジ ン 系 の 化 合 物 お よ び 特 願 2000-76240号 に 記 載 さ れ て い る 一 般 式 （
２ ） で 表 さ れ る フ ェ ノ ー ル 系 ま た は ナ フ ト ー ル 系 の 化 合 物 が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ １ ８ ６ 】
　 以 下 、 本 実 施 形 態 の 現 像 促 進 剤 の 好 ま し い 具 体 例 を 挙 げ る が 、 本 実 施 形 態 は こ れ ら に 限
定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ １ ８ ７ 】
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【 化 １ ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ８ ８ 】
（ 水 素 結 合 性 化 合 物 の 説 明 ）
　 本 実 施 形 態 で は 、 還 元 剤 の 芳 香 族 性 の 水 酸 基 （ － Ｏ Ｈ ） 、 あ る い は ア ミ ノ 基 を 有 す る 場
合 は ア ミ ノ 基 と 水 素 結 合 を 形 成 す る こ と が 可 能 な 基 を 有 す る 非 還 元 性 の 化 合 物 を 併 用 す る
こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ８ ９ 】
　 水 素 結 合 を 形 成 し う る 基 と し て は 、 ホ ス ホ リ ル 基 、 ス ル ホ キ シ ド 基 、 ス ル ホ ニ ル 基 、 カ
ル ボ ニ ル 基 、 ア ミ ド 基 、 エ ス テ ル 基 、 ウ レ タ ン 基 、 ウ レ イ ド 基 、 ３ 級 ア ミ ノ 基 、 含 窒 素 芳
香 族 基 な ど が 挙 げ ら れ る 。 そ の 中 で も 好 ま し い の は ホ ス ホ リ ル 基 、 ス ル ホ キ シ ド 基 、 ア ミ
ド 基 （ 但 し 、 ＞ Ｎ － Ｈ 基 を 持 た ず 、 ＞ Ｎ － Ｒ a（ Ｒ aは Ｈ 以 外 の 置 換 基 ） の よ う に ブ ロ ッ ク
さ れ て い る 。 ） 、 ウ レ タ ン 基 （ 但 し 、 ＞ Ｎ － Ｈ 基 を 持 た ず 、 ＞ Ｎ － Ｒ a（ Ｒ aは Ｈ 以 外 の 置
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換 基 ） の よ う に ブ ロ ッ ク さ れ て い る 。 ） 、 ウ レ イ ド 基 （ 但 し 、 ＞ Ｎ － Ｈ 基 を 持 た ず 、 ＞ Ｎ
－ Ｒ a（ Ｒ aは Ｈ 以 外 の 置 換 基 ） の よ う に ブ ロ ッ ク さ れ て い る 。 ） を 有 す る 化 合 物 で あ る 。
【 ０ １ ９ ０ 】
　 本 実 施 形 態 で 、 特 に 好 ま し い 水 素 結 合 性 化 合 物 は 下 記 一 般 式 （ Ｄ ） で 表 さ れ る 化 合 物 で
あ る 。
【 ０ １ ９ １ 】
　 　 一 般 式 （ Ｄ ）
【 化 １ ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ９ ２ 】
　 一 般 式 （ Ｄ ） に お い て Ｒ 2 1 な い し Ｒ 2 3 は 各 々 独 立 に ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ア ル コ キ
シ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ 基 、 ア ミ ノ 基 ま た は ヘ テ ロ 環 基 を 表 し 、 こ れ ら の 基 は 無 置 換 で あ っ
て も 置 換 基 を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ １ ９ ３ 】
　 Ｒ 2 1 な い し Ｒ 2 3 が 置 換 基 を 有 す る 場 合 の 置 換 基 と し て は ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア
リ ー ル 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア ミ ノ 基 、 ア シ ル 基 、 ア シ ル ア ミ ノ 基 、 ア ル キ ル チ オ 基 、 ア リ
ー ル チ オ 基 、 ス ル ホ ン ア ミ ド 基 、 ア シ ル オ キ シ 基 、 オ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 カ ル バ モ イ ル 基
、 ス ル フ ァ モ イ ル 基 、 ス ル ホ ニ ル 基 、 ホ ス ホ リ ル 基 な ど が あ げ ら れ 、 置 換 基 と し て 好 ま し
い の は ア ル キ ル 基 ま た は ア リ ー ル 基 で た と え ば メ チ ル 基 、 エ チ ル 基 、 イ ソ プ ロ ピ ル 基 、 ｔ
－ ブ チ ル 基 、 ｔ － オ ク チ ル 基 、 フ ェ ニ ル 基 、 ４ － ア ル コ キ シ フ ェ ニ ル 基 、 ４ － ア シ ル オ キ
シ フ ェ ニ ル 基 な ど が あ げ ら れ る 。
【 ０ １ ９ ４ 】
　 Ｒ 2 1 な い し Ｒ 2 3 の ア ル キ ル 基 と し て は 具 体 的 に は メ チ ル 基 、 エ チ ル 基 、 ブ チ ル 基 、 オ ク
チ ル 基 、 ド デ シ ル 基 、 イ ソ プ ロ ピ ル 基 、 ｔ － ブ チ ル 基 、 ｔ － ア ミ ル 基 、 ｔ － オ ク チ ル 基 、
シ ク ロ ヘ キ シ ル 基 、 １ － メ チ ル シ ク ロ ヘ キ シ ル 基 、 ベ ン ジ ル 基 、 フ ェ ネ チ ル 基 、 ２ － フ ェ
ノ キ シ プ ロ ピ ル 基 な ど が あ げ ら れ る 。
【 ０ １ ９ ５ 】
　 ア リ ー ル 基 と し て は フ ェ ニ ル 基 、 ク レ ジ ル 基 、 キ シ リ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 、 ４ － ｔ － ブ チ
ル フ ェ ニ ル 基 、 ４ － ｔ － オ ク チ ル フ ェ ニ ル 基 、 ４ － ア ニ シ ジ ル 基 、 ３ ， ５ － ジ ク ロ ロ フ ェ
ニ ル 基 な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ９ ６ 】
　 ア ル コ キ シ 基 と し て は メ ト キ シ 基 、 エ ト キ シ 基 、 ブ ト キ シ 基 、 オ ク チ ル オ キ シ 基 、 ２ －
エ チ ル ヘ キ シ ル オ キ シ 基 、 ３ ， ５ ， ５ － ト リ メ チ ル ヘ キ シ ル オ キ シ 基 、 ド デ シ ル オ キ シ 基
、 シ ク ロ ヘ キ シ ル オ キ シ 基 、 ４ － メ チ ル シ ク ロ ヘ キ シ ル オ キ シ 基 、 ベ ン ジ ル オ キ シ 基 等 が
挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ９ ７ 】
　 ア リ ー ル オ キ シ 基 と し て は フ ェ ノ キ シ 基 、 ク レ ジ ル オ キ シ 基 、 イ ソ プ ロ ピ ル フ ェ ノ キ シ
基 、 ４ － ｔ － ブ チ ル フ ェ ノ キ シ 基 、 ナ フ ト キ シ 基 、 ビ フ ェ ニ ル オ キ シ 基 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ９ ８ 】
　 ア ミ ノ 基 と し て は ジ メ チ ル ア ミ ノ 基 、 ジ エ チ ル ア ミ ノ 基 、 ジ ブ チ ル ア ミ ノ 基 、 ジ オ ク チ
ル ア ミ ノ 基 、 Ｎ － メ チ ル － Ｎ － ヘ キ シ ル ア ミ ノ 基 、 ジ シ ク ロ ヘ キ シ ル ア ミ ノ 基 、 ジ フ ェ ニ
ル ア ミ ノ 基 、 Ｎ － メ チ ル － Ｎ － フ ェ ニ ル ア ミ ノ 基 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ９ ９ 】
　 Ｒ 2 1 な い し Ｒ 2 3 と し て は ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ 基 が
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好 ま し い 。 本 実 施 形 態 の 効 果 の 点 で は Ｒ 2 1 な い し Ｒ 2 3 の う ち 少 な く と も 一 つ 以 上 が ア ル キ
ル 基 ま た は ア リ ー ル 基 で あ る こ と が 好 ま し く 、 二 つ 以 上 が ア ル キ ル 基 ま た は ア リ ー ル 基 で
あ る こ と が よ り 好 ま し い 。 ま た 、 安 価 に 入 手 す る 事 が で き る と い う 点 で は Ｒ 2 1 な い し Ｒ 2 3

が 同 一 の 基 で あ る 場 合 が 好 ま し い 。
【 ０ ２ ０ ０ 】
　 以 下 に 本 実 施 形 態 に お け る 一 般 式 （ Ｄ ） の 化 合 物 を は じ め と す る 水 素 結 合 性 化 合 物 の 具
体 例 を 示 す が 、 本 実 施 形 態 は こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ２ ０ １ 】
【 化 １ ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ０ ２ 】
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【 化 １ ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ０ ３ 】
　 水 素 結 合 性 化 合 物 の 具 体 例 は 上 述 の 他 に 特 願 2000-192191号 、 同 2000-194811号 に 記 載 の
も の が あ げ ら れ る 。
【 ０ ２ ０ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の 水 素 結 合 性 化 合 物 は 、 還 元 剤 と 同 様 に 溶 液 形 態 、 乳 化 分 散 形 態 、 固 体 分 散
微 粒 子 分 散 物 形 態 で 塗 布 液 に 含 有 せ し め 、 感 光 材 料 中 で 使 用 す る こ と が で き る 。 本 実 施 形
態 の 化 合 物 は 、 溶 液 状 態 で フ ェ ノ ー ル 性 水 酸 基 を 有 す る 化 合 物 と 水 素 結 合 に よ る 錯 体 を 形
成 し て お り 、 還 元 剤 と 本 実 施 形 態 の 一 般 式 （ Ａ ） の 化 合 物 と の 組 み 合 わ せ に よ っ て は 錯 体
と し て 結 晶 状 態 で 単 離 す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ０ ５ 】
　 こ の よ う に し て 単 離 し た 結 晶 粉 体 を 固 体 分 散 微 粒 子 分 散 物 と し て 使 用 す る こ と は 安 定 し
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た 性 能 を 得 る 上 で 特 に 好 ま し い 。 ま た 、 還 元 剤 と 本 実 施 形 態 の 水 素 結 合 性 化 合 物 を 粉 体 で
混 合 し 、 適 当 な 分 散 剤 を 使 っ て 、 サ ン ド グ ラ イ ン ダ ー ミ ル 等 で 分 散 時 に 錯 形 成 さ せ る 方 法
も 好 ま し く 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ０ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の 水 素 結 合 性 化 合 物 は 還 元 剤 に 対 し て 、 １ ～ ２ ０ ０ モ ル ％ の 範 囲 で 使 用 す る
こ と が 好 ま し く 、 よ り 好 ま し く は １ ０ ～ １ ５ ０ モ ル ％ の 範 囲 で 、 さ ら に 好 ま し く は ３ ０ ～
１ ０ ０ モ ル ％ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ２ ０ ７ 】
（ バ イ ン ダ ー の 説 明 ）
　 本 実 施 形 態 の 有 機 銀 塩 含 有 層 の バ イ ン ダ ー は い か な る ポ リ マ ー で あ っ て も よ く 、 好 適 な
バ イ ン ダ ー は 透 明 又 は 半 透 明 で 、 一 般 に 無 色 で あ り 、 天 然 樹 脂 や ポ リ マ ー 及 び コ ポ リ マ ー
、 合 成 樹 脂 や ポ リ マ ー 及 び コ ポ リ マ ー 、 そ の 他 フ ィ ル ム を 形 成 す る 媒 体 、 例 え ば 、 ゼ ラ チ
ン 類 、 ゴ ム 類 、 ポ リ （ ビ ニ ル ア ル コ ー ル ） 類 、 ヒ ド ロ キ シ エ チ ル セ ル ロ ー ス 類 、 セ ル ロ ー
ス ア セ テ ー ト 類 、 セ ル ロ ー ス ア セ テ ー ト ブ チ レ ー ト 類 、 ポ リ （ ビ ニ ル ピ ロ リ ド ン ） 類 、 カ
ゼ イ ン 、 デ ン プ ン 、 ポ リ （ ア ク リ ル 酸 ） 類 、 ポ リ （ メ チ ル メ タ ク リ ル 酸 ） 類 、 ポ リ （ 塩 化
ビ ニ ル ） 類 、 ポ リ （ メ タ ク リ ル 酸 ） 類 、 ス チ レ ン － 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 体 類 、 ス チ レ ン
－ ア ク リ ロ ニ ト リ ル 共 重 合 体 類 、 ス チ レ ン － ブ タ ジ エ ン 共 重 合 体 類 、 ポ リ （ ビ ニ ル ア セ タ
ー ル ） 類 （ 例 え ば 、 ポ リ （ ビ ニ ル ホ ル マ ー ル ） 及 び ポ リ （ ビ ニ ル ブ チ ラ ー ル ） ） 、 ポ リ （
エ ス テ ル ） 類 、 ポ リ （ ウ レ タ ン ） 類 、 フ ェ ノ キ シ 樹 脂 、 ポ リ （ 塩 化 ビ ニ リ デ ン ） 類 、 ポ リ
（ エ ポ キ シ ド ） 類 、 ポ リ （ カ ー ボ ネ ー ト ） 類 、 ポ リ （ 酢 酸 ビ ニ ル ） 類 、 ポ リ （ オ レ フ ィ ン
） 類 、 セ ル ロ ー ス エ ス テ ル 類 、 ポ リ （ ア ミ ド ） 類 が あ る 。 バ イ ン ダ ー は 水 又 は 有 機 溶 媒 ま
た は エ マ ル シ ョ ン か ら 被 覆 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ２ ０ ８ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 有 機 銀 塩 を 含 有 す る 層 の バ イ ン ダ ー の ガ ラ ス 転 移 温 度 は １ ０ ℃ 以 上 ８
０ ℃ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し く 、 ２ ０ ℃ ～ ７ ０ ℃ で あ る こ と が よ り 好 ま し く 、 ２ ３ ℃ 以 上
６ ５ ℃ 以 下 で あ る こ と が 更 に 好 ま し い 。
【 ０ ２ ０ ９ 】
　 な お 、 本 明 細 書 に お い て Ｔ ｇ は 下 記 の 式 で 計 算 さ れ る 。
　 　 　 　 　 　 　 １ ／ Ｔ ｇ ＝ Σ (Ｘ i／ Ｔ ｇ i)
【 ０ ２ １ ０ 】
　 こ こ で は 、 ポ リ マ ー は ｉ ＝ １ か ら ｎ ま で の ｎ 個 の モ ノ マ ー 成 分 が 共 重 合 し て い る と す る
。 Ｘ iは ｉ 番 目 の モ ノ マ ー の 重 量 分 率 （ Σ Ｘ ｉ ＝ １ ） 、 Ｔ ｇ iは ｉ 番 目 の モ ノ マ ー の 単 独 重
合 体 の ガ ラ ス 転 移 温 度 （ 絶 対 温 度 ） で あ る 。 た だ し Σ は ｉ ＝ １ か ら ｎ ま で の 和 を と る 。
　 尚 、 各 モ ノ マ ー の 単 独 重 合 体 ガ ラ ス の 転 移 温 度 の 値 （ Ｔ ｇ i） は Polymer Handbook(3rd 
Edition)(J.Brandrup, E.H.Immergut著 (Wiley-Interscience、 1989))の 値 を 採 用 し た 。
【 ０ ２ １ １ 】
　 バ イ ン ダ ー と な る ポ リ マ ー は 単 独 種 で 用 い て も よ い し 、 必 要 に 応 じ て ２ 種 以 上 を 併 用 し
て も 良 い 。 ま た 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が ２ ０ ℃ 以 上 の も の と ガ ラ ス 転 移 温 度 が ２ ０ ℃ 未 満 の も
の を 組 み 合 わ せ て 用 い て も よ い 。 Ｔ ｇ の 異 な る ポ リ マ ー を ２ 種 以 上 ブ レ ン ド し て 使 用 す る
場 合 に は 、 そ の 重 量 平 均 Ｔ ｇ が 上 記 の 範 囲 に 入 る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ２ １ ２ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 有 機 銀 塩 含 有 層 が 溶 媒 の ３ ０ 質 量 ％ 以 上 が 水 で あ る 塗 布 液 を 用
い て 塗 布 し 、 乾 燥 し て 形 成 さ れ る 場 合 に 、 さ ら に 有 機 銀 塩 含 有 層 の バ イ ン ダ ー が 水 系 溶 媒
（ 水 溶 媒 ） に 可 溶 ま た は 分 散 可 能 で あ る 場 合 に 、 特 に ２ ５ ℃ ６ ０ ％ Ｒ Ｈ で の 平 衡 含 水 率 が
２ 質 量 ％ 以 下 の ポ リ マ ー の ラ テ ッ ク ス か ら な る 場 合 に 性 能 が 向 上 す る 。
　 最 も 好 ま し い 形 態 は 、 イ オ ン 伝 導 度 が ２ ． ５ ｍ Ｓ ／ ｃ ｍ 以 下 に な る よ う に 調 製 さ れ た も
の で あ り 、 こ の よ う な 調 製 法 と し て ポ リ マ ー 合 成 後 分 離 機 能 膜 を 用 い て 精 製 処 理 す る 方 法
が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ２ １ ３ 】
　 こ こ で い う 前 記 ポ リ マ ー が 可 溶 ま た は 分 散 可 能 で あ る 水 系 溶 媒 と は 、 水 ま た は 水 に ７ ０
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質 量 ％ 以 下 の 水 混 和 性 の 有 機 溶 媒 を 混 合 し た も の で あ る 。
　 水 混 和 性 の 有 機 溶 媒 と し て は 、 例 え ば 、 メ チ ル ア ル コ ー ル 、 エ チ ル ア ル コ ー ル 、 プ ロ ピ
ル ア ル コ ー ル 等 の ア ル コ ー ル 系 、 メ チ ル セ ロ ソ ル ブ 、 エ チ ル セ ロ ソ ル ブ 、 ブ チ ル セ ロ ソ ル
ブ 等 の セ ロ ソ ル ブ 系 、 酢 酸 エ チ ル 、 ジ メ チ ル ホ ル ミ ア ミ ド な ど を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ２ １ ４ 】
　 ま た 「 ２ ５ ℃ ６ ０ ％ Ｒ Ｈ に お け る 平 衡 含 水 率 」 と は 、 ２ ５ ℃ ６ ０ ％ Ｒ Ｈ の 雰 囲 気 下 で 調
湿 平 衡 に あ る ポ リ マ ー の 重 量 Ｗ １ と ２ ５ ℃ で 絶 乾 状 態 に あ る ポ リ マ ー の 重 量 Ｗ ０ を 用 い て
以 下 の よ う に 表 す こ と が で き る 。
２ ５ ℃ ６ ０ ％ Ｒ Ｈ に お け る 平 衡 含 水 率 ＝ [(Ｗ １ － Ｗ ０ )/Ｗ ０ ]× １ ０ ０ (質 量 ％ )
　 含 水 率 の 定 義 と 測 定 法 に つ い て は 、 例 え ば 高 分 子 工 学 講 座 １ ４ 、 高 分 子 材 料 試 験 法 (高
分 子 学 会 編 、 地 人 書 館 )を 参 考 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ １ ５ 】
　 本 実 施 形 態 の バ イ ン ダ ー ポ リ マ ー の ２ ５ ℃ ６ ０ ％ Ｒ Ｈ に お け る 平 衡 含 水 率 は ２ 質 量 ％ 以
下 で あ る こ と が 好 ま し い が 、 よ り 好 ま し く は ０ ． ０ １ 質 量 ％ 以 上 １ ． ５ 質 量 ％ 以 下 、 さ ら
に 好 ま し く は ０ ． ０ ２ 質 量 ％ 以 上 １ 質 量 ％ 以 下 が 望 ま し い 。
【 ０ ２ １ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の バ イ ン ダ ー は 水 系 溶 媒 に 分 散 可 能 な ポ リ マ ー が 特 に 好 ま し い 。 分 散 状 態 の
例 と し て は 、 水 不 溶 な 疎 水 性 ポ リ マ ー の 微 粒 子 が 分 散 し て い る ラ テ ッ ク ス や ポ リ マ ー 分 子
が 分 子 状 態 ま た は ミ セ ル を 形 成 し て 分 散 し て い る も の な ど が あ る が 、 い ず れ も 好 ま し い 。
分 散 粒 子 の 平 均 粒 径 は １ ～ ５ ０ ０ ０ ０ ｎ ｍ 、 よ り 好 ま し く は ５ ～ １ ０ ０ ０ ｎ ｍ 程 度 の 範 囲
が 好 ま し い 。 分 散 粒 子 の 粒 径 分 布 に 関 し て は 特 に 制 限 は 無 く 、 広 い 粒 径 分 布 を 持 つ も の で
も 単 分 散 の 粒 径 分 布 を 持 つ も の で も よ い 。
【 ０ ２ １ ７ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 水 系 溶 媒 に 分 散 可 能 な ポ リ マ ー の 好 ま し い 態 様 と し て は 、 ア ク リ ル
系 ポ リ マ ー 、 ポ リ （ エ ス テ ル ） 類 、 ゴ ム 類 （ 例 え ば Ｓ Ｂ Ｒ 樹 脂 ） 、 ポ リ （ ウ レ タ ン ） 類 、
ポ リ （ 塩 化 ビ ニ ル ） 類 、 ポ リ （ 酢 酸 ビ ニ ル ） 類 、 ポ リ （ 塩 化 ビ ニ リ デ ン ） 類 、 ポ リ （ オ レ
フ ィ ン ） 類 等 の 疎 水 性 ポ リ マ ー を 好 ま し く 用 い る こ と が で き る 。 こ れ ら ポ リ マ ー と し て は
直 鎖 の ポ リ マ ー で も 枝 分 か れ し た ポ リ マ ー で も ま た 架 橋 さ れ た ポ リ マ ー で も よ い し 、 単 一
の モ ノ マ ー が 重 合 し た い わ ゆ る ホ モ ポ リ マ ー で も よ い し 、 ２ 種 類 以 上 の モ ノ マ ー が 重 合 し
た コ ポ リ マ ー で も よ い 。 コ ポ リ マ ー の 場 合 は ラ ン ダ ム コ ポ リ マ ー で も 、 ブ ロ ッ ク コ ポ リ マ
ー で も よ い 。
【 ０ ２ １ ８ 】
　 こ れ ら ポ リ マ ー の 分 子 量 は 数 平 均 分 子 量 で ５ ０ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 、 好 ま し く は １ ０
０ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ ０ ０ が よ い 。 分 子 量 が 小 さ す ぎ る も の は 乳 剤 層 の 力 学 強 度 が 不 十 分 で あ
り 、 大 き す ぎ る も の は 成 膜 性 が 悪 く 好 ま し く な い 。
【 ０ ２ １ ９ 】
　 好 ま し い ポ リ マ ー ラ テ ッ ク ス の 具 体 例 と し て は 以 下 の も の を 挙 げ る こ と が で き る 。 以 下
で は 原 料 モ ノ マ ー を 用 い て 表 し 、 括 弧 内 の 数 値 は 質 量 ％ 、 分 子 量 は 数 平 均 分 子 量 で あ る 。
多 官 能 モ ノ マ ー を 使 用 し た 場 合 は 架 橋 構 造 を 作 る た め 分 子 量 の 概 念 が 適 用 で き な い の で 架
橋 性 と 記 載 し 、 分 子 量 の 記 載 を 省 略 し た 。 Ｔ ｇ は ガ ラ ス 転 移 温 度 を 表 す 。
【 ０ ２ ２ ０ 】
P-1;-MMA(70)-EA(27)-MAA(3)-の ラ テ ッ ク ス (分 子 量 37000、 Tg61℃ )
P-2;-MMA(70)-2EHA(20)-St(5)-AA(5)-の ラ テ ッ ク ス (分 子 量 40000、 Tg59℃ )
P-3;-St(50)-Bu(47)-MAA(3)-の ラ テ ッ ク ス (架 橋 性 、 Tg-17℃ )
P-4;-St(68)-Bu(29)-AA(3)-の ラ テ ッ ク ス (架 橋 性 、 Tg17℃ )
P-5;-St(71)-Bu(26)-AA(3)-の ラ テ ッ ク ス (架 橋 性 ,Tg24℃ )
P-6;-St(70)-Bu(27)-IA(3)-の ラ テ ッ ク ス (架 橋 性 )
P-7;-St(75)-Bu(24)-AA(1)-の ラ テ ッ ク ス (架 橋 性 、 Tg29℃ )
P-8;-St(60)-Bu(35)-DVB(3)-MAA(2)-の ラ テ ッ ク ス (架 橋 性 )
P-9;-St(70)-Bu(25)-DVB(2)-AA(3)-の ラ テ ッ ク ス (架 橋 性 )
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P-10;-VC(50)-MMA(20)-EA(20)-AN(5)-AA(5)-の ラ テ ッ ク ス (分 子 量 80000)
P-11;-VDC(85)-MMA(5)-EA(5)-MAA(5)-の ラ テ ッ ク ス (分 子 量 67000)
P-12;-Et(90)-MAA(10)-の ラ テ ッ ク ス (分 子 量 12000)
P-13;-St(70)-2EHA(27)-AA(3)の ラ テ ッ ク ス （ 分 子 量 130000、 Tg43℃ ）
P-14;-MMA(63)-EA(35)- AA(2)の ラ テ ッ ク ス （ 分 子 量 33000、 Tg47℃ ）
P-15;-St(70.5)-Bu(26.5)-AA(3)-の ラ テ ッ ク ス (架 橋 性 ,Tg23℃ )
P-16;-St(69.5)-Bu(27.5)-AA(3)-の ラ テ ッ ク ス (架 橋 性 ,Tg20.5℃ )
P-17;-St(61.3)-イ ソ プ レ ン (35.5)-AA(3)-の ラ テ ッ ク ス （ 架 橋 性 ， Tg17℃ ）
P-18;-St(67)-イ ソ プ レ ン (28)-Bu(2)-AA(3)-の ラ テ ッ ク ス （ 架 橋 性 ， Tg27℃ ）
【 ０ ２ ２ １ 】
　 上 記 構 造 の 略 号 は 以 下 の モ ノ マ ー を 表 す 。 MMA； メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト 、 EA； エ チ ル ア
ク リ レ ー ト 、 MAA； メ タ ク リ ル 酸 、 2EHA； 2-エ チ ル ヘ キ シ ル ア ク リ レ ー ト 、 St； ス チ レ ン
、 Bu； ブ タ ジ エ ン 、 AA； ア ク リ ル 酸 、 DVB； ジ ビ ニ ル ベ ン ゼ ン 、 VC； 塩 化 ビ ニ ル 、 AN； ア
ク リ ロ ニ ト リ ル 、 VDC； 塩 化 ビ ニ リ デ ン 、 Et； エ チ レ ン 、 IA； イ タ コ ン 酸 。
【 ０ ２ ２ ２ 】
　 以 上 に 記 載 し た ポ リ マ ー ラ テ ッ ク ス は 市 販 も さ れ て い て 、 以 下 の よ う な ポ リ マ ー が 利 用
で き る 。 ア ク リ ル 系 ポ リ マ ー の 例 と し て は 、 セ ビ ア ン A-4635,4718， 4601（ 以 上 ダ イ セ ル
化 学 工 業 （ 株 ） 製 ） 、 Nipol Lx811、 814、 821、 820、 857（ 以 上 日 本 ゼ オ ン （ 株 ） 製 ） な
ど 、 ポ リ （ エ ス テ ル ） 類 の 例 と し て は 、 FINETEX ES650、 611、 675、 850（ 以 上 大 日 本 イ ン
キ 化 学 （ 株 ） 製 ） 、 WD-size、 WMS（ 以 上 イ ー ス ト マ ン ケ ミ カ ル 製 ） な ど 、 ポ リ （ ウ レ タ ン
） 類 の 例 と し て は 、 HYDRAN AP10、 20、 30、 40（ 以 上 大 日 本 イ ン キ 化 学 （ 株 ） 製 ） な ど 、
ゴ ム 類 の 例 と し て は 、 LACSTAR 7310K、 3307B、 4700H、 7132C（ 以 上 大 日 本 イ ン キ 化 学 （ 株
） 製 ） 、 Nipol Lx416、 410、 438C、 2507（ 以 上 日 本 ゼ オ ン （ 株 ） 製 ） な ど 、 ポ リ （ 塩 化 ビ
ニ ル ） 類 の 例 と し て は 、 G351、 G576（ 以 上 日 本 ゼ オ ン （ 株 ） 製 ） な ど 、 ポ リ （ 塩 化 ビ ニ リ
デ ン ） 類 の 例 と し て は 、 L502、 L513（ 以 上 旭 化 成 工 業 （ 株 ） 製 ） な ど 、 ポ リ （ オ レ フ ィ ン
） 類 の 例 と し て は 、 ケ ミ パ ー ル S120、 SA100（ 以 上 三 井 石 油 化 学 （ 株 ） 製 ） な ど を 挙 げ る
こ と が で き る 。
　 こ れ ら の ポ リ マ ー ラ テ ッ ク ス は 単 独 で 用 い て も よ い し 、 必 要 に 応 じ て ２ 種 以 上 ブ レ ン ド
し て も よ い 。
【 ０ ２ ２ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に 用 い ら れ る ポ リ マ ー ラ テ ッ ク ス と し て は 、 特 に 、 ス チ レ ン － ブ タ ジ エ ン 共
重 合 体 も し く は ス チ レ ン － イ ソ プ レ ン 共 重 合 体 の ラ テ ッ ク ス が 好 ま し い 。 ス チ レ ン － ブ タ
ジ エ ン 共 重 合 体 に お け る ス チ レ ン の モ ノ マ ー 単 位 と ブ タ ジ エ ン の モ ノ マ ー 単 位 と の 重 量 比
は ４ ０ ： ６ ０ ～ ９ ５ ： ５ で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 ス チ レ ン の モ ノ マ ー 単 位 と ブ タ ジ
エ ン の モ ノ マ ー 単 位 と の 共 重 合 体 に 占 め る 割 合 は ６ ０ ～ ９ ９ 質 量 ％ で あ る こ と が 好 ま し い
。 好 ま し い 分 子 量 の 範 囲 は 前 記 と 同 様 で あ る 。
　 ま た 、 本 発 明 に お け る ポ リ マ ー ラ テ ッ ク ス は 、 ア ク リ ル 酸 又 は メ タ ク リ ル 酸 を ス チ レ ン
と ブ タ ジ エ ン の 和 に 対 し て １ 質 量 ％ ～ ６ 質 量 ％ 含 有 す る こ と が 好 ま し く 、 よ り 好 ま し く は
２ 質 量 ％ ～ ５ 質 量 ％ 含 有 す る 。
　 本 発 明 に お け る ポ リ マ ー ラ テ ッ ク ス は 、 ア ク リ ル 酸 を 含 有 す る こ と が 好 ま し い 。 好 ま し
い モ ノ マ ー 含 量 の 範 囲 は 前 記 と 同 様 で あ る 。 ま た 、 ス チ レ ン － イ ソ プ レ ン 共 重 合 体 に お け
る 共 重 合 体 比 な ど は ス チ レ ン － ブ タ ジ エ ン 共 重 合 体 の 場 合 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ２ ２ ４ 】
　 本 実 施 形 態 に 用 い る こ と が 好 ま し い ス チ レ ン － ブ タ ジ エ ン 共 重 合 体 の ラ テ ッ ク ス と し て
は 、 前 記 の Ｐ － ３ ～ Ｐ － ９ ， １ ５ 、 市 販 品 で あ る LACSTAR-3307B、 7132C、 Nipol Lx416等
が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 ス チ レ ン － イ ソ プ レ ン 共 重 合 体 の 例 と し て は 前 記 の Ｐ － １ ７ ， １ ８
が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ２ ２ ５ 】
　 本 実 施 形 態 の 感 光 材 料 の 有 機 銀 塩 含 有 層 に は 必 要 に 応 じ て ゼ ラ チ ン 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ
ー ル 、 メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス 、 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス
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な ど の 親 水 性 ポ リ マ ー を 添 加 し て も よ い 。
【 ０ ２ ２ ６ 】
　 こ れ ら の 親 水 性 ポ リ マ ー の 添 加 量 は 有 機 銀 塩 含 有 層 の 全 バ イ ン ダ ー の ３ ０ 質 量 ％ 以 下 、
よ り 好 ま し く は ２ ０ 質 量 ％ 以 下 が 好 ま し い 。
【 ０ ２ ２ ７ 】
　 本 実 施 形 態 の 有 機 銀 塩 含 有 層 （ 即 ち 、 画 像 形 成 層 ） は 、 ポ リ マ ー ラ テ ッ ク ス を バ イ ン ダ
ー に 用 い て 形 成 さ れ た も の が 好 ま し い 。 有 機 銀 塩 含 有 層 の バ イ ン ダ ー の 量 は 、 全 バ イ ン ダ
ー ／ 有 機 銀 塩 の 重 量 比 が １ ／ １ ０ ～ １ ０ ／ １ 、 更 に は １ ／ ５ ～ ４ ／ １ の 範 囲 が 好 ま し い 。
【 ０ ２ ２ ８ 】
　 ま た 、 こ の よ う な 有 機 銀 塩 含 有 層 は 、 通 常 、 感 光 性 銀 塩 で あ る 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 が 含
有 さ れ た 感 光 性 層 （ 乳 剤 層 ） で も あ り 、 こ の よ う な 場 合 の 、 全 バ イ ン ダ ー ／ ハ ロ ゲ ン 化 銀
の 重 量 比 は ４ ０ ０ ～ ５ 、 よ り 好 ま し く は ２ ０ ０ ～ １ ０ の 範 囲 が 好 ま し い 。
【 ０ ２ ２ ９ 】
　 本 実 施 形 態 の 画 像 形 成 層 の 全 バ イ ン ダ ー 量 は ０ ． ２ ～ ３ ０ ｇ ／ ｍ 2 、 よ り 好 ま し く は １
～ １ ５ ｇ ／ ｍ 2 の 範 囲 が 好 ま し い 。 本 実 施 形 態 の 画 像 形 成 層 に は 架 橋 の た め の 架 橋 剤 、 塗
布 性 改 良 の た め の 界 面 活 性 剤 な ど を 添 加 し て も よ い 。
【 ０ ２ ３ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 感 光 材 料 の 有 機 銀 塩 含 有 層 塗 布 液 の 溶 媒 （ こ こ で は 簡 単 の た め 、 溶
媒 と 分 散 媒 を あ わ せ て 溶 媒 と 表 す 。 ） は 、 水 を ３ ０ 質 量 ％ 以 上 含 む 水 系 溶 媒 が 好 ま し い 。
水 以 外 の 成 分 と し て は メ チ ル ア ル コ ー ル 、 エ チ ル ア ル コ ー ル 、 イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル 、
メ チ ル セ ロ ソ ル ブ 、 エ チ ル セ ロ ソ ル ブ 、 ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド 、 酢 酸 エ チ ル な ど 任 意 の 水
混 和 性 有 機 溶 媒 を 用 い て よ い 。 溶 媒 の 水 含 有 率 は ５ ０ 質 量 ％ 以 上 が よ り 好 ま し く 、 さ ら に
好 ま し く は ７ ０ 質 量 ％ 以 上 が 良 い 。
【 ０ ２ ３ １ 】
　 好 ま し い 溶 媒 組 成 の 具 体 例 を 挙 げ る と 、 水 １ ０ ０ の 他 、 水 ／ メ チ ル ア ル コ ー ル ＝ ９ ０ ／
１ ０ 、 水 ／ メ チ ル ア ル コ ー ル ＝ ７ ０ ／ ３ ０ 、 水 ／ メ チ ル ア ル コ ー ル ／ ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ
ド ＝ ８ ０ ／ １ ５ ／ ５ 、 水 ／ メ チ ル ア ル コ ー ル ／ エ チ ル セ ロ ソ ル ブ ＝ ８ ５ ／ １ ０ ／ ５ 、 水 ／
メ チ ル ア ル コ ー ル ／ イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル ＝ ８ ５ ／ １ ０ ／ ５ な ど が あ る （ 数 値 は 質 量 ％
） 。
【 ０ ２ ３ ２ 】
（ か ぶ り 防 止 剤 の 説 明 ）
　 本 実 施 形 態 は カ ブ リ 防 止 剤 と し て 下 記 一 般 式 （ Ｈ ） で 表 さ れ る 化 合 物 を 含 有 す る の が 好
ま し い 。
【 ０ ２ ３ ３ 】
　 　 一 般 式 （ Ｈ ） 　 　 　 Ｑ － （ Ｙ ） ｎ － Ｃ （ Ｚ 1 ） （ Ｚ 2 ） Ｘ
【 ０ ２ ３ ４ 】
　 一 般 式 （ Ｈ ） に お い て 、 Ｑ は ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 ま た は ヘ テ ロ 環 基 を 表 し 、 Ｙ は ２
価 の 連 結 基 を 表 し 、 ｎ は ０ ま た は １ を 表 し 、 Ｚ 1 お よ び Ｚ 2 は ハ ロ ゲ ン 原 子 を 表 し 、 Ｘ は 水
素 原 子 ま た は 電 子 吸 引 性 基 を 表 す 。
【 ０ ２ ３ ５ 】
　 Ｑ は 好 ま し く は ハ メ ッ ト の 置 換 基 定 数 σ ｐ が 正 の 値 を と る 電 子 吸 引 性 基 で 置 換 さ れ た フ
ェ ニ ル 基 を 表 す 。 ハ メ ッ ト の 置 換 基 定 数 に 関 し て は 、 Journal of Medicinal Chemistry,1
973,Vol.16,No.11,1207-1216 等 を 参 考 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ３ ６ 】
　 こ の よ う な 電 子 吸 引 性 基 と し て は 、 例 え ば ハ ロ ゲ ン 原 子 （ フ ッ 素 原 子 （ σ ｐ 値 ： ０ ． ０
６ ） 、 塩 素 原 子 （ σ ｐ 値 ： ０ ． ２ ３ ） 、 臭 素 原 子 （ σ ｐ 値 ： ０ ． ２ ３ ） 、 ヨ ウ 素 原 子 （ σ
ｐ 値 ： ０ ． １ ８ ） ） 、 ト リ ハ ロ メ チ ル 基 （ ト リ ブ ロ モ メ チ ル （ σ ｐ 値 ： ０ ． ２ ９ ） 、 ト リ
ク ロ ロ メ チ ル （ σ ｐ 値 ： ０ ． ３ ３ ） 、 ト リ フ ル オ ロ メ チ ル （ σ ｐ 値 ： ０ ． ５ ４ ） ） 、 シ ア
ノ 基 （ σ ｐ 値 ： ０ ． ６ ６ ） 、 ニ ト ロ 基 （ σ ｐ 値 ： ０ ． ７ ８ ） 、 脂 肪 族 ・ ア リ ー ル も し く は
複 素 環 ス ル ホ ニ ル 基 （ 例 え ば 、 メ タ ン ス ル ホ ニ ル （ σ ｐ 値 ： ０ ． ７ ２ ） ） 、 脂 肪 族 ・ ア リ
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ー ル も し く は 複 素 環 ア シ ル 基 （ 例 え ば 、 ア セ チ ル （ σ ｐ 値 ： ０ ． ５ ０ ） 、 ベ ン ゾ イ ル （ σ
ｐ 値 ： ０ ． ４ ３ ） ） 、 ア ル キ ニ ル 基 （ 例 え ば 、 Ｃ ≡ Ｃ Ｈ （ σ ｐ 値 ： ０ ． ２ ３ ） ） 、 脂 肪 族
・ ア リ ー ル も し く は 複 素 環 オ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 （ 例 え ば 、 メ ト キ シ カ ル ボ ニ ル （ σ ｐ 値 ：
０ ． ４ ５ ） 、 フ ェ ノ キ シ カ ル ボ ニ ル （ σ ｐ 値 ： ０ ． ４ ４ ） ） 、 カ ル バ モ イ ル 基 （ σ ｐ 値 ：
０ ． ３ ６ ） 、 ス ル フ ァ モ イ ル 基 （ σ ｐ 値 ： ０ ． ５ ７ ） 、 ス ル ホ キ シ ド 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 ホ
ス ホ リ ル 基 等 が あ げ ら れ る 。
　 σ ｐ 値 と し て は 好 ま し く は ０ ． ２ ～ ２ ． ０ の 範 囲 で 、 よ り 好 ま し く は ０ ． ４ か ら １ ． ０
の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ２ ３ ７ 】
　 電 子 吸 引 性 基 と し て 好 ま し い の は 、 カ ル バ モ イ ル 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ア ル キ
ル ス ル ホ ニ ル 基 、 ア ル キ ル ホ ス ホ リ ル 基 、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 ア ル キ ル ま た は ア リ ー ル カ ル
ボ ニ ル 基 、 お よ び ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 で あ り 、 特 に 好 ま し く は カ ル バ モ イ ル 基 、 ア ル コ
キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ア ル キ ル ス ル ホ ニ ル 基 、 ア ル キ ル ホ ス ホ リ ル 基 で あ り 、 カ ル バ モ イ ル
基 が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ２ ３ ８ 】
　 Ｘ は 、 好 ま し く は 電 子 吸 引 性 基 で あ り 、 よ り 好 ま し く は ハ ロ ゲ ン 原 子 、 脂 肪 族 ・ ア リ ー
ル も し く は 複 素 環 ス ル ホ ニ ル 基 、 脂 肪 族 ・ ア リ ー ル も し く は 複 素 環 ア シ ル 基 、 脂 肪 族 ・ ア
リ ー ル も し く は 複 素 環 オ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 カ ル バ モ イ ル 基 、 ス ル フ ァ モ イ ル 基 で あ り 、
特 に 好 ま し く は ハ ロ ゲ ン 原 子 で あ る 。
　 ハ ロ ゲ ン 原 子 の 中 で も 、 好 ま し く は 塩 素 原 子 、 臭 素 原 子 、 ヨ ウ 素 原 子 で あ り 、 更 に 好 ま
し く は 塩 素 原 子 、 臭 素 原 子 で あ り 、 特 に 好 ま し く は 臭 素 原 子 で あ る 。
【 ０ ２ ３ ９ 】
　 Ｙ は 好 ま し く は － Ｃ （ ＝ Ｏ ） － 、 － Ｓ Ｏ － ま た は － Ｓ Ｏ 2  － を 表 し 、 よ り 好 ま し く は －
Ｃ （ ＝ Ｏ ） － 、 － Ｓ Ｏ 2  － で あ り 、 特 に 好 ま し く は － Ｓ Ｏ 2  － で あ る 。 ｎ は 、 ０ ま た は １
を 表 し 、 好 ま し く は １ で あ る 。
【 ０ ２ ４ ０ 】
　 以 下 に 本 実 施 形 態 の 一 般 式 （ Ｈ ） の 化 合 物 の 具 体 例 を 示 す が 、 本 実 施 形 態 は こ れ ら に 限
定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ２ ４ １ 】
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【 化 １ ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ４ ２ 】
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【 化 １ ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ４ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 一 般 式 （ Ｈ ） で 表 さ れ る 化 合 物 は 画 像 形 成 層 の 非 感 光 性 銀 塩 １ モ ル 当 た り
、 １ ０ - 4 ～ ０ ． ８ モ ル の 範 囲 で 使 用 す る こ と が 好 ま し く 、 よ り 好 ま し く は １ ０ - 3 ～ ０ ． １
モ ル の 範 囲 で 、 さ ら に 好 ま し く は ５ × １ ０ - 3 ～ ０ ． ０ ５ モ ル の 範 囲 で 使 用 す る こ と が 好 ま
し い 。
　 特 に 、 本 実 施 形 態 の ヨ ウ 化 銀 含 有 率 の 高 い 組 成 の ハ ロ ゲ ン 化 銀 を 用 い た 場 合 、 十 分 な か
ぶ り 防 止 効 果 を 得 る た め に は こ の 一 般 式 （ Ｈ ） の 化 合 物 の 添 加 量 は 重 要 で あ り 、 ５ × １ ０
- 3 ～ ０ ． ０ ３ モ ル の 範 囲 で 使 用 す る こ と が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ２ ４ ４ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 一 般 式 （ Ｈ ） で 表 さ れ る 化 合 物 を 感 光 材 料 に 含 有 せ し め る 方 法 と
し て は 、 前 記 還 元 剤 の 含 有 方 法 に 記 載 の 方 法 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ２ ４ ５ 】
　 一 般 式 （ Ｈ ） で 表 さ れ る 化 合 物 の 融 点 は ２ ０ ０ ℃ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し く 、 さ ら に 好
ま し く は １ ７ ０ ℃ 以 下 が よ い 。
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【 ０ ２ ４ ６ 】
　 本 実 施 形 態 に 用 い ら れ る そ の 他 の 有 機 ポ リ ハ ロ ゲ ン 化 物 と し て 、 特 開 平 11-65021号 の 段
落 番 号 0111～ 0112に 記 載 の 特 許 に 開 示 さ れ て い る も の が 挙 げ ら れ る 。 特 に 特 願 平 11-87297
号 の 式 （ Ｐ ） で 表 さ れ る 有 機 ハ ロ ゲ ン 化 合 物 、 特 開 平 10-339934号 の 一 般 式 （ II） で 表 さ
れ る 有 機 ポ リ ハ ロ ゲ ン 化 合 物 、 特 願 平 11-205330号 に 記 載 の 有 機 ポ リ ハ ロ ゲ ン 化 合 物 が 好
ま し い 。
【 ０ ２ ４ ７ 】
（ そ の 他 の か ぶ り 防 止 剤 ）
　 そ の 他 の カ ブ リ 防 止 剤 と し て は 特 開 平 11-65021号 段 落 番 号 0113の 水 銀 （ II） 塩 、 同 号 段
落 番 号 0114の 安 息 香 酸 類 、 特 開 2000-206642号 の サ リ チ ル 酸 誘 導 体 、 特 開 2000-221634号 の
式 （ Ｓ ） で 表 さ れ る ホ ル マ リ ン ス カ ベ ン ジ ャ ー 化 合 物 、 特 開 平 11-352624号 の 請 求 項 ９ に
係 る ト リ ア ジ ン 化 合 物 、 特 開 平 6-11791号 の 一 般 式 （ III） で 表 さ れ る 化 合 物 、 ４ － ヒ ド ロ
キ シ － ６ － メ チ ル － １ ,３ ,３ ａ ,７ － テ ト ラ ザ イ ン デ ン 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ２ ４ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に 用 い る こ と の で き る カ ブ リ 防 止 剤 、 安 定 剤 お よ び 安 定 剤 前 駆 体 特 開 平 10-6
2899号 の 段 落 番 号 ０ ０ ７ ０ 、 欧 州 特 許 0803764A1号 の 第 20頁 第 57行 ～ 第 21頁 第 ７ 行 に 記 載
の 特 許 の も の 、 特 開 平 9-281637号 、 同 9-329864号 記 載 の 化 合 物 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ２ ４ ９ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 熱 現 像 感 光 材 料 は カ ブ リ 防 止 を 目 的 と し て ア ゾ リ ウ ム 塩 を 含 有 し て
も 良 い 。 ア ゾ リ ウ ム 塩 と し て は 、 特 開 昭 59-193447号 記 載 の 一 般 式 （ XI） で 表 さ れ る 化 合
物 、 特 公 昭 55-12581号 記 載 の 化 合 物 、 特 開 昭 60-153039号 記 載 の 一 般 式 （ II） で 表 さ れ る
化 合 物 が 挙 げ ら れ る 。 ア ゾ リ ウ ム 塩 は 感 光 材 料 の い か な る 部 位 に 添 加 し て も 良 い が 、 添 加
層 と し て は 感 光 性 層 を 有 す る 面 の 層 に 添 加 す る こ と が 好 ま し く 、 有 機 銀 塩 含 有 層 に 添 加 す
る こ と が さ ら に 好 ま し い 。
【 ０ ２ ５ ０ 】
　 ア ゾ リ ウ ム 塩 の 添 加 時 期 と し て は 塗 布 液 調 製 の い か な る 工 程 で 行 っ て も 良 く 、 有 機 銀 塩
含 有 層 に 添 加 す る 場 合 は 有 機 銀 塩 調 製 時 か ら 塗 布 液 調 製 時 の い か な る 工 程 で も 良 い が 有 機
銀 塩 調 製 後 か ら 塗 布 直 前 が 好 ま し い 。 ア ゾ リ ウ ム 塩 の 添 加 法 と し て は 粉 末 、 溶 液 、 微 粒 子
分 散 物 な ど い か な る 方 法 で 行 っ て も 良 い 。 ま た 、 増 感 色 素 、 還 元 剤 、 色 調 剤 な ど 他 の 添 加
物 と 混 合 し た 溶 液 と し て 添 加 し て も 良 い 。
【 ０ ２ ５ １ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て ア ゾ リ ウ ム 塩 の 添 加 量 と し て は い か な る 量 で も 良 い が 、 銀 １ モ ル 当
た り １ × １ ０ - 6 モ ル 以 上 ２ モ ル 以 下 が 好 ま し く 、 １ × １ ０ - 3 モ ル 以 上 ０ ． ５ モ ル 以 下 が さ
ら に 好 ま し い 。
【 ０ ２ ５ ２ 】
（ そ の 他 の 添 加 剤 ）
　 １ ） メ ル カ プ ト 、 ジ ス ル フ ィ ド 、 お よ び チ オ ン 類
　 本 実 施 形 態 に は 現 像 を 抑 制 あ る い は 促 進 さ せ 現 像 を 制 御 す る た め 、 分 光 増 感 効 率 を 向 上
さ せ る た め 、 現 像 前 後 の 保 存 性 を 向 上 さ せ る た め な ど に メ ル カ プ ト 化 合 物 、 ジ ス ル フ ィ ド
化 合 物 、 チ オ ン 化 合 物 を 含 有 さ せ る こ と が で き 、 特 開 平 10-62899号 の 段 落 番 号 0067～ 0069
、 特 開 平 10-186572号 の 一 般 式 （ Ｉ ） で 表 さ れ る 化 合 物 及 び そ の 具 体 例 と し て 段 落 番 号 003
3～ 0052、 欧 州 特 許 公 開 第 0803764A1号 の 第 ２ ０ ペ ー ジ 第 ３ ６ ～ ５ ６ 行 、 特 願 平 11-273670
号 等 に 記 載 さ れ て い る 。 中 で も メ ル カ プ ト 置 換 複 素 芳 香 族 化 合 物 が 好 ま し い 。
【 ０ ２ ５ ３ 】
　 ２ ） 色 調 剤
　 本 実 施 形 態 の 熱 現 像 感 光 材 料 で は 色 調 剤 の 添 加 が 好 ま し く 、 色 調 剤 に つ い て は 、 特 開 平
１ ０ － ６ ２ ８ ９ ９ 号 の 段 落 番 号 ０ ０ ５ ４ ～ ０ ０ ５ ５ 、 欧 州 特 許 ０ ８ ０ ３ ７ ６ ４ Ａ １ 号 の ｐ
． ２ １ ， ２ ３ 行 ～ ４ ８ 行 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ５ ６ ３ １ ７ 号 や 特 願 ２ ０ ０ ０ － １ ８ ７ ２ ９ ８
号 に 記 載 さ れ て お り 、 特 に 、 フ タ ラ ジ ノ ン 類 （ フ タ ラ ジ ノ ン 、 フ タ ラ ジ ノ ン 誘 導 体 も し く
は 金 属 塩 ； 例 え ば ４ － （ １ － ナ フ チ ル ） フ タ ラ ジ ノ ン 、 ６ － ク ロ ロ フ タ ラ ジ ノ ン 、 ５ ， ７
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－ ジ メ ト キ シ フ タ ラ ジ ノ ン お よ び ２ ， ３ － ジ ヒ ド ロ ー １ ， ４ － フ タ ラ ジ ン ジ オ ン ） ； フ タ
ラ ジ ノ ン 類 と フ タ ル 酸 類 （ 例 え ば 、 フ タ ル 酸 、 ４ － メ チ ル フ タ ル 酸 、 ４ － ニ ト ロ フ タ ル 酸
、 フ タ ル 酸 二 ア ン モ ニ ウ ム 、 フ タ ル 酸 ナ ト リ ウ ム 、 フ タ ル 酸 カ リ ウ ム お よ び テ ト ラ ク ロ ロ
無 水 フ タ ル 酸 ） の 組 み 合 わ せ ； フ タ ラ ジ ン 類 （ フ タ ラ ジ ン 、 フ タ ラ ジ ン 誘 導 体 も し く は 金
属 塩 ； 例 え ば ４ － （ １ － ナ フ チ ル ） フ タ ラ ジ ン 、 ６ － イ ソ プ ロ ピ ル フ タ ラ ジ ン 、 ６ － ｔ －
ブ チ ル フ タ ラ ジ ン 、 ６ － ク ロ ロ フ タ ラ ジ ン 、 ５ ． ７ － ジ メ ト キ シ フ タ ラ ジ ン 、 お よ び ２ ，
３ － ジ ヒ ド ロ フ タ ラ ジ ン ） が 好 ま し く 、 特 に 、 ヨ ウ 化 銀 含 有 率 の 高 い 組 成 の ハ ロ ゲ ン 化 銀
と の 組 み 合 わ せ に お い て は 、 フ タ ラ ジ ン 類 と フ タ ル 酸 類 の 組 み 合 わ せ が 好 ま し い 。
【 ０ ２ ５ ４ 】
　 好 ま し い フ タ ラ ジ ン 類 の 添 加 量 と し て は 、 有 機 銀 塩 １ モ ル 当 た り ０ ． ０ １ モ ル ～ ０ ． ３
モ ル で あ り 、 さ ら に 好 ま し く は ０ ． ０ ２ ～ ０ ． ２ モ ル 、 特 に 好 ま し く は ０ ． ０ ２ ～ ０ ． １
モ ル で あ る 。 こ の 添 加 量 は 、 本 実 施 形 態 の ヨ ウ 化 銀 含 有 率 の 高 い 組 成 の ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤
で 課 題 で あ る 現 像 促 進 に と っ て 重 要 な 要 因 で あ り 、 適 正 な 添 加 量 の 選 択 に よ っ て 十 分 な 現
像 性 と 低 い か ぶ り の 両 立 が 可 能 と な る 。
【 ０ ２ ５ ５ 】
　 ３ ） 可 塑 剤 、 潤 滑 剤
　 本 実 施 形 態 の 感 光 性 層 に 用 い る こ と の で き る 可 塑 剤 お よ び 潤 滑 剤 に つ い て は 特 開 平 11-6
5021号 段 落 番 号 0117に 記 載 さ れ て い る 。 滑 り 剤 に つ い て は 特 開 平 11-84573号 段 落 番 号 0061
～ 0064や 特 願 平 11-106881号 段 落 番 号 0049～ 0062記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ２ ５ ６ 】
　 ４ ） 染 料 、 顔 料
　 本 実 施 形 態 の 感 光 性 層 に は 色 調 改 良 、 レ ー ザ ー 露 光 時 の 干 渉 縞 発 生 防 止 、 イ ラ ジ エ ー シ
ョ ン 防 止 の 観 点 か ら 各 種 染 料 や 顔 料 （ 例 え ば C.I.Pigment Blue 60、 C.I.Pigment Blue 64
、 C.I.Pigment Blue 15:6） を 用 い る こ と が で き る 。 こ れ ら に つ い て は WO98/36322号 、 特
開 平 10-268465号 、 同 11-338098号 等 に 詳 細 に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ２ ５ ７ 】
　 ５ ） 超 硬 調 化 剤
　 印 刷 製 版 用 途 に 適 し た 超 硬 調 画 像 形 成 の た め に は 、 画 像 形 成 層 に 超 硬 調 化 剤 を 添 加 す る
こ と が 好 ま し い 。 超 硬 調 化 剤 や そ の 添 加 方 法 及 び 添 加 量 に つ い て は 、 特 開 平 11-65021号 公
報 段 落 番 号 ０ １ １ ８ 、 特 開 平 １ １ － ２ ２ ３ ８ ９ ８ 号 公 報 段 落 番 号 ０ １ ３ ６ ～ ０ １ ９ ３ 、 特
願 平 １ １ － ８ ７ ２ ９ ７ 号 明 細 書 の 式 （ Ｈ ） 、 式 （ １ ） ～ （ ３ ） 、 式 （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） の 化 合
物 、 特 願 平 １ １ － ９ １ ６ ５ ２ 号 明 細 書 記 載 の 一 般 式 （ III） ～ （ Ｖ ） の 化 合 物 （ 具 体 的 化
合 物 ： 化 ２ １ ～ 化 ２ ４ ） 、 硬 調 化 促 進 剤 に つ い て は 特 開 平 １ １ － ６ ５ ０ ２ １ 号 公 報 段 落 番
号 ０ １ ０ ２ 、 特 開 平 １ １ － ２ ２ ３ ８ ９ ８ 号 公 報 段 落 番 号 ０ １ ９ ４ ～ ０ １ ９ ５ に 記 載 さ れ て
い る 。
【 ０ ２ ５ ８ 】
　 蟻 酸 や 蟻 酸 塩 を 強 い か ぶ ら せ 物 質 と し て 用 い る に は 、 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 を 含 有 す る 画
像 形 成 層 を 有 す る 側 に 銀 １ モ ル 当 た り ５ ミ リ モ ル 以 下 、 さ ら に は １ ミ リ モ ル 以 下 で 含 有 さ
せ る こ と が 好 ま し い 。
　 本 実 施 形 態 の 熱 現 像 感 光 材 料 で 超 硬 調 化 剤 を 用 い る 場 合 に は 五 酸 化 二 リ ン が 水 和 し て で
き る 酸 ま た は そ の 塩 を 併 用 し て 用 い る こ と が 好 ま し い 。 五 酸 化 二 リ ン が 水 和 し て で き る 酸
ま た は そ の 塩 と し て は 、 メ タ リ ン 酸 （ 塩 ） 、 ピ ロ リ ン 酸 （ 塩 ） 、 オ ル ト リ ン 酸 （ 塩 ） 、 三
リ ン 酸 （ 塩 ） 、 四 リ ン 酸 （ 塩 ） 、 ヘ キ サ メ タ リ ン 酸 （ 塩 ） な ど を 挙 げ る こ と が で き る 。 特
に 好 ま し く 用 い ら れ る 五 酸 化 二 リ ン が 水 和 し て で き る 酸 ま た は そ の 塩 と し て は 、 オ ル ト リ
ン 酸 （ 塩 ） 、 ヘ キ サ メ タ リ ン 酸 （ 塩 ） を 挙 げ る こ と が で き る 。 具 体 的 な 塩 と し て は オ ル ト
リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 オ ル ト リ ン 酸 二 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 ヘ キ サ メ タ リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 ヘ キ
サ メ タ リ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム な ど が 挙 げ ら れ る 。
　 五 酸 化 二 リ ン が 水 和 し て で き る 酸 ま た は そ の 塩 の 使 用 量 （ 感 光 材 料 １ ｍ 2 あ た り の 塗 布
量 ） は 感 度 や カ ブ リ な ど の 性 能 に 合 わ せ て 所 望 の 量 で よ い が 、 ０ ． １ ～ ５ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｍ 2

が 好 ま し く 、 ０ ． ５ ～ １ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｍ 2 が よ り 好 ま し い 。
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【 ０ ２ ５ ９ 】
（ 塗 布 液 の 調 製 お よ び 塗 布 ）
　 本 実 施 形 態 の 画 像 形 成 層 塗 布 液 の 調 製 温 度 は ３ ０ ℃ 以 上 ６ ５ ℃ 以 下 が よ く 、 さ ら に 好 ま
し い 温 度 は ３ ５ ℃ 以 上 ６ ０ ℃ 未 満 、 よ り 好 ま し い 温 度 は ３ ５ ℃ 以 上 ５ ５ ℃ 以 下 で あ る 。 ま
た 、 ポ リ マ ー ラ テ ッ ク ス 添 加 直 後 の 画 像 形 成 層 塗 布 液 の 温 度 が ３ ０ ℃ 以 上 ６ ５ ℃ 以 下 で 維
持 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ２ ６ ０ 】
２ ． 層 構 成 、 そ の 他 の 構 成 成 分
【 ０ ２ ６ １ 】
　 本 実 施 形 態 の 熱 現 像 感 光 材 料 は 、 画 像 形 成 層 に 加 え て 非 感 光 性 層 を 有 す る こ と が で き る
。 非 感 光 性 層 は 、 そ の 配 置 か ら （ a） 画 像 形 成 層 の 上 （ 支 持 体 よ り も 遠 い 側 ） に 設 け ら れ
る 表 面 保 護 層 、 （ b） 複 数 の 画 像 形 成 層 の 間 や 画 像 形 成 層 と 保 護 層 の 間 に 設 け ら れ る 中 間
層 、 （ c） 画 像 形 成 層 と 支 持 体 と の 間 に 設 け ら れ る 下 塗 り 層 、 （ d） 画 像 形 成 層 の 反 対 側 に
設 け ら れ る バ ッ ク 層 に 分 類 で き る 。
【 ０ ２ ６ ２ 】
　 ま た 、 光 学 フ ィ ル タ ー と し て 作 用 す る 層 を 設 け る こ と が で き る が 、 （ a） ま た は （ b） の
層 と し て 設 け ら れ る 。 ア ン チ ハ レ ー シ ョ ン 層 は 、 （ c） ま た は （ d） の 層 と し て 感 光 材 料 に
設 け ら れ る 。
【 ０ ２ ６ ３ 】
　 １ ） 表 面 保 護 層
　 本 実 施 形 態 に お け る 熱 現 像 感 光 材 料 は 画 像 形 成 層 の 付 着 防 止 な ど の 目 的 で 表 面 保 護 層 を
設 け る こ と が で き る 。 表 面 保 護 層 は 単 層 で も よ い し 、 複 数 層 で あ っ て も よ い 。 表 面 保 護 層
に つ い て は 、 特 開 平 11-65021号 段 落 番 号 0119～ 0120、 特 願 2000-171936号 に 記 載 さ れ て い
る 。
【 ０ ２ ６ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の 表 面 保 護 層 の バ イ ン ダ ー と し て は ゼ ラ チ ン が 好 ま し い が ポ リ ビ ニ ル ア ル コ
ー ル （ Ｐ Ｖ Ａ ） を 用 い る 若 し く は 併 用 す る こ と も 好 ま し い 。 ゼ ラ チ ン と し て は イ ナ ー ト ゼ
ラ チ ン （ 例 え ば 新 田 ゼ ラ チ ン 750） 、 フ タ ル 化 ゼ ラ チ ン （ 例 え ば 新 田 ゼ ラ チ ン 801） な ど 使
用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ６ ５ 】
　 Ｐ Ｖ Ａ と し て は 、 特 開 2000-171936号 の 段 落 番 号 0009～ 0020に 記 載 の も の が あ げ ら れ 、
完 全 け ん 化 物 の Ｐ Ｖ Ａ － １ ０ ５ 、 部 分 け ん 化 物 の Ｐ Ｖ Ａ － ２ ０ ５ ， Ｐ Ｖ Ａ － ３ ３ ５ 、 変 性
ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル の Ｍ Ｐ － ２ ０ ３ （ 以 上 、 ク ラ レ （ 株 ） 製 の 商 品 名 ） な ど が 好 ま し く
挙 げ ら れ る 。
【 ０ ２ ６ ６ 】
　 保 護 層 （ １ 層 当 た り ） の ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 塗 布 量 （ 支 持 体 １ ｍ 2 当 た り ） と し て は
０ ． ３ ～ ４ ． ０ ｇ ／ ｍ 2 が 好 ま し く 、 ０ ． ３ ～ ２ ． ０ ｇ ／ ｍ 2 が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ２ ６ ７ 】
　 表 面 保 護 層 （ １ 層 当 た り ） の 全 バ イ ン ダ ー （ 水 溶 性 ポ リ マ ー 及 び ラ テ ッ ク ス ポ リ マ ー を
含 む ） 塗 布 量 （ 支 持 体 １ ｍ 2 当 た り ） と し て は ０ ． ３ ～ ５ ． ０ ｇ ／ ｍ 2 が 好 ま し く 、 ０ ． ３
～ ２ ． ０ ｇ ／ ｍ 2 が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ２ ６ ８ 】
　 ２ ） ア ン チ ハ レ ー シ ョ ン 層
　 本 実 施 形 態 の 熱 現 像 感 光 材 料 に お い て は 、 ア ン チ ハ レ ー シ ョ ン 層 を 感 光 性 層 に 対 し て 露
光 光 源 か ら 遠 い 側 に 設 け る こ と が で き る 。 ア ン チ ハ レ ー シ ョ ン 層 に つ い て は 特 開 平 11-650
21号 段 落 番 号 0123～ 0124、 特 開 平 11-223898号 、 同 9-230531号 、 同 10-36695号 、 同 10-1047
79号 、 同 11-231457号 、 同 11-352625号 、 同 11-352626号 等 に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ２ ６ ９ 】
　 ア ン チ ハ レ ー シ ョ ン 層 に は 、 露 光 波 長 に 吸 収 を 有 す る ア ン チ ハ レ ー シ ョ ン 染 料 を 含 有 す
る 。 露 光 波 長 が 赤 外 域 に あ る 場 合 に は 赤 外 線 吸 収 染 料 を 用 い れ ば よ く 、 そ の 場 合 に は 可 視
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域 に 吸 収 を 有 し な い 染 料 が 好 ま し い 。
【 ０ ２ ７ ０ 】
　 可 視 域 に 吸 収 を 有 す る 染 料 を 用 い て ハ レ ー シ ョ ン 防 止 を 行 う 場 合 に は 、 画 像 形 成 後 に は
染 料 の 色 が 実 質 的 に 残 ら な い よ う に す る こ と が 好 ま し く 、 熱 現 像 の 熱 に よ り 消 色 す る 手 段
を 用 い る こ と が 好 ま し く 、 特 に 非 感 光 性 層 に 熱 消 色 染 料 と 塩 基 プ レ カ ー サ ー と を 添 加 し て
ア ン チ ハ レ ー シ ョ ン 層 と し て 機 能 さ せ る こ と が 好 ま し い 。 こ れ ら の 技 術 に つ い て は 特 開 平
11-231457号 等 に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ２ ７ １ 】
　 消 色 染 料 の 添 加 量 は 、 染 料 の 用 途 に よ り 決 定 す る 。 一 般 に は 、 目 的 と す る 波 長 で 測 定 し
た と き の 光 学 濃 度 （ 吸 光 度 ） が ０ ． １ を 越 え る 量 で 使 用 す る 。 光 学 濃 度 は 、 ０ ． ２ ～ ２ で
あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な 光 学 濃 度 を 得 る た め の 染 料 の 使 用 量 は 、 一 般 に ０ ． ０ ０
１ ～ １ ｇ ／ ｍ 2 程 度 で あ る 。
【 ０ ２ ７ ２ 】
　 な お 、 こ の よ う に 染 料 を 消 色 す る と 、 熱 現 像 後 の 光 学 濃 度 を ０ ． １ 以 下 に 低 下 さ せ る こ
と が で き る 。 二 種 類 以 上 の 消 色 染 料 を 、 熱 消 色 型 記 録 材 料 や 熱 現 像 感 光 材 料 に お い て 併 用
し て も よ い 。 同 様 に 、 二 種 類 以 上 の 塩 基 プ レ カ ー サ ー を 併 用 し て も よ い 。
【 ０ ２ ７ ３ 】
　 こ の よ う な 消 色 染 料 と 塩 基 プ レ カ ー サ ー を 用 い る 熱 消 色 に お い て は 、 特 開 平 11-352626
号 に 記 載 の よ う な 塩 基 プ レ カ ー サ ー と 混 合 す る と 融 点 を ３ ℃ 以 上 降 下 さ せ る 物 質 （ 例 え ば
、 ジ フ ェ ニ ル ス ル ホ ン 、 ４ － ク ロ ロ フ ェ ニ ル （ フ ェ ニ ル ） ス ル ホ ン ） を 併 用 す る こ と が 熱
消 色 性 等 の 点 で 好 ま し い 。
【 ０ ２ ７ ４ 】
　 ３ ） バ ッ ク 層
　 本 実 施 形 態 に 適 用 す る こ と の で き る バ ッ ク 層 に つ い て は 特 開 平 11-65021号 段 落 番 号 0128
～ 0130に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ２ ７ ５ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 銀 色 調 、 画 像 の 経 時 変 化 を 改 良 す る 目 的 で ３ ０ ０ ～ ４ ５ ０ ｎ ｍ
に 吸 収 極 大 を 有 す る 着 色 剤 を 添 加 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 着 色 剤 は 、 特 開 昭 62-210
458号 、 同 63-104046号 、 同 63-103235号 、 同 63-208846号 、 同 63-306436号 、 同 63-314535号
、 特 開 平 01-61745号 、 特 願 平 11-276751号 な ど に 記 載 さ れ て い る 。 こ の よ う な 着 色 剤 は 、
通 常 、 ０ ． １ ｍ ｇ ／ ｍ 2 ～ １ ｇ ／ ｍ 2の 範 囲 で 添 加 さ れ 、 添 加 す る 層 と し て は 感 光 性 層 の 反
対 側 に 設 け ら れ る バ ッ ク 層 が 好 ま し い 。
【 ０ ２ ７ ６ 】
　 ４ ） マ ッ ト 剤
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 搬 送 性 改 良 の た め に マ ッ ト 剤 を 表 面 保 護 層 、 お よ び バ ッ ク 層 に 添
加 す る こ と が 好 ま し い 。 マ ッ ト 剤 に つ い て は 、 特 開 平 11-65021号 段 落 番 号 0126～ 0127に 記
載 さ れ て い る 。
　 マ ッ ト 剤 は 感 光 材 料 １ ｍ 2 当 た り の 塗 布 量 で 示 し た 場 合 、 好 ま し く は １ ～ ４ ０ ０ ｍ ｇ ／
ｍ 2 、 よ り 好 ま し く は ５ ～ ３ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｍ 2 で あ る 。
【 ０ ２ ７ ７ 】
　 ま た 、 乳 剤 面 の マ ッ ト 度 は 、 画 像 部 に 小 さ な 白 抜 け が 生 じ 、 光 漏 れ が 発 生 す る い わ ゆ る
星 屑 故 障 が 生 じ な け れ ば い か よ う で も 良 い が 、 ベ ッ ク 平 滑 度 が ３ ０ 秒 以 上 ２ ０ ０ ０ 秒 以 下
が 好 ま し く 、 特 に ４ ０ 秒 以 上 １ ５ ０ ０ 秒 以 下 が 好 ま し い 。 ベ ッ ク 平 滑 度 は 、 日 本 工 業 規 格
（ Ｊ Ｉ Ｓ ） P8119「 紙 お よ び 板 紙 の ベ ッ ク 試 験 器 に よ る 平 滑 度 試 験 方 法 」 お よ び TAPPI標 準
法 T479に よ り 容 易 に 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ７ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て バ ッ ク 層 の マ ッ ト 度 と し て は ベ ッ ク 平 滑 度 が １ ２ ０ ０ 秒 以 下 １ ０ 秒
以 上 が 好 ま し く 、 ８ ０ ０ 秒 以 下 ２ ０ 秒 以 上 が 好 ま し く 、 さ ら に 好 ま し く は ５ ０ ０ 秒 以 下 ４
０ 秒 以 上 で あ る 。
【 ０ ２ ７ ９ 】
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　 本 実 施 形 態 に お い て 、 マ ッ ト 剤 は 感 光 材 料 の 最 外 表 面 層 も し く は 最 外 表 面 層 と し て 機 能
す る 層 、 あ る い は 外 表 面 に 近 い 層 に 含 有 さ れ る の が 好 ま し く 、 ま た い わ ゆ る 保 護 層 と し て
作 用 す る 層 に 含 有 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ２ ８ ０ 】
　 ５ ） ポ リ マ ー ラ テ ッ ク ス
　 本 実 施 形 態 の 表 面 保 護 層 や バ ッ ク 層 に ポ リ マ ー ラ テ ッ ク ス を 添 加 す る こ と が で き る 。
　 こ の よ う な ポ リ マ ー ラ テ ッ ク ス に つ い て は 「 合 成 樹 脂 エ マ ル ジ ョ ン （ 奥 田 平 、 稲 垣 寛 編
集 、 高 分 子 刊 行 会 発 行 （ １ ９ ７ ８ ） ） 」 、 「 合 成 ラ テ ッ ク ス の 応 用 （ 杉 村 孝 明 、 片 岡 靖 男
、 鈴 木 聡 一 、 笠 原 啓 司 編 集 、 高 分 子 刊 行 会 発 行 （ １ ９ ９ ３ ） ） 」 、 「 合 成 ラ テ ッ ク ス の 化
学 （ 室 井 宗 一 著 、 高 分 子 刊 行 会 発 行 （ １ ９ ７ ０ ） ） 」 な ど に も 記 載 さ れ 、 具 体 的 に は メ チ
ル メ タ ク リ レ ー ト （ ３ ３ ． ５ 質 量 ％ ） ／ エ チ ル ア ク リ レ ー ト （ ５ ０ 質 量 ％ ） ／ メ タ ク リ ル
酸 （ １ ６ ． ５ 質 量 ％ ） コ ポ リ マ ー の ラ テ ッ ク ス 、 メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト （ ４ ７ ． ５ 質 量 ％
） ／ ブ タ ジ エ ン （ ４ ７ ． ５ 質 量 ％ ） ／ イ タ コ ン 酸 （ ５ 質 量 ％ ） コ ポ リ マ ー の ラ テ ッ ク ス 、
エ チ ル ア ク リ レ ー ト ／ メ タ ク リ ル 酸 の コ ポ リ マ ー の ラ テ ッ ク ス 、 メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト （
５ ８ ． ９ 質 量 ％ ） ／ ２ － エ チ ル ヘ キ シ ル ア ク リ レ ー ト （ ２ ５ ． ４ 質 量 ％ ） ／ ス チ レ ン （ ８
． ６ 質 量 ％ ） ／ ２ － ヒ ド ロ キ シ エ チ ル メ タ ク リ レ ー ト （ ５ ． １ 質 量 ％ ） ／ ア ク リ ル 酸 （ ２
． ０ 質 量 ％ ） コ ポ リ マ ー の ラ テ ッ ク ス 、 メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト （ ６ ４ ． ０ 質 量 ％ ） ／ ス チ
レ ン （ ９ ． ０ 質 量 ％ ）  ／ ブ チ ル ア ク リ レ ー ト （ ２ ０ ． ０ 質 量 ％ ） ／ ２ － ヒ ド ロ キ シ エ チ
ル メ タ ク リ レ ー ト （ ５ ． ０ 質 量 ％ ） ／ ア ク リ ル 酸 （ ２ ． ０ 質 量 ％ ） コ ポ リ マ ー の ラ テ ッ ク
ス な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ２ ８ １ 】
　 ポ リ マ ー ラ テ ッ ク ス は 、 表 面 保 護 層 、 あ る い は バ ッ ク 層 の 全 バ イ ン ダ ー （ 水 溶 性 ポ リ マ
ー お よ び ラ テ ッ ク ス ポ リ マ ー を 含 む ） の １ ０ 質 量 ％ ～ ９ ０ 質 量 ％ 用 い る の が 好 ま し く 、 特
に ２ ０ 質 量 ％ ～ ８ ０ 質 量 ％ が 好 ま し い 。
【 ０ ２ ８ ２ 】
　 ６ ） 膜 面 ｐ Ｈ
　 本 実 施 形 態 の 熱 現 像 感 光 材 料 は 、 熱 現 像 処 理 前 の 膜 面 ｐ Ｈ が ７ ． ０ 以 下 で あ る こ と が 好
ま し く 、 さ ら に 好 ま し く は ６ ． ６ 以 下 で あ る 。 そ の 下 限 に は 特 に 制 限 は な い が 、 ３ 程 度 で
あ る 。 最 も 好 ま し い ｐ Ｈ 範 囲 は ４ ～ ６ ． ２ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ２ ８ ３ 】
　 膜 面 ｐ Ｈ の 調 節 は フ タ ル 酸 誘 導 体 な ど の 有 機 酸 や 硫 酸 な ど の 不 揮 発 性 の 酸 、 ア ン モ ニ ア
な ど の 揮 発 性 の 塩 基 を 用 い る こ と が 、 膜 面 ｐ Ｈ を 低 減 さ せ る と い う 観 点 か ら 好 ま し い 。 特
に ア ン モ ニ ア は 揮 発 し や す く 、 塗 布 す る 工 程 や 熱 現 像 さ れ る 前 に 除 去 で き る こ と か ら 低 膜
面 ｐ Ｈ を 達 成 す る 上 で 好 ま し い 。 ま た 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム や 水 酸 化 カ リ ウ ム 、 水 酸 化 リ チ
ウ ム 等 の 不 揮 発 性 の 塩 基 と ア ン モ ニ ア を 併 用 す る こ と も 好 ま し く 用 い ら れ る 。 な お 、 膜 面
ｐ Ｈ の 測 定 方 法 は 、 特 願 平 11-87297号 明 細 書 の 段 落 番 号 ０ １ ２ ３ に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ２ ８ ４ 】
　 ７ ） 硬 膜 剤
　 本 実 施 形 態 の 感 光 性 層 、 保 護 層 、 バ ッ ク 層 な ど 各 層 に は 硬 膜 剤 を 用 い て も 良 い 。
　 硬 膜 剤 の 例 と し て は T.H.James著 "THE THEORY OF THE PHOTOGRAPHIC PROCESS FOURTH ED
ITION"(Macmillan Publishing Co., Inc.刊 、 1977年 刊 )７ ７ 頁 か ら ８ ７ 頁 に 記 載 の 各 方 法
が あ り 、 ク ロ ム み ょ う ば ん 、 ２ ,４ － ジ ク ロ ロ － ６ － ヒ ド ロ キ シ － ｓ － ト リ ア ジ ン ナ ト リ
ウ ム 塩 、 Ｎ ,Ｎ － エ チ レ ン ビ ス （ ビ ニ ル ス ル フ ォ ン ア セ ト ア ミ ド ） 、 Ｎ ,Ｎ － プ ロ ピ レ ン ビ
ス （ ビ ニ ル ス ル フ ォ ン ア セ ト ア ミ ド ） の 他 、 同 書 ７ ８ 頁 な ど 記 載 の 多 価 金 属 イ オ ン 、 米 国
特 許 4,281,060号 、 特 開 平 6-208193号 な ど の ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト 類 、 米 国 特 許 4,791,042号
な ど の エ ポ キ シ 化 合 物 類 、 特 開 昭 62-89048号 な ど の ビ ニ ル ス ル ホ ン 系 化 合 物 類 が 好 ま し く
用 い ら れ る 。
【 ０ ２ ８ ５ 】
　 硬 膜 剤 は 溶 液 と し て 添 加 さ れ 、 こ の 溶 液 の 保 護 層 塗 布 液 中 へ の 添 加 時 期 は 、 塗 布 す る １
８ ０ 分 前 か ら 直 前 、 好 ま し く は ６ ０ 分 前 か ら １ ０ 秒 前 で あ る が 、 混 合 方 法 及 び 混 合 条 件 に
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つ い て は 本 実 施 形 態 の 効 果 が 十 分 に 現 れ る 限 り に お い て は 特 に 制 限 は な い 。
【 ０ ２ ８ ６ 】
　 具 体 的 な 混 合 方 法 と し て は 添 加 流 量 と コ ー タ ー へ の 送 液 量 か ら 計 算 し た 平 均 滞 留 時 間 を
所 望 の 時 間 と な る よ う に し た タ ン ク で の 混 合 す る 方 法 や N.Harnby、 M.F.Edwards、 A.W.Nie
now著 、 高 橋 幸 司 訳 "液 体 混 合 技 術 "（ 日 刊 工 業 新 聞 社 刊 、 1989年 ） の 第 ８ 章 等 に 記 載 さ れ
て い る ス タ チ ッ ク ミ キ サ ー な ど を 使 用 す る 方 法 が あ る 。
【 ０ ２ ８ ７ 】
　 ８ ） 界 面 活 性 剤
　 本 実 施 形 態 に 適 用 で き る 界 面 活 性 剤 に つ い て は 特 開 平 11-65021号 段 落 番 号 0132に 記 載 さ
れ て い る 。
　 本 実 施 形 態 で は フ ッ 素 系 界 面 活 性 剤 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 フ ッ 素 系 界 面 活 性 剤 の
好 ま し い 具 体 例 は 特 開 平 10-197985号 、 特 開 2000-19680号 、 特 開 2000-214554号 等 に 記 載 さ
れ て い る 化 合 物 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 特 開 平 9-281636号 記 載 の 高 分 子 フ ッ 素 系 界 面 活 性 剤
も 好 ま し く 用 い ら れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 特 願 2000-206560号 記 載 の フ ッ 素 系 界 面
活 性 剤 の 使 用 が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ２ ８ ８ 】
　 ９ ） 帯 電 防 止 剤
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 公 知 の 種 々 の 金 属 酸 化 物 あ る い は 導 電 性 ポ リ マ ー な ど を 含 む 帯
電 防 止 層 を 有 し て も 良 い 。 帯 電 防 止 層 は 前 述 の 下 塗 り 層 、 バ ッ ク 層 表 面 保 護 層 な ど と 兼 ね
て も 良 く 、 ま た 別 途 設 け て も よ い 。 帯 電 防 止 層 に つ い て は 、 特 開 平 11-65021号 段 落 番 号 01
35、 特 開 昭 56-143430号 、 同 56-143431号 、 同 58-62646号 、 同 56-120519号 、 特 開 平 11-8457
3号 の 段 落 番 号 0040～ 0051、 米 国 特 許 第 5,575,957号 、 特 開 平 11-223898号 の 段 落 番 号 0078
～ 0084に 記 載 の 技 術 を 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ８ ９ 】
　 １ ０ ） 支 持 体
　 透 明 支 持 体 は 二 軸 延 伸 時 に フ ィ ル ム 中 に 残 存 す る 内 部 歪 み を 緩 和 さ せ 、 熱 現 像 処 理 中 に
発 生 す る 熱 収 縮 歪 み を な く す た め に 、 １ ３ ０ ～ １ ８ ５ ℃ の 温 度 範 囲 で 熱 処 理 を 施 し た ポ リ
エ ス テ ル 、 特 に ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト が 好 ま し く 用 い ら れ る 。
【 ０ ２ ９ ０ 】
　 紫 外 発 光 ス ク リ ー ン と 組 合 せ て 用 い ら れ る 熱 現 感 光 材 料 の 支 持 体 と し て は 、 Ｐ Ｅ Ｎ を 好
ま し く 用 い る こ と が で き る 。 た だ し こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 Ｐ Ｅ Ｎ と し て は ポ リ
エ チ レ ン － ２ ， ６ － ナ フ タ レ ー ト が 好 ま し い 。 本 実 施 形 態 に い う ポ リ エ チ レ ン － ２ ， ６ －
ナ フ タ レ ー ト と は 、 そ の 繰 返 し 構 造 単 位 が 実 質 的 に エ チ レ ン － ２ ， ６ － ナ フ タ レ ン ジ カ ル
ボ キ シ レ ー ト 単 位 か ら 構 成 さ れ る も の で あ れ ば よ く 、 共 重 合 さ れ な い ポ リ エ チ レ ン － ２ ，
６ － ナ フ タ レ ン ジ カ ル ボ キ シ レ ー ト の み な ら ず 繰 返 し 構 造 単 位 の 数 の １ ０ ％ 以 下 、 好 ま し
く は ５ ％ 以 下 が 他 の 成 分 で 変 性 さ れ た よ う な 共 重 合 体 、 及 び 他 の ポ リ マ ー と の 混 合 物 、 組
成 物 を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ２ ９ １ 】
　 ポ リ エ チ レ ン － ２ ， ６ － ナ フ タ レ ー ト は ナ フ タ リ ン － ２ ， ６ － ジ カ ル ボ ン 酸 、 ま た は そ
の 機 能 的 誘 導 体 、 お よ び エ チ レ ン グ リ コ ー ル ま た は そ の 機 能 的 誘 導 体 と を 触 媒 の 存 在 下 で
適 当 な 反 応 条 件 の 下 に 結 合 せ し め る こ と に よ っ て 合 成 さ れ る が 、 本 実 施 形 態 に い う ポ リ エ
チ レ ン － ２ ， ６ － ナ フ タ レ ー ト に は 、 こ の ポ リ エ チ レ ン － ２ ， ６ － ナ フ タ レ ー ト の 重 合 完
結 前 に 適 当 な １ 種 又 は ２ 種 以 上 の 第 三 成 分 （ 変 性 剤 ） を 添 加 し 共 重 合 ま た は 混 合 ポ リ エ ス
テ ル と し た も の で あ っ て も よ い 。 適 当 な 第 三 成 分 と し て は 、 ２ 価 の エ ス テ ル 形 成 官 能 基 を
有 す る 化 合 物 、 例 え ば シ ュ ウ 酸 、 ア ジ ピ ン 酸 、 フ タ ル 酸 、 イ ソ フ タ ル 酸 、 テ レ フ タ ル 酸 、
ナ フ タ レ ン － ２ ， ７ － ジ カ ル ボ ン 酸 、 コ ハ ク 酸 、 ジ フ ェ ニ ル エ ー テ ル ジ カ ル ボ ン 酸 等 の ジ
カ ル ボ ン 酸 、 ま た は そ の 低 級 ア ル キ ル エ ス テ ル 、 ｐ － オ キ シ 安 息 香 酸 、 ｐ － オ キ シ エ ト キ
シ 安 息 香 酸 の 如 き オ キ シ カ ル ボ ン 酸 、 ま た は そ の 低 級 ア ル キ ル エ ス テ ル 、 あ る い は プ ロ ピ
レ ン グ リ コ ー ル 、 ト リ メ チ レ ン グ リ コ ー ル の 如 き ２ 価 ア ル コ ー ル 類 等 の 化 合 物 が あ げ ら れ
る 。 ポ リ エ チ レ ン － ２ ， ６ － ナ フ タ レ ー ト ま た は そ の 変 性 重 合 体 は 、 例 え ば 安 息 香 酸 、 ベ
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ン ゾ イ ル 安 息 香 酸 、 ベ ン ジ ル オ キ シ 安 息 香 酸 、 メ ト キ シ ポ リ ア ル キ レ ン グ リ コ ー ル な ど の
１ 官 能 性 化 合 物 に よ っ て 末 端 の 水 酸 基 お よ び ／ ま た は カ ル ボ キ シ ル 基 を 封 鎖 し た も の で あ
っ て も よ く 、 あ る い は 、 例 え ば 極 く 少 量 の グ リ セ リ ン 、 ペ ン タ エ リ ス リ ト ー ル の 如 き ３ 官
能 、 ４ 官 能 エ ス テ ル 形 成 化 合 物 で 実 質 的 に 線 状 の 共 重 合 体 が 得 ら れ る 範 囲 内 で 変 性 さ れ た
も の で も よ い 。
【 ０ ２ ９ ２ 】
　 医 療 用 の 熱 現 像 感 光 材 料 の 場 合 、 透 明 支 持 体 は 青 色 染 料 （ 例 え ば 、 特 開 平 8-240877号 実
施 例 記 載 の 染 料 -1） で 着 色 さ れ て い て も よ い し 、 無 着 色 で も よ い 。
　 具 体 的 な 支 持 体 の 例 は 、 特 開 平 11-65021同 号 段 落 番 号 0134に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ２ ９ ３ 】
　 支 持 体 に は 、 特 開 平 11-84574号 の 水 溶 性 ポ リ エ ス テ ル 、 同 10-186565号 の ス チ レ ン ブ タ
ジ エ ン 共 重 合 体 、 特 開 2000-39684号 や 特 願 平 11-106881号 段 落 番 号 0063～ 0080の 塩 化 ビ ニ
リ デ ン 共 重 合 体 な ど の 下 塗 り 技 術 を 適 用 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ２ ９ ４ 】
　 １ １ ） そ の 他 の 添 加 剤
　 熱 現 像 感 光 材 料 に は 、 さ ら に 、 酸 化 防 止 剤 、 安 定 化 剤 、 可 塑 剤 、 紫 外 線 吸 収 剤 あ る い は
被 覆 助 剤 を 添 加 し て も よ い 。 特 開 平 11-65021号 段 落 番 号 0133の 記 載 の 溶 剤 を 添 加 し て も 良
い 。 各 種 の 添 加 剤 は 、 感 光 性 層 あ る い は 非 感 光 性 層 の い ず れ か に 添 加 す る 。 そ れ ら に つ い
て WO98/36322号 、 EP803764A1号 、 特 開 平 10-186567号 、 同 10-18568号 等 を 参 考 に す る こ と
が で き る 。
【 ０ ２ ９ ５ 】
　 １ ２ ） 塗 布 方 式
　 本 実 施 形 態 に お け る 熱 現 像 感 光 材 料 は い か な る 方 法 で 塗 布 さ れ て も 良 い 。 具 体 的 に は 、
エ ク ス ト ル ー ジ ョ ン コ ー テ ィ ン グ 、 ス ラ イ ド コ ー テ ィ ン グ 、 カ ー テ ン コ ー テ ィ ン グ 、 浸 漬
コ ー テ ィ ン グ 、 ナ イ フ コ ー テ ィ ン グ 、 フ ロ ー コ ー テ ィ ン グ 、 ま た は 米 国 特 許 第 2,681,294
号 に 記 載 の 種 類 の ホ ッ パ ー を 用 い る 押 出 コ ー テ ィ ン グ を  含 む 種 々 の コ ー テ ィ ン グ 操 作 が
用 い ら れ 、 Stephen F. Kistler、 Petert M. Schweizer著 "LIQUID FILM COATING"（ CHAPMA
N & HALL社 刊 、 1997年 ） 399頁 か ら 536頁 記 載 の エ ク ス ト ル ー ジ ョ ン コ ー テ ィ ン グ 、 ま た は
ス ラ イ ド コ ー テ ィ ン グ 好 ま し く 用 い ら れ 、 特 に 好 ま し く は ス ラ イ ド コ ー テ ィ ン グ が 用 い ら
れ る 。
【 ０ ２ ９ ６ 】
　 ス ラ イ ド コ ー テ ィ ン グ に 使 用 さ れ る ス ラ イ ド コ ー タ ー の 形 状 の 例 は 同 書 427頁 の Figure 
11b.1に  あ る 。 ま た 、 所 望 に よ り 同 書 399頁 か ら 536頁 記 載 の 方 法 、 米 国 特 許 第 2,761,791 
号 お よ び 英 国 特 許 第 837,095号 に 記 載 の 方 法 に よ り ２ 層 ま た は そ れ 以 上 の 層 を 同 時 に 被 覆
す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ９ ７ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 有 機 銀 塩 含 有 層 塗 布 液 は 、 い わ ゆ る チ キ ソ ト ロ ピ ー 流 体 で あ る こ と
が 好 ま し い 。 こ の 技 術 に つ い て は 特 開 平 11-52509号 を 参 考 に す る こ と が で き る 。
　 本 実 施 形 態 に お け る 有 機 銀 塩 含 有 層 塗 布 液 は 剪 断 速 度 ０ ． １ Ｓ - 1 に お け る 粘 度 は ４ ０ ０
ｍ Ｐ ａ ・ ｓ 以 上 １ ０ ０ ,０ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ 以 下 が 好 ま し く 、 さ ら に 好 ま し く は ５ ０ ０ ｍ Ｐ
ａ ・ ｓ 以 上 ２ ０ ,０ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ 以 下 で あ る 。
　 ま た 、 剪 断 速 度 １ ０ ０ ０ Ｓ - 1 に お い て は １ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ 以 上 ２ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ 以 下 が 好 ま
く 、 さ ら に 好 ま し く は ５ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ 以 上 ８ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ 以 下 で あ る 。
【 ０ ２ ９ ８ 】
　 １ ３ ） 包 装 材 料
　 本 実 施 形 態 の 熱 現 像 感 光 材 料 は 、 使 用 さ れ る 前 の 保 存 時 に 写 真 性 能 の 変 質 を 防 ぐ た め 、
あ る い は ロ ー ル 状 態 の 製 品 形 態 の 場 合 に は カ ー ル し た り 巻 き 癖 が 付 く の を 防 ぐ た め に 、 酸
素 透 過 率 お よ び ／ ま た は 水 分 透 過 率 の 低 い 包 装 材 料 で 密 閉 包 装 す る の が 好 ま し い 。 酸 素 透
過 率 は 、 ２ ５ ℃ で ５ ０ ｍ ｌ ／ ａ ｔ ｍ ／ ｍ 2 ・ ｄ ａ ｙ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し く 、 よ り 好 ま
し く は １ ０ ｍ ｌ ／ ａ ｔ ｍ ／ ｍ 2 ・ ｄ ａ ｙ 以 下 で あ り 、 さ ら に 好 ま し く は １ ． ０ ｍ ｌ ／ ａ ｔ
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ｍ ／ ｍ 2 ・ ｄ ａ ｙ 以 下 で あ る 。 水 分 透 過 率 は 、 １ ０ ｇ ／ ａ ｔ ｍ ／ ｍ 2 ・ ｄ ａ ｙ 以 下 で あ る こ
と が 好 ま し く 、 よ り 好 ま し く は ５ ｇ ／ ａ ｔ ｍ ／ ｍ 2 ・ ｄ ａ ｙ 以 下 で あ り 、 さ ら に 好 ま し く
は １ ｇ ／ ａ ｔ ｍ ／ ｍ 2 ・ ｄ ａ ｙ 以 下 で あ る 。 酸 素 透 過 率 お よ び ／ ま た は 水 分 透 過 率 の 低 い
包 装 材 料 の 具 体 例 と し て は 、 例 え ば 特 開 平 8-254793号 、 特 開 2000-206653号 に 記 載 さ れ て
い る も の を 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ９ ９ 】
　 １ ４ ） そ の 他 の 利 用 で き る 技 術
　 本 実 施 形 態 の 熱 現 像 感 光 材 料 に 用 い る こ と の で き る 技 術 と し て は 、 EP803764A1号 、 EP88
3022A1号 、 WO98/36322号 、 特 開 昭 56-62648号 、 同 58-62644号 、 特 開 平 9-43766、 同 9-28163
7、 同 9-297367号 、 同 9-304869号 、 同 9-311405号 、 同 9-329865号 、 同 10-10669号 、 同 10-62
899号 、 同 10-69023号 、 同 10-186568号 、 同 10-90823号 、 同 10-171063号 、 同 10-186565号 、
同 10-186567号 、 同 10-186569号 ～ 同 10-186572号 、 同 10-197974号 、 同 10-197982号 、 同 10-
197983号 、 同 10-197985号 ～ 同 10-197987号 、 同 10-207001号 、 同 10-207004号 、 同 10-22180
7号 、 同 10-282601号 、 同 10-288823号 、 同 10-288824号 、 同 10-307365号 、 同 10-312038号 、
同 10-339934号 、 同 11-7100号 、 同 11-15105号 、 同 11-24200号 、 同 11-24201号 、 同 11-30832
号 、 同 11-84574号 、 同 11-65021号 、 同 11-109547号 、 同 11-125880号 、 同 11-129629号 、 同 1
1-133536号 ～ 同 11-133539号 、 同 11-133542号 、 同 11-133543号 、 同 11-223898号 、 同 11-352
627号 、 同 11-305377号 、 同 11-305378号 、 同 11-305384号 、 同 11-305380号 、 同 11-316435号
、 同 11-327076号 、 同 11-338096号 、 同 11-338098号 、 同 11-338099号 、 同 11-343420号 、 特
開 2000-187298号 、 同 2001-200414号 、 同 2001-234635号 、 同 2002-20699号 、 同 2001-275471
号 、 同 2001-275461号 、 同 2000-313204号 、 同 2001-292844号 、 同 2000-324888号 、 同 2001-2
93864号 、 同 2001-348546号 も 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ３ ０ ０ 】
　 １ ５ ） カ ラ ー 画 像 形 成
　 多 色 カ ラ ー 熱 現 像 感 光 材 料 の 構 成 は 、 各 色 に つ い て こ れ ら の 二 層 の 組 合 せ を 含 ん で よ く
、 ま た 、 米 国 特 許 第 4,708,928号 に 記 載 さ れ て い る よ う に 単 一 層 内 に 全 て の 成 分 を 含 ん で
い て も よ い 。
　 多 色 カ ラ ー 熱 現 像 感 光 材 料 の 場 合 、 各 乳 剤 層 は 、 一 般 に 、 米 国 特 許 第 4,460,681号 に 記
載 さ れ て い る よ う に 、 各 感 光 性 層 の 間 に 官 能 性 も し く は 非 官 能 性 の バ リ ア ー 層 を 使 用 す る
こ と に よ り 、 互 い に 区 別 さ れ て 保 持 さ れ る 。
【 ０ ３ ０ １ 】
３ ． 画 像 形 成 方 法
３ － １ ． 露 光
　 本 実 施 形 態 の 熱 現 像 感 光 材 料 は 、 支 持 体 の 片 面 に の み 画 像 形 成 層 を 有 す る 「 片 面 型 」 で
あ っ て も 、 両 面 に 画 像 形 成 層 を 有 す る 両 面 型 で あ っ て も 良 い 。
（ 両 面 型 熱 現 像 感 光 材 料 ）
　 本 実 施 形 態 の 熱 現 像 感 光 材 料 は 、 Ｘ 線 増 感 ス ク リ ー ン を 用 い て Ｘ 線 画 像 を 記 録 す る 画 像
形 成 方 法 に 好 ま し く 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ３ ０ ２ 】
３ ． 画 像 形 成 方 法
３ － １ ． 露 光
　 本 実 施 形 態 の 熱 現 像 感 光 材 料 は 、 支 持 体 の 片 面 に の み 画 像 形 成 層 を 有 す る 「 片 面 型 」 で
あ っ て も 、 両 面 に 画 像 形 成 層 を 有 す る 両 面 型 で あ っ て も 良 い 。
（ 両 面 型 熱 現 像 感 光 材 料 ）
　 本 実 施 形 態 の 熱 現 像 感 光 材 料 は 、 Ｘ 線 増 感 ス ク リ ー ン を 用 い て Ｘ 線 画 像 を 記 録 す る 画 像
形 成 方 法 に 好 ま し く 用 い る こ と が で き る 。
　 該 画 像 形 成 方 法 は 、 Ｘ 線 増 感 ス ク リ ー ン の 主 発 光 ピ ー ク 波 長 と 同 一 の 波 長 を 有 し 、 か つ
半 値 幅 が １ ５ ± ５ ｎ ｍ で あ る 単 色 光 で 露 光 し 、 熱 現 像 処 理 し た 後 、 露 光 面 と は 逆 側 の 画 像
形 成 層 を 除 去 し て 得 ら れ る 画 像 の 濃 度 が 最 低 濃 度 に ０ ． ５ を 加 え た 濃 度 と な る の に 必 要 な
露 光 量 が 、 １ × １ ０ － ６ ワ ッ ト ・ 秒 ／ ｍ ２ 以 上 １ × １ ０ － ３ ワ ッ ト ・ 秒 ／ ｍ ２ 以 下 、 好 ま
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し く は ６ × １ ０ － ６ ワ ッ ト ・ 秒 ／ ｍ ２ 以 上 ６ × １ ０ － ４ ワ ッ ト ・ 秒 ／ ｍ ２ 以 下 で あ る 熱 現
像 感 光 材 料 を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
　 こ れ ら の 熱 現 像 感 光 材 料 を 用 い て 画 像 形 成 す る 工 程 は 以 下 の 工 程 よ り な る 。
（ ａ ） 該 熱 現 像 感 光 材 料 を １ 対 の Ｘ 線 増 感 ス ク リ ー ン の 間 に 設 置 す る こ と に よ り 像 形 成 用
組 立 体 を 得 る 工 程 、
（ ｂ ） 該 組 立 体 と Ｘ 線 源 と の 間 に 被 検 体 を 配 置 す る 工 程 、
（ ｃ ） 該 被 検 体 に エ ネ ル ギ ー レ ベ ル が ２ ５ ｋ Ｖ ｐ ～ １ ２ ５ ｋ Ｖ ｐ の 範 囲 に あ る Ｘ 線 を 照 射
す る 工 程 、
（ ｄ ） 該 熱 現 像 感 光 材 料 を 該 組 立 体 か ら 取 り 出 す 工 程 、
（ ｅ ） 取 り 出 し た 該 熱 現 像 感 光 材 料 を ９ ０ ℃ ～ １ ８ ０ ℃ の 範 囲 の 温 度 で 加 熱 す る 工 程 。
【 ０ ３ ０ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 組 立 体 に お い て 使 用 す る 熱 現 像 感 光 材 料 は 、 Ｘ 線 に よ っ て 階 段 露 光
し 、 熱 現 像 し て 得 ら れ る 画 像 が 、 光 学 濃 度 （ Ｄ ） 及 び 露 光 量 （ ｌ ｏ ｇ Ｅ ） の 座 標 軸 単 位 長
の 等 し い 直 交 座 標 上 の 特 性 曲 線 に お い て 、 最 小 濃 度 （ Ｄ min ） ＋ 濃 度 ０ ． １ の 点 と 最 小 濃
度 （ Ｄ min ） ＋ 濃 度 ０ ． ５ の 点 と で 作 る 平 均 ガ ン マ （ γ ） が ０ ． ５ ～ ０ ． ９ で あ り 、 そ し
て 最 小 濃 度 （ Ｄ min ） ＋ 濃 度 １ ． ２ の 点 と 最 小 濃 度 （ Ｄ min ） ＋ 濃 度 １ ． ６ の 点 と で 作 る
平 均 ガ ン マ （ γ ） が ３ ． ２ ～ ４ ． ０ で あ る 特 性 曲 線 を 有 す る よ う に 調 製 さ れ て い る こ と が
好 ま し い 。 本 実 施 形 態 の Ｘ 線 撮 影 系 に お い て 、 こ の よ う な 特 性 曲 線 を 有 す る 熱 現 像 感 光 材
料 を 用 い る と 、 脚 部 が 非 常 に 延 び て い て 、 か つ 中 濃 度 部 で は ガ ン マ の 高 い と い っ た 優 れ た
写 真 特 性 の Ｘ 線 画 像 が 得 ら れ る 。 こ の 写 真 特 性 に よ り 、 Ｘ 線 透 過 量 の 少 な い 縦 隔 部 、 心 陰
影 等 の 低 濃 度 域 の 描 写 性 が 良 好 に な り 、 か つ Ｘ 線 透 過 量 の 多 い 肺 野 部 の 画 像 に お い て も 視
覚 し 易 い 濃 度 と な り 、 ま た コ ン ト ラ ス ト も 良 好 に な る と の 利 点 が あ る 。
【 ０ ３ ０ ４ 】
　 上 記 の よ う な 好 ま し い 特 性 曲 線 を 有 す る 熱 現 像 感 光 材 料 は 、 た と え ば 、 両 側 の 画 像 形 成
層 の そ れ ぞ れ を 、 互 い に 異 な っ た 感 度 を 持 つ 二 層 以 上 の ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 層 か ら 構 成 す る
よ う な 方 法 で 容 易 に 製 造 す る こ と が で き る 。 特 に 、 上 層 に は 高 感 度 の 乳 剤 を 用 い 、 下 層 に
は 低 感 度 で 硬 調 な 写 真 特 性 を 有 す る 乳 剤 を 用 い て 、 画 像 形 成 層 を 形 成 す る こ と が 好 ま し い
。 こ の よ う な 二 層 か ら な る 画 像 形 成 層 を 用 い る 場 合 に お け る 各 層 間 の ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 の
感 度 差 は １ ． ５ 倍 以 上 ２ ０ 倍 以 下 、 好 ま し く は ２ 倍 以 上 １ ５ 倍 以 下 で あ る 。 な お 、 そ れ ぞ
れ の 層 の 形 成 に 用 い ら れ る 乳 剤 の 量 の 比 率 は 、 用 い ら れ る 乳 剤 の 感 度 差 お よ び カ バ リ ン グ
パ ワ ー に よ り 異 な る 。 一 般 に は 、 感 度 差 が 大 き い 程 、 高 感 度 側 の 乳 剤 の 使 用 比 率 を 下 げ る
。 た と え ば 、 感 度 差 が ２ 倍 で あ る と き の 好 ま し い 各 乳 剤 の 使 用 比 率 は 、 カ バ リ ン グ パ ワ ー
が ほ ぼ 等 し い 場 合 に は 、 銀 量 換 算 で 、 高 感 度 乳 剤 対 低 感 度 乳 剤 と し て １ ： ２ ０ 以 上 １ ： ５
０ 以 下 の 範 囲 の 値 と な る よ う に 調 整 さ れ る 。
【 ０ ３ ０ ５ 】
　 ク ロ ス オ ー バ ー カ ッ ト （ 両 面 感 光 材 料 ） と ア ン チ ハ レ ー シ ョ ン （ 片 面 感 光 材 料 ） の 技 術
と し て は 、 特 開 平 ２ － ６ ８ ５ ３ ９ 号 公 報 、 第 １ ３ 頁 左 下 欄 １ 行 目 か ら 同 第 １ ４ 頁 左 下 欄 ９
行  目 に 記 載 の 染 料 も し く は 染 料 と 媒 染 剤 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ３ ０ ６ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 蛍 光 増 感 紙 （ 放 射 線 増 感 ス ク リ ー ン ） に つ い て 説 明 す る 。 放 射 線 増
感 ス ク リ ー ン は 、 基 本 構 造 と し て 、 支 持 体 と 、 そ の 片 面 に 形 成 さ れ た 蛍 光 体 層 と か ら な る
。 蛍 光 体 層 は 、 蛍 光 体 が 結 合 剤 （ バ イ ン ダ ） 中 に 分 散 さ れ て な る 層 で あ る 。 な お 、 こ の 蛍
光 体 層 の 支 持 体 と は 反 対 側 の 表 面 （ 支 持 体 に 面 し て い な い 側 の 表 面 ） に は 一 般 に 、 透 明 な
保 護 膜 が 設 け ら れ て い て 、 蛍 光 体 層 を 化 学 的 な 変 質 あ る い は 物 理 的 な 衝 撃 か ら 保 護 し て い
る 。
【 ０ ３ ０ ７ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 好 ま し い 蛍 光 体 と し て は 、 以 下 に 示 す も の が 挙 げ ら れ る 。 タ ン グ
ス テ ン 酸 塩 系 蛍 光 体 （ Ｃ ａ Ｗ Ｏ 4 、 Ｍ ｇ Ｗ Ｏ 4 、 Ｃ ａ Ｗ Ｏ 4 ： Ｐ ｂ 等 ） 、 テ ル ビ ウ ム 賦 活 希
土 類 酸 硫 化 物 系 蛍 光 体 〔 Ｙ 2 Ｏ 2 Ｓ ： Ｔ ｂ 、 Ｇ ｄ 2 Ｏ 2 Ｓ ： Ｔ ｂ 、 Ｌ ａ 2 Ｏ 2 Ｓ ： Ｔ ｂ 、 （ Ｙ ，
Ｇ ｄ ） 2 Ｏ 2 Ｓ ： Ｔ ｂ 、 （ Ｙ ， Ｇ ｄ ） Ｏ 2 Ｓ ： Ｔ ｂ ， Ｔ ｍ 等 〕 、 テ ル ビ ウ ム 賦 活 希 土 類 燐 酸
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塩 系 蛍 光 体 （ Ｙ Ｐ Ｏ 4 ： Ｔ ｂ 、 Ｇ ｄ Ｐ Ｏ 4 ： Ｔ ｂ 、 Ｌ ａ Ｐ Ｏ 4 ： Ｔ ｂ 等 ） 、 テ ル ビ ウ ム 賦 活
希 土 類 オ キ シ ハ ロ ゲ ン 化 物 系 蛍 光 体 （ Ｌ ａ Ｏ Ｂ ｒ ： Ｔ ｂ 、 Ｌ ａ Ｏ Ｂ ｒ ： Ｔ ｂ ， Ｔ ｍ 、 Ｌ ａ
Ｏ Ｃ ｌ ： Ｔ ｂ 、 Ｌ ａ Ｏ Ｃ ｌ ： Ｔ ｂ ， Ｔ ｍ 、 Ｌ ａ Ｏ Ｂ ｒ ： Ｔ ｂ 、 Ｇ ｄ Ｏ Ｂ ｒ ： Ｔ ｂ 、 Ｇ ｄ Ｏ
Ｃ ｌ ： Ｔ ｂ 等 ） 、 ツ リ ウ ム 賦 活 希 土 類 オ キ シ ハ ロ ゲ ン 化 物 系 蛍 光 体 （ Ｌ ａ Ｏ Ｂ ｒ ： Ｔ ｍ 、
Ｌ ａ Ｏ Ｃ ｌ ： Ｔ ｍ 等 ） 、 硫 酸 バ リ ウ ム 系 蛍 光 体 〔 Ｂ ａ Ｓ Ｏ 4 ： Ｐ ｂ 、 Ｂ ａ Ｓ Ｏ 4 ： Ｅ ｕ 2 + 、
（ Ｂ ａ ， Ｓ ｒ ） Ｓ Ｏ 4： Ｅ ｕ 2 + 等 〕 、 ２ 価 の ユ ー ロ ピ ウ ム 賦 活 ア ル カ リ 土 類 金 属 燐 酸 塩 系
蛍 光 体 〔 （ Ｂ ａ 2 Ｐ Ｏ 4 ） 2 ： Ｅ ｕ 2 + 、 （ Ｂ ａ 2 Ｐ Ｏ 4 ） 2 ： Ｅ ｕ 2 + 等 〕 、 ２ 価 の ユ ー ロ ピ ウ ム
賦 活 ア ル カ リ 土 類 金 属 弗 化 ハ ロ ゲ ン 化 物 系 蛍 光 体 〔 Ｂ ａ Ｆ Ｃ ｌ ： Ｅ ｕ 2 + 、 Ｂ ａ Ｆ Ｂ ｒ ： Ｅ
ｕ 2 + 、 Ｂ ａ Ｆ Ｃ ｌ ： Ｅ ｕ 2 + ， Ｔ ｂ 、 Ｂ ａ Ｆ Ｂ ｒ ： Ｅ ｕ 2 + ， Ｔ ｂ 、 Ｂ ａ Ｆ 2 ・ Ｂ ａ Ｃ ｌ ・ Ｋ
Ｃ ｌ ： Ｅ ｕ 2 + 、 （ Ｂ ａ ， Ｍ ｇ ） Ｆ 2 ・ Ｂ ａ Ｃ ｌ ・ Ｋ Ｃ ｌ ： Ｅ ｕ 2 + 等 〕 、 沃 化 物 系 蛍 光 体 （
Ｃ ｓ Ｉ ： Ｎ ａ 、 Ｃ ｓ Ｉ ： Ｔ ｌ 、 Ｎ ａ Ｉ 、 Ｋ Ｉ ： Ｔ ｌ 等 ） 、 硫 化 物 系 蛍 光 体 〔 Ｚ ｎ Ｓ ： Ａ ｇ
（ Ｚ ｎ ， Ｃ ｄ ） Ｓ ： Ａ ｇ 、 （ Ｚ ｎ ， Ｃ ｄ ） Ｓ ： Ｃ ｕ 、 （ Ｚ ｎ ， Ｃ ｄ ） Ｓ ： Ｃ ｕ ， Ａ ｌ 等 〕
、 燐 酸 ハ フ ニ ウ ム 系 蛍 光 体 （ Ｈ ｆ Ｐ 2 Ｏ 7 ： Ｃ ｕ 等 ） 、 Ｙ Ｔ ａ Ｏ 4  及 び そ れ に 発 光 中 心 と し
て 各 種 付 活 剤 を 加 え た も の 。 但 し 本 実 施 形 態 に 用 い ら れ る 蛍 光 体 は こ れ ら に 限 定 さ れ る も
の で は な く 、 放 射 線 の 照 射 に よ っ て 可 視 又 は 近 紫 外 領 域 の 発 光 を 示 す 蛍 光 体 で あ れ ば 使 用
で き る 。
【 ０ ３ ０ ８ 】
　 本 発 明 で よ り 好 ま し く 用 い ら れ る Ｘ 線 用 蛍 光 増 感 ス ク リ ー ン は 、 発 光 光 の ５ ０ ％ 以 上 が
波 長 ３ ５ ０ ｎ ｍ 以 上 ４ ２ ０ ｎ ｍ 以 下 で あ る も の で あ る 。 特 に 、 そ の 蛍 光 体 が 、 ２ 価 の Ｅ ｕ
賦 活 蛍 光 体 で あ る こ と が 好 ま し く 、 さ ら に 好 ま し く は ２ 価 の Ｅ ｕ 賦 活 バ リ ウ ム ハ ラ イ ド 系
蛍 光 体 で あ る 。 発 光 波 長 領 域 は 、 好 ま し く は ３ ６ ０ ｎ ｍ ～ ４ ２ ０ ｎ ｍ 、 よ り 好 ま し く は ３
７ ０ ｎ ｍ ～ ４ ２ ０ ｎ ｍ で あ る 。 ま た 、 よ り 好 ま し く は 、 同 領 域 に ７ ０ ％ 以 上 さ ら に 好 ま し
く は ８ ５ ％ 以 上 の 発 光 を 有 す る 蛍 光 ス ク リ ー ン で あ る 。
　 こ の 発 光 光 の 割 合 は 、 以 下 の 方 法 に よ っ て 計 算 さ れ る 。 す な わ ち 横 軸 に 発 光 波 長 を 真 数
で 等 間 隔 に と り 、 発 光 フ ォ ト ン 数 を 縦 軸 に と っ て 発 光 ス ペ ク ト ル を 測 定 す る 。 こ の チ ャ ー
ト 上 の ３ ５ ０ ｎ ｍ 以 上 ４ ２ ０ ｎ ｍ 以 下 の 面 積 を 全 発 光 ス ペ ク ト ル の 面 積 で 割 っ た 値 を ３ ５
０ ｎ ｍ 以 上 ４ ２ ０ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 に 発 光 す る 割 合 と 定 義 す る 。 こ の よ う な 波 長 に 発 光 を 有
す る こ と に よ っ て 本 発 明 の 熱 現 像 感 光 材 料 と の 組 み 合 わ せ で 高 感 度 が 達 成 で き る 。
【 ０ ３ ０ ９ 】
　 こ の よ う な 波 長 域 に 蛍 光 体 の ほ と ん ど の 発 光 光 が 存 在 す る た め に は 発 光 光 の 半 値 幅 は 狭
い 方 が 好 ま し い 。 好 ま し い 半 値 幅 は １ ｎ ｍ 以 上 ７ ０ ｎ ｍ 以 下 、 よ り 好 ま し く は ５ ｎ ｍ 以 上
５ ０ ｎ ｍ 以 下 、 さ ら に 好 ま し く は １ ０ ｎ ｍ 以 上 ４ ０ ｎ ｍ 以 下 で あ る 。
【 ０ ３ １ ０ 】
　 こ の よ う な 発 光 が 得 ら れ れ ば 使 用 す る 蛍 光 体 に は 特 に 制 限 は な い が 、 本 発 明 の 目 的 で あ
る 高 感 度 化 の た め に は ２ 価 の Ｅ ｕ を 発 光 中 心 と す る Ｅ ｕ 賦 活 蛍 光 体 で あ る こ と が 好 ま し い
。
　 こ の よ う な 蛍 光 体 の 具 体 例 を 以 下 に あ げ る が 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
　 Ｂ ａ Ｆ Ｃ ｌ ： Ｅ ｕ 、 Ｂ ａ Ｆ Ｂ ｒ ： Ｅ ｕ 、 Ｂ ａ Ｆ Ｉ ： Ｅ ｕ お よ び こ れ ら の ハ ロ ゲ ン 組 成 を
変 更 し た も の 、 Ｂ ａ Ｓ Ｏ 4 ： Ｅ ｕ 、 Ｓ ｒ Ｆ Ｂ ｒ ： Ｅ ｕ 、 Ｓ ｒ Ｆ Ｃ ｌ ： Ｅ ｕ 、 Ｓ ｒ Ｆ Ｉ ： Ｅ
ｕ 、 （ Ｓ ｒ ， Ｂ ａ ） Ａ ｌ 2 Ｓ ｉ 2 Ｏ 8 ： Ｅ ｕ 、 Ｓ ｒ Ｂ 4 Ｏ 7 Ｆ ： Ｅ ｕ 、 Ｓ ｒ Ｍ ｇ Ｐ 2 Ｏ 7 ： Ｅ ｕ
、 Ｓ ｒ 3 （ Ｐ Ｏ 4 ） 2 ： Ｅ ｕ 、 Ｓ ｒ 2 Ｐ 2 Ｏ 7 ： Ｅ ｕ な ど が あ る 。
【 ０ ３ １ １ 】
　 よ り 好 ま し い 蛍 光 体 と し て は Ｍ Ｘ 1Ｘ 2： Ｅ ｕ の 一 般 式 で 表 さ れ る ２ 価 の Ｅ ｕ 賦 活 バ リ ウ
ム ハ ラ イ ド 系 蛍 光 体 で あ る 。 こ こ で Ｍ は Ｂ ａ を 主 成 分 と す る が Ｍ ｇ 、 Ｃ ａ ， Ｓ ｒ 等 の そ の
他 の 化 合 物 を 少 量 好 ま し く 含 有 す る こ と が 可 能 で あ る 。 Ｘ 1、 Ｘ 2は ハ ロ ゲ ン 原 子 で あ り 、
Ｆ 、 Ｃ ｌ 、 Ｂ ｒ 、 Ｉ の 中 か ら 任 意 に 選 択 す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ こ で Ｘ 1は フ ッ 素 で あ
る こ と が 好 ま し い 。 Ｘ 2は Ｃ ｌ 、 Ｂ ｒ 、 Ｉ の 中 か ら 選 択 す る こ と が 可 能 で あ り 、 こ れ ら の
い く つ か の ハ ロ ゲ ン 組 成 を 混 在 さ せ る こ と も 好 ま し く 用 い る こ と が で き る 。 さ ら に 好 ま し
く は Ｘ ＝ Ｂ ｒ で あ る 。 Ｅ ｕ は ユ ー ロ ピ ウ ム で あ る 。 発 光 中 心 で あ る Ｅ ｕ は Ｂ ａ に 対 し て １
０ - 7 以 上 ０ ． １ 以 下 の 割 合 で 含 ま れ る こ と が 好 ま し い 。 よ り 好 ま し く は １ ０ - 4 以 上 ０ ． ０
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５ 以 下 で あ る 。 少 量 の そ の 他 の 化 合 物 を 混 入 さ せ る こ と も 好 ま し く 行 わ れ る 。 も っ と も 好
ま し い 蛍 光 体 と し て は 、 Ｂ ａ Ｆ Ｃ ｌ ： Ｅ ｕ 、 Ｂ ａ Ｆ Ｂ ｒ ： Ｅ ｕ 、 Ｂ ａ Ｆ Ｂ ｒ 1-XＩ X： Ｅ ｕ
が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ３ １ ２ 】
　 ＜ 蛍 光 増 感 ス ク リ ー ン ＞
　 蛍 光 増 感 ス ク リ ー ン は 、 好 ま し く は 支 持 体 、 支 持 体 上 の 下 塗 り 層 、 蛍 光 体 層 、 表 面 保 護
層 よ り 構 成 さ れ る 。
　 蛍 光 体 層 は 、 前 記 蛍 光 体 の 粒 子 と 結 合 剤 樹 脂 を 含 有 す る 有 機 溶 剤 溶 液 に 分 散 さ せ て 分 散
液 を 調 製 し た 後 、 そ の 分 散 液 を 支 持 体 （ 支 持 体 上 に 光 反 射 層 等 の 下 塗 層 が 設 け ら れ て い る
場 合 に は そ の 下 塗 層 ） の 上 に 直 接 塗 布 、 乾 燥 す る こ と に よ り 形 成 す る こ と が で き る 。 あ る
い は 、 別 に 用 意 し た 仮 支 持 体 上 に こ の 分 散 液 を 塗 布 、 乾 燥 し て 蛍 光 体 シ ー ト を 形 成 し た 後
、 蛍 光 体 シ ー ト を 仮 支 持 体 か ら 剥 が し 取 っ て 、 接 着 剤 を 用 い て い 支 持 体 上 に 付 設 し て も よ
い 。
【 ０ ３ １ ３ 】
　 蛍 光 体 粒 子 の 粒 径 に 特 に 制 限 は な く 、 通 常 は 約 １ μ ｍ ～ １ ５ μ ｍ の 範 囲 で あ り 、 好 ま し
く は 約 ２ μ ｍ ～ １ ０ μ ｍ の 範 囲 で あ る 。 蛍 光 体 層 中 に お け る 蛍 光 体 粒 子 の 体 積 充 填 率 は 高
い 方 が 好 ま し く 、 通 常 は ６ ０ ～ ８ ５ ％ の 範 囲 に あ り 、 好 ま し く は ６ ５ ～ ８ ０ ％ の 範 囲 で あ
り 、 特 に 好 ま し く は ６ ８ ～ ７ ５ ％ の 範 囲 で あ る 。 （ 蛍 光 体 層 に お け る 蛍 光 体 粒 子 の 比 率 は
通 常 は ８ ０ 重 量 ％ 以 上 で あ り 、 好 ま し く は ９ ０ 重 量 ％ 以 上 、 特 に 好 ま し く は ９ ５ 重 量 ％ 以
上 で あ る 。 ） 蛍 光 体 層 の 形 成 に 用 い る 結 合 剤 樹 脂 、 有 機 溶 剤 及 び 任 意 に 用 い る こ と の で き
る 各 種 添 加 剤 に つ い て は 、 公 知 の 各 種 の 文 献 に 記 載 さ れ て い る 。 蛍 光 体 層 の 厚 み は 、 目 標
と す る 感 度 に 応 じ て 任 意 に 設 定 す る こ と が で き る が 、 好 ま し く は フ ロ ン ト 側 ス ク リ ー ン に
つ い て は ７ ０ μ ｍ ～ １ ５ ０ μ ｍ の 範 囲 で あ り 、 バ ッ ク 側 ス ク リ ー ン に つ い て は ８ ０ μ ｍ ～
４ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 で あ る 。 な お 、 蛍 光 体 層 の Ｘ 線 吸 収 率 は 蛍 光 体 粒 子 の 塗 布 量 に よ っ て 決
定 さ れ る 。
【 ０ ３ １ ４ 】
　 な お 、 蛍 光 体 層 は 一 層 で も よ い が 、 あ る い は 二 層 以 上 か ら 構 成 し て も よ い 。 好 ま し く は
、 一 層 乃 至 三 層 で あ り 、 よ り 好 ま し く は 一 層 も し く は 二 層 で あ る 。 例 え ば 、 粒 径 分 布 の 比
較 的 狭 い 、 粒 径 の 異 な る 蛍 光 体 粒 子 か ら な る 層 を 積 層 し て も よ い し 、 そ の 場 合 に は 支 持 体
に 近 い 層 ほ ど 粒 径 が 小 さ く な る よ う に し て も よ い 。 特 に 表 面 保 護 層 側 に 大 粒 径 の 蛍 光 体 粒
子 を 塗 布 し 、 支 持 体 側 に 小 粒 径 の 蛍 光 体 粒 子 を 塗 布 す る こ と が 好 ま し く 、 小 粒 径 の も の は
０ ． ５ μ ｍ ～ ２ ． ０ μ ｍ で 、 大 粒 径 の も の は １ ０ μ ｍ ～ ３ ０ μ ｍ の 範 囲 が 好 ま し い 。 ま た
、 粒 径 の 異 な る 蛍 光 体 粒 子 を 混 合 し て 蛍 光 体 層 を 形 成 し て も よ い し 、 あ る い は 特 公 昭 ５ ５
－ ３ ３ ５ ６ ０ 号 の 第 ３ 頁 左 欄 ３ 行 目 ～ 第 ４ 頁 左 欄 ３ ９ 行 目 に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 蛍 光
体 粒 子 の 粒 径 分 布 が 傾 斜 し て い る 構 造 の 蛍 光 体 層 で あ っ て も よ い 。 通 常 、 蛍 光 体 の 粒 径 分
布 の 変 動 係 数 は ３ ０ ～ ５ ０ ％ の 範 囲 に あ る が 、 そ の 変 動 係 数 が ３ ０ ％ 以 下 の 単 分 散 の 蛍 光
体 粒 子 も 好 ま し く 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ３ １ ５ 】
　 蛍 光 体 層 を 、 発 光 波 長 に 対 し て 染 色 す る こ と に よ っ て 好 ま し い 鮮 鋭 度 を 出 す こ こ ろ み の
行 わ れ て い る 。 た だ し で き る だ け 染 色 が 少 な い 層 設 計 が 好 ま し く 用 い ら れ る 。 蛍 光 体 層 の
吸 収 長 は 好 ま し く は １ ０ ０ μ ｍ 以 上 、 よ り 好 ま し く は １ ０ ０ ０ μ ｍ 以 上 で あ る 。
　 散 乱 長 は ０ ． １ μ ｍ 以 上 １ ０ ０ μ ｍ 以 下 に 設 計 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 よ り 好 ま し く は
１ μ ｍ 以 上 １ ０ ０ μ ｍ 以 下 で あ る 。 散 乱 長 ・ 吸 収 長 は 後 述 す る ク ベ ル カ ・ ム ン ク （ Ｋ ｕ ｂ
ｅ ｌ ｋ ａ － Ｍ ｕ ｎ ｋ ） の 理 論 に 基 づ く 計 算 式 に よ り 算 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ３ １ ６ 】
　 支 持 体 と し て は 、 公 知 の 放 射 線 増 感 ス ク リ ー ン に 用 い る 各 種 の 支 持 体 の 中 か ら 目 的 に 応
じ て 適 宜 選 択 し て 使 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 二 酸 化 チ タ ン 等 の 白 色 顔 料 を 含 む ポ リ
マ ー フ ィ ル ム も し く は カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク 等 の 黒 色 顔 料 を 含 む ポ リ マ ー フ ィ ル ム が 好 ま し く
用 い ら れ る 。 支 持 体 の 表 面 （ 蛍 光 体 層 が 設 け ら れ る 側 の 表 面 ） に は 、 光 反 射 材 料 を 含 有 す
る 光 反 射 層 な ど の 下 塗 層 を 設 け て も よ い 。 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ２ ４ ８ ９ ８ 号 に 記 載 の よ う な
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光 反 射 層 も 好 ま し く 用 い ら れ る 。 特 に 同 特 許 実 施 例 １ に 記 載 の 酸 化 イ ッ ト リ ウ ム に よ る 光
反 射 層 、 同 特 許 実 施 例 ４ に 記 載 の 光 反 射 層 は 好 ま し く 用 い ら れ る 。 好 ま し い 光 反 射 層 と し
て は 特 開 ２ ３ ０ ０ １ － １ ２ ４ ８ ９ ８ 号 公 報 の ３ 項 右 側 １ ５ 行 目 ～ 同 ４ 項 右 側 ２ ３ 行 目 ま で
の 記 載 を 参 考 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ３ １ ７ 】
　 蛍 光 体 層 の 表 面 に は 表 面 保 護 層 を 設 け る の が 好 ま し い 。 蛍 光 体 の 主 発 光 波 長 に お い て 測
定 さ れ る 光 散 乱 長 が ５ μ ｍ ～ ８ ０ μ ｍ の 範 囲 に あ る こ と が 好 ま し く 、 よ り 好 ま し く は １ ０
μ ｍ ～ ７ ０ μ ｍ の 範 囲 で あ り 、 特 に 好 ま し く は １ ０ μ ｍ ～ ６ ０ μ ｍ の 範 囲 で あ る 。 こ こ で
、 光 散 乱 長 は 、 光 が 一 回 散 乱 す る ま で に 直 進 す る 平 均 距 離 を 表 し 、 散 乱 長 が 短 い ほ ど 光 散
乱 性 が 高 い こ と を 意 味 す る 。 ま た 、 光 が 吸 収 さ れ る ま で の 平 均 自 由 距 離 を 表 す 光 吸 収 長 は
任 意 で あ る が 、 ス ク リ ー ン 感 度 の 観 点 か ら は 表 面 保 護 層 の 吸 収 は な い 方 が 減 感 が 少 な い た
め 好 ま し い 。 散 乱 不 足 を 補 う 意 味 で 、 極 僅 か な 吸 収 性 を 持 た せ る こ と も で き る 。 吸 収 長 は
、 好 ま し く は ８ ０ ０ μ ｍ 以 上 で あ り 、 特 に 好 ま し く は １ ２ ０ ０ μ ｍ 以 上 で あ る 。 光 散 乱 長
お よ び 光 吸 収 長 は 、 下 記 の 方 法 に よ っ て 測 定 し た 測 定 値 を 用 い て ク ベ ル カ ・ ム ン ク （ Ｋ ｕ
ｂ ｅ ｌ ｋ ａ － Ｍ ｕ ｎ ｋ ） の 理 論 に 基 づ く 計 算 式 に よ り 算 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ３ １ ８ 】
　 ま ず 、 測 定 対 象 の 表 面 保 護 層 と 同 一 の 組 成 を 有 し 、 互 い に 層 厚 が 相 違 す る 三 枚 以 上 の フ
ィ ル ム 試 料 を 作 製 す る 。 次 に 、 各 々 の フ ィ ル ム 試 料 の 厚 み （ μ ｍ ） と 拡 散 透 過 率 （ ％ ） と
を 測 定 す る 。 拡 散 透 過 率 は 、 通 常 の 分 光 光 度 計 に 積 分 球 を 付 設 し た 装 置 に よ り 測 定 す る こ
と が で き る 。 本 発 明 に お け る 測 定 で は 、 自 記 分 光 光 度 計 （ （ 株 ） 日 立 製 作 所 製 、 Ｕ － ３ ２
１ ０ 型 ） に １ ５ ０ φ 積 分 球 （ １ ５ ０ － ０ ９ ０ １ ） を 付 設 し て 用 い る 。 測 定 波 長 は 、 表 面 保
護 層 を 付 設 す る 対 象 の 蛍 光 体 層 の 蛍 光 体 の 主 発 光 の ピ ー ク 波 長 と 一 致 さ せ る 必 要 が あ る 。
次 い で 、 フ ィ ル ム の 厚 み （ μ ｍ ） と 拡 散 透 過 率 （ ％ ） の 測 定 値 と を 、 ク ベ ル カ ・ ム ン ク の
理 論 式 よ り 導 出 さ れ る 下 記 の 式 （ Ａ ） に 導 入 す る 。 式 （ Ａ ） は 、 例 え ば 「 蛍 光 体 ハ ン ド ブ
ッ ク 」 （ 蛍 光 体 同 学 会 編 集 、 （ 株 ） オ ー ム 社 、 １ ９ ８ ７ 年 刊 行 ） ４ ０ ３ 頁 の 式 ５ ・ １ ・ １
２ ～ ５ ・ １ ・ １ ５ か ら 拡 散 透 過 率 Ｔ （ ％ ） の 境 界 条 件 の 下 に 簡 単 に 導 く こ と が で き る 。
【 ０ ３ １ ９ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ２ ０ 】
　 た だ し 、 Ｔ は 拡 散 透 過 率 （ ％ ） 、 ｄ は フ ィ ル ム 厚 み （ μ ｍ ） で あ り 、 α お よ び β は そ れ
ぞ れ 下 記 の 式 で 定 義 さ れ る 。
【 ０ ３ ２ １ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ２ ２ 】
　 三 枚 以 上 の フ ィ ル ム に つ い て 測 定 し た Ｔ （ 拡 散 透 過 率 ： ％ ） 及 び ｄ （ フ ィ ル ム 厚 み ： μ
ｍ ） を そ れ ぞ れ 上 記 の 式 （ Ａ ） に 導 入 し 、 式 （ Ａ ） を 満 足 す る Ｋ お よ び Ｓ を 算 出 す る 。 散
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乱 長 （ μ ｍ ） は １ ／ Ｓ に よ り 定 義 さ れ 、 そ し て 吸 収 長 （ μ ｍ ） は １ ／ Ｋ に よ り 定 義 さ れ る
。
【 ０ ３ ２ ３ 】
　 表 面 保 護 層 は 、 ま た 、 光 散 乱 性 粒 子 が 樹 脂 材 料 中 に 分 散 含 有 さ れ た 構 成 で あ る こ と が 好
ま し い 。 光 散 乱 性 粒 子 の 光 屈 折 率 は 通 常 は １ ． ６ 以 上 で あ り 、 好 ま し く は １ ． ９ 以 上 で あ
る 。 ま た 、 光 散 乱 性 粒 子 の 粒 子 径 は 通 常 は ０ ． １ μ ｍ ～ １ ． ０ μ ｍ の 範 囲 に あ る 。 こ の よ
う な 光 散 乱 性 粒 子 の 例 と し て は 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 亜 鉛 、 硫 化
亜 鉛 、 酸 化 チ タ ン 、 酸 化 ニ オ ブ 、 硫 酸 バ リ ウ ム 、 炭 酸 鉛 、 酸 化 ケ イ 素 、 ポ リ メ チ ル メ タ ク
リ レ ー ト 、 ス チ レ ン 、 お よ び メ ラ ミ ン の 微 粒 子 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ３ ２ ４ 】
　 表 面 保 護 層 を 形 成 す る の に 用 い る 樹 脂 材 料 に つ い て は 、 特 段 の 制 限 は な い が 、 ポ リ エ チ
レ ン テ レ フ タ レ ー ト 、 ポ リ エ チ レ ン ナ フ タ レ ー ト 、 ポ リ ア ミ ド 、 ア ラ ミ ド 、 フ ッ 素 樹 脂 、
ポ リ エ ス テ ル 等 を 好 ま し く 用 い る こ と が で き る 。 表 面 保 護 層 は 、 上 記 の 光 散 乱 性 粒 子 を 樹
脂 材 料 （ 結 合 剤 樹 脂 ） を 含 有 す る 有 機 溶 剤 溶 液 に 分 散 さ せ て 分 散 液 を 調 製 し た 後 、 そ の 分
散 液 を 蛍 光 体 層 上 に （ あ る い は 任 意 の 補 助 層 を 介 し て ） 直 接 に 塗 布 、 乾 燥 す る こ と に よ り
形 成 す る こ と が で き る 。 あ る い は 別 途 形 成 し た 保 護 層 用 シ ー ト を 接 着 剤 を 用 い て 蛍 光 体 層
上 に 付 設 し て も よ い 。 表 面 保 護 層 の 厚 み は 、 通 常 は ２ μ ｍ ～ １ ２ μ ｍ の 範 囲 に あ り 、 好 ま
し く は ３ ． ５ μ ｍ ～ １ ０ μ ｍ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ３ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 放 射 線 増 感 ス ク リ ー ン の 好 ま し い 製 造 方 法 お よ び そ れ に 用 い る 材 料 に つ い て は
、 例 え ば 特 開 平 ９ － ２ １ ８ ９ ９ 号 公 報 の 第 ６ 頁 左 欄 ４ ７ 行 目 ～ 第 ８ 頁 左 欄 ５ 行 目 、 特 開 平
６ － ３ ４ ７ ５ ９ ８ 号 公 報 の 第 ２ 頁 右 欄 １ ７ 行 目 ～ 第 ３ 頁 左 欄 ３ ３ 行 目 、 お よ び 同 公 報 第 ３
頁 左 欄 ４ ２ 行 目 ～ 第 ４ 頁 左 欄 ２ ２ 行 目 に 詳 し い 記 載 が あ り 、 そ れ ら を 参 照 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ３ ２ ６ 】
　 本 実 施 形 態 で 用 い る 蛍 光 増 感 紙 は 、 傾 斜 粒 径 構 造 で 蛍 光 体 を 充 填 す る こ と が 好 ま し い 。
特 に 表 面 保 護 層 側 に 大 粒 径 の 蛍 光 体 粒 子 を 塗 布 し 、 支 持 体 側 に 小 粒 径 の 蛍 光 体 粒 子 を 塗 布
す る こ と が 好 ま し く 、 小 粒 径 の も の は ０ ． ５ ～ ２ ． ０ μ ｍ で 、 大 粒 径 の も の は １ ０ ～ ３ ０
μ ｍ の 範 囲 が 好 ま し い 。
【 ０ ３ ２ ７ 】
（ 片 面 型 熱 現 像 感 光 材 料 ）
　 本 実 施 形 態 に お け る 片 面 型 熱 現 像 感 光 材 料 は 、 特 に 乳 房 撮 影 用 Ｘ 線 感 光 材 料 と し て 用 い
る の が 好 ま し い 。
　 本 目 的 に 用 い ら れ る 片 面 型 熱 現 像 感 光 材 料 は 、 得 ら れ る 画 像 の コ ン ト ラ ス ト を 適 切 な 範
囲 に 設 計 す る こ と が 重 要 で あ る 。
【 ０ ３ ２ ８ 】
　 乳 房 撮 影 用 Ｘ 線 感 光 材 料 と し て の 好 ま し い 構 成 要 件 に 関 し て は 、 特 開 平 ５ － ４ ５ ８ ０ ７
号 、 特 開 平 １ ０ － ６ ２ ８ ８ １ 号 、 特 開 平 １ ０ － ５ ４ ９ ０ ０ 号 、 特 開 平 １ １ － １ ０ ９ ５ ６ ４
号 記 載 を 参 考 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ３ ２ ９ 】
（ 紫 外 蛍 光 ス ク リ ー ン と の 組 合 せ ）
　 本 実 施 形 態 の 熱 現 像 感 光 材 料 を 用 い た 画 像 形 成 方 法 と し て は 、 好 ま し く は ４ ０ ０ ｎ ｍ 以
下 に 主 ピ ー ク を 持 つ 蛍 光 体 と の 組 み 合 わ せ で 画 像 形 成 す る 方 法 を 用 い る こ と が で き る 。 さ
ら に 好 ま し く は ３ ８ ０ ｎ ｍ 以 下 に 主 ピ ー ク を 持 つ 蛍 光 体 と 組 み 合 わ せ て 画 像 形 成 す る 方 法
が 良 い 。 両 面 感 材 、 片 面 感 材 の い ず れ で も 組 立 て 体 と し て 用 い る こ と が で き る 。 ４ ０ ０ ｎ
ｍ 以 下 に 主 発 光 ピ ー ク で あ る ス ク リ ー ン は 特 開 平 ６ － １ １ ８ ０ ４ 号 、 Ｗ Ｏ ９ ３ ／ ０ １ ５ ２
１ 号 に 記 載 の ス ク リ ー ン な ど が 使 わ れ る が こ れ に 限 ら れ る も の で は な い 。 紫 外 線 の ク ロ ス
オ ー バ ー カ ッ ト （ 両 面 感 光 材 料 ） と ア ン チ ハ レ ー シ ョ ン （ 片 面 感 光 材 料 ） の 技 術 と し て は
、 特 開 平 ８ － ７ ６ ３ ０ ７ 号 公 報 に 記 載 の 技 術 を 用 い る こ と が で き る 。 紫 外 線 吸 収 染 料 と し
て は 、 特 願 ２ ０ ０ ０ － ３ ２ ０ ８ ０ ９ 号 に 記 載 の 染 料 は 特 に 好 ま し い 。
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【 ０ ３ ３ ０ 】
３ － ２ ． 熱 現 像
　 本 実 施 形 態 の 熱 現 像 感 光 材 料 は い か な る 方 法 で 現 像 さ れ て も 良 い が 、 通 常 イ メ ー ジ ワ イ
ズ に 露 光 し た 熱 現 像 感 光 材 料 を 昇 温 し て 現 像 さ れ る 。 好 ま し い 現 像 温 度 と し て は ８ ０ ～ ２
５ ０ ℃ で あ り 、 さ ら に 好 ま し く は １ ０ ０ ～ １ ４ ０ ℃ で あ る 。
　 現 像 時 間 と し て は １ ～ ６ ０ 秒 が 好 ま し く 、 ５ ～ ３ ０ 秒 が さ ら に 好 ま し く 、 ５ ～ ２ ０ 秒 が
特 に 好 ま し い 。
【 ０ ３ ３ １ 】
　 熱 現 像 の 方 式 と し て は 本 発 明 に 係 る 熱 現 像 装 置 に よ る 方 式 以 外 に も 、 プ レ ー ト ヒ ー タ ー
方 式 で あ っ て も よ い 。 プ レ ー ト ヒ ー タ ー 方 式 に よ る 熱 現 像 方 式 と は 特 開 平 11-133572号 に
記 載 の 方 法 が 好 ま し く 、 潜 像 を 形 成 し た 熱 現 像 感 光 材 料 を 熱 現 像 部 に て 加 熱 手 段 に 接 触 さ
せ る こ と に よ り 可 視 像 を 得 る 熱 現 像 装 置 で あ っ て 、 前 記 加 熱 手 段 が プ レ ー ト ヒ ー タ か ら な
り 、 か つ 前 記 プ レ ー ト ヒ ー タ の 一 方 の 面 に 沿 っ て 複 数 個 の 押 え ロ ー ラ が 対 向 配 設 さ れ 、 前
記 押 え ロ ー ラ と 前 記 プ レ ー ト ヒ ー タ と の 間 に 前 記 熱 現 像 感 光 材 料 を 通 過 さ せ て 熱 現 像 を 行
う こ と を 特 徴 と す る 熱 現 像 装 置 で あ る 。 プ レ ー ト ヒ ー タ を ２ ～ ６ 段 に 分 け て 先 端 部 に つ い
て は １ ～ １ ０ ℃ 程 度 温 度 を 下 げ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ３ ３ ２ 】
　 こ の よ う な 方 法 は 特 開 昭 54-30032号 に も 記 載 さ れ て お り 、 熱 現 像 感 光 材 料 に 含 有 し て い
る 水 分 や 有 機 溶 媒 を 系 外 に 除 外 さ せ る こ と が で き 、 ま た 、 急 激 に 熱 現 像 感 光 材 料 が 加 熱 さ
れ る こ と で の 熱 現 像 感 光 材 料 の 支 持 体 形 状 の 変 化 を 押 さ え る こ と も で き る 。
【 ０ ３ ３ ３ 】
３ － ３ ． シ ス テ ム
　 本 発 明 に 係 る 熱 現 像 装 置 以 外 に も 、 露 光 部 お よ び 熱 現 像 部 を 備 え た 医 療 用 レ ー ザ ー イ メ
ー ジ ャ ー と し て 富 士 メ デ ィ カ ル ド ラ イ イ メ ー ジ ャ ー － Ｆ Ｍ － Ｄ Ｐ Ｌ を 挙 げ る こ と が で き る
。 該 シ ス テ ム は 、 Ｆ ｕ ｊ ｉ 　 Ｍ ｅ ｄ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ｒ ｅ ｖ ｉ ｅ ｗ 　 Ｎ ｏ ． ８ ， ｐ ａ ｇ ｅ ３ ９ ～
５ ５ に 記 載 さ れ て お り 、 そ れ ら の 技 術 を 利 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 Ｄ Ｉ Ｃ Ｏ Ｍ 規 格 に
適 合 し た ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム と し て 富 士 メ デ ィ カ ル （ 株 ） が 提 案 し た 「 Ａ Ｄ 　 ｎ ｅ ｔ ｗ
ｏ ｒ ｋ 」 の 中 の レ ー ザ ー イ メ ー ジ ャ ー 用 の 熱 現 像 感 光 材 料 と し て も 適 用 す る こ と が で き る
。
【 ０ ３ ３ ４ 】
４ ． 本 実 施 形 態 の 用 途
　 本 実 施 形 態 の 高 ヨ ウ 化 銀 写 真 乳 剤 を 用 い た 熱 現 像 感 光 材 料 は 、 銀 画 像 に よ る 黒 白 画 像 を
形 成 し 、 医 療 診 断 用 の 熱 現 像 感 光 材 料 、 工 業 写 真 用 熱 現 像 感 光 材 料 、 印 刷 用 熱 現 像 感 光 材
料 、 Ｃ Ｏ Ｍ 用 の 熱 現 像 感 光 材 料 と し て 使 用 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ３ ３ ５ 】
　 以 下 、 上 記 の 熱 現 像 感 光 材 料 を 実 施 例 に よ っ て 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 熱 現 像 感 光 材 料
は こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ３ ３ ６ 】
１ ． Ｐ Ｅ Ｔ 支 持 体 の 作 成 、 お よ び 下 塗 り
１ － １ ． 製 膜
【 ０ ３ ３ ７ 】
　 テ レ フ タ ル 酸 と エ チ レ ン グ リ コ － ル を 用 い 、 常 法 に 従 い 固 有 粘 度 Ｉ Ｖ ＝ ０ ． ６ ６  (フ ェ
ノ － ル ／ テ ト ラ ク ロ ル エ タ ン =６ ／ ４ （ 重 量 比 ） 中 ２ ５ ℃ で 測 定 )の Ｐ Ｅ Ｔ を 得 た 。 こ れ を
ペ レ ッ ト 化 し た 後 １ ３ ０ ℃ で ４ 時 間 乾 燥 し た 。 青 色 染 料 （ １ ， ４ － ビ ス （ ２ ， ６ － ジ エ チ
ル ア ニ リ ノ ア ン ト ラ キ ン ノ ン ） で 青 色 着 色 し 、 そ の 後 Ｔ 型 ダ イ か ら 押 し 出 し て 急 冷 し 、 未
延 伸 フ ィ ル ム を 作 成 し た 。
【 ０ ３ ３ ８ 】
　 こ れ を 、 周 速 の 異 な る ロ － ル を 用 い ３ ． ３ 倍 に 縦 延 伸 、 つ い で テ ン タ － で ４ ． ５ 倍 に 横
延 伸 を 実 施 し た 。 こ の 時 の 温 度 は そ れ ぞ れ 、 １ １ ０ ℃ 、 １ ３ ０ ℃ で あ っ た 。 こ の 後 、 ２ ４
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０ ℃ で ２ ０ 秒 間 熱 固 定 後 こ れ と 同 じ 温 度 で 横 方 向 に ４ ％ 緩 和 し た 。 こ の 後 テ ン タ － の チ ャ
ッ ク 部 を ス リ ッ ト し た 後 、 両 端 に ナ － ル 加 工 を 行 い 、 ４ ｋ ｇ ／ ｃ ｍ 2 で 巻 き 取 り 、 厚 み １
７ ５ μ ｍ の ロ － ル を 得 た 。
【 ０ ３ ３ ９ 】
１ － ２ ． 表 面 コ ロ ナ 処 理
　 ピ ラ ー 社 製 ソ リ ッ ド ス テ ー ト コ ロ ナ 処 理 機 ６ Ｋ Ｖ Ａ モ デ ル を 用 い 、 支 持 体 の 両 面 を 室 温
下 に お い て ２ ０ ｍ ／ 分 で 処 理 し た 。 こ の 時 の 電 流 、 電 圧 の 読 み 取 り 値 か ら 、 支 持 体 に は ０
． ３ ７ ５ ｋ Ｖ ・ Ａ ・ 分 ／ ｍ 2 の 処 理 が な さ れ て い る こ と が わ か っ た 。 こ の 時 の 処 理 周 波 数
は ９ ． ６ ｋ Ｈ ｚ 、 電 極 と 誘 電 体 ロ － ル の ギ ャ ッ プ ク リ ア ラ ン ス は １ ． ６ ｍ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ３ ４ ０ 】
１ － ３ ． 下 塗 り 支 持 体 の 作 製
（ １ ） 下 塗 層 塗 布 液 の 作 成
処 方 (1)（ 感 光 層 側 下 塗 り 層 用 ）
　 SnO２ /SbO(9/1質 量 比 、 平 均 粒 径 0.5μ ｍ 、 17質 量 ％ 分 散 物 ）  84ｇ
　 高 松 油 脂 (株 )製 ペ ス レ ジ ン A-520(30質 量 ％ 溶 液 )           46.8ｇ
　 東 洋 紡 績 (株 )製 バ イ ロ ナ ー ル MD-1200                     10.4ｇ
　 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ ノ ニ ル フ ェ ニ ル エ ー テ ル
　 (平 均 エ チ レ ン オ キ シ ド 数 ＝ 8.5) 1質 量 ％ 溶 液 　 　        　 11.0ｇ
　 綜 研 化 学 (株 )製 　 MP-1000(PMMAポ リ マ ー 微 粒 子 、 平 均 粒 径 0.4μ ｍ )
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    0.91ｇ
　 蒸 留 水 　                                              847ml
【 ０ ３ ４ １ 】
　 上 記 厚 さ １ ７ ５ μ mの ２ 軸 延 伸 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 支 持 体 の 両 面 そ れ ぞ れ に 、
上 記 コ ロ ナ 放 電 処 理 を 施 し た 後 、 上 記 下 塗 り 塗 布 液 処 方 (1)を ワ イ ヤ ー バ ー で ウ エ ッ ト 塗
布 量 が 6.6ml/m 2 （ 片 面 当 た り ） に な る よ う に 塗 布 し て 180 ℃ で ５ 分 間 乾 燥 し 、 こ れ を 両 面
に 施 し て 、 下 塗 り 支 持 体 を 作 製 し た 。
【 ０ ３ ４ ２ 】
２ ． 塗 布 用 材 料 の 準 備
　 １ ） ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤
　 （ ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 Ａ の 調 製 ）
　 蒸 留 水 1421mlに 1質 量 ％ ヨ ウ 化 カ リ ウ ム 溶 液 4.3mlを 加 え 、 さ ら に 0.5モ ル ／ Ｌ 硫 酸 を 3.5
ml、 フ タ ル 化 ゼ ラ チ ン 36.5g、 2,2'‐ （ エ チ レ ン ジ チ オ ） ジ エ タ ノ ー ル の 5質 量 ％ メ タ ノ －
ル 溶 液 160mlを 添 加 し た 溶 液 を 、 ス テ ン レ ス 製 反 応 壷 中 で 撹 拌 し な が ら 75℃ に 液 温 を 保 ち
、 硝 酸 銀 22.22gに 蒸 留 水 を 加 え 218mlに 希 釈 し た 溶 液 Ａ と ヨ ウ 化 カ リ ウ ム 36.6gを 蒸 留 水 に
て 366mlに 希 釈 し た 溶 液 Ｂ を 、 溶 液 Ａ は 一 定 流 量 で 16分 か け て 全 量 添 加 し 、 溶 液 Ｂ は ｐ Ａ
ｇ を 10.2に 維 持 し な が ら コ ン ト ロ ー ル ダ ブ ル ジ ェ ッ ト 法 で 添 加 し た 。 そ の 後 、 3.5質 量 ％
の 過 酸 化 水 素 水 溶 液 を 10ml添 加 し 、 さ ら に ベ ン ゾ イ ミ ダ ゾ ー ル の 10質 量 ％ 水 溶 液 を 10.8ml
添 加 し た 。 さ ら に 、 硝 酸 銀 51.86gに 蒸 留 水 を 加 え て 508.2mlに 希 釈 し た 溶 液 Ｃ と ヨ ウ 化 カ
リ ウ ム 63.9gを 蒸 留 水 に て 639mlに 希 釈 し た 溶 液 Ｄ を 、 溶 液 Ｃ は 一 定 流 量 で 80分 か け て 全 量
添 加 し 、 溶 液 Ｄ は ｐ Ａ ｇ を 10.2に 維 持 し な が ら コ ン ト ロ ー ル ダ ブ ル ジ ェ ッ ト 法 で 添 加 し た
。 銀 1モ ル 当 た り 1× 10 - 4 モ ル に な る よ う 六 塩 化 イ リ ジ ウ ム (III)酸 カ リ ウ ム 塩 を 溶 液 Ｃ お
よ び 溶 液 Ｄ を 添 加 し は じ め て か ら 10分 後 に 全 量 添 加 し た 。 ま た 、 溶 液 Ｃ の 添 加 終 了 の 5秒
後 に 六 シ ア ン 化 鉄 (II)カ リ ウ ム 水 溶 液 を 銀 1モ ル 当 た り 3× 10 - 4 モ ル 全 量 添 加 し た 。 0.5mol
/L濃 度 の 硫 酸 を 用 い て pHを 3.8に 調 整 し 、 攪 拌 を 止 め 、 沈 降 /脱 塩 /水 洗 工 程 を お こ な っ た
。 1mol/L濃 度 の 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム を 用 い て pH5.9に 調 整 し 、 pAg11.0の ハ ロ ゲ ン 化 銀 分 散 物
を 作 成 し た 。
【 ０ ３ ４ ３ 】
　 ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 Ａ は 、 純 ヨ ウ 化 銀 乳 剤 で あ り 、 平 均 投 影 面 積 直 径 0.93μ ｍ 、 平 均 投 影
面 積 直 径 の 変 動 係 数 17.7%、 平 均 厚 み 0.057μ ｍ 、 平 均 ア ス ペ ク ト 比 16.3の 平 板 状 粒 子 が 全
投 影 面 積 の ８ ０ ％ 以 上 を 占 め て い た 。 球 相 当 直 径 は 0.42μ ｍ で あ っ た 。 Ｘ 線 粉 末 回 折 分 析
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に よ る 解 析 の 結 果 、 ヨ ウ 化 銀 の ３ ０ ％ 以 上 が γ 相 で 存 在 し て い た 。
【 ０ ３ ４ ４ 】
《 ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 Ｂ の 調 製 》
　 ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 Ａ で 調 製 し た 平 板 状 粒 子 Ａ ｇ Ｉ 乳 剤 １ モ ル を 反 応 容 器 に 入 れ た 。 ｐ Ａ
ｇ は ３ ８ ℃ で 測 定 し て １ ０ ． ２ で あ っ た 。 次 い で 、 ダ ブ ル ジ ェ ッ ト 添 加 に よ り 、 ０ ． ５ モ
ル ／ リ ッ ト ル の Ｋ Ｂ ｒ 溶 液 及 び ０ ． ５ モ ル ／ リ ッ ト ル の Ａ ｇ Ｎ Ｏ 3 溶 液 を １ ０ ｍ ｌ ／ 分 で
２ ０ 分 間 に わ た っ て 添 加 し 、 実 質 的 に １ ０ モ ル ％ 臭 化 銀 を Ａ ｇ Ｉ ホ ス ト 乳 剤 上 に エ ピ タ キ
シ ャ ル 状 に 沈 殿 さ せ た 。 操 作 中 、 ｐ Ａ ｇ は １ ０ ． ２ に 維 持 し た 。 さ ら に 、 ０ ． ５ ｍ ｏ ｌ ／
Ｌ 濃 度 の 硫 酸 を 用 い て ｐ Ｈ を ３ ． ８ に 調 製 し 、 撹 拌 を 止 め 、 沈 降 ／ 脱 塩 ／ 水 洗 工 程 を お こ
な っ た 。 １ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ 濃 度 の 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム を 用 い て ｐ Ｈ ５ ． ９ に 調 整 し 、 ｐ Ａ ｇ １ １
． ０ の ハ ロ ゲ ン 化 銀 分 散 物 を 作 製 し た 。
【 ０ ３ ４ ５ 】
　 上 記 ハ ロ ゲ ン 化 銀 分 散 物 を 攪 拌 し な が ら ３ ８ ℃ に 維 持 し て 、 ０ ． ３ ４ 質 量 ％ の １ ， ２ －
ベ ン ゾ イ ソ チ ア ゾ リ ン － ３ － オ ン の メ タ ノ ー ル 溶 液 を ５ ｍ ｌ 加 え 、 ４ ０ 分 後 に ４ ７ ℃ に 昇
温 し た 。 昇 温 の ２ ０ 分 後 に ベ ン ゼ ン チ オ ス ル ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム を メ タ ノ ー ル 溶 液 で 銀 １ モ
ル に 対 し て ７ ． ６ × １ ０ - 5 モ ル 加 え 、 さ ら に ５ 分 後 に テ ル ル 増 感 剤 Ｃ を メ タ ノ ー ル 溶 液 で
銀 １ モ ル 当 た り ２ ． ９ × １ ０ - 5 モ ル 加 え て ９ １ 分 間 熟 成 し た 。 そ の 後 、 Ｎ ， Ｎ ’ － ジ ヒ ド
ロ キ シ － Ｎ ” － ジ エ チ ル メ ラ ミ ン の ０ ． ８ 質 量 ％ メ タ ノ ー ル 溶 液 １ ． ３ ｍ ｌ を 加 え 、 さ ら
に ４ 分 後 に 、 ５ － メ チ ル － ２ － メ ル カ プ ト ベ ン ゾ イ ミ ダ ゾ ー ル を メ タ ノ ー ル 溶 液 で 銀 １ モ
ル 当 た り ４ ． ８ × １ ０ - 3 モ ル 、 １ － フ ェ ニ ル － ２ － ヘ プ チ ル － ５ － メ ル カ プ ト － １ ， ３ ，
４ － ト リ ア ゾ ー ル を メ タ ノ ー ル 溶 液 で 銀 １ モ ル に 対 し て ５ ． ４ × １ ０ - 3 モ ル お よ び １ － （
３ － メ チ ル ウ レ イ ド フ ェ ニ ル ） － ５ － メ ル カ プ ト テ ト ラ ゾ ー ル を 水 溶 液 で 銀 １ モ ル に 対 し
て ８ ． ５ × １ ０ - 3 モ ル 添 加 し て 、 ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 Ｂ を 作 成 し た 。
【 ０ ３ ４ ６ 】
《 ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 Ｃ の 調 製 》
　 蒸 留 水 １ ４ ２ １ ｍ ｌ に １ ０ 質 量 ％ ヨ ウ 化 カ リ ウ ム 溶 液 ８ ｍ ｌ を 加 え 、 さ ら に フ タ ル 化 ゼ
ラ チ ン ４ ． ６ ｇ 、 ２ ， ２ ’ － （ エ チ レ ン ジ チ オ ） ジ エ タ ノ ー ル の ５ 質 量 ％ メ タ ノ － ル 溶 液
１ ６ ０ ｍ ｌ を 添 加 し た 溶 液 を 、 ス テ ン レ ス 製 反 応 壷 中 で 撹 拌 し な が ら ７ ５ ℃ に 液 温 を 保 ち
、 硝 酸 銀 ２ ２ ． ７ ｇ に 蒸 留 水 を 加 え ２ ２ ３ ｍ ｌ に 希 釈 し た 溶 液 Ａ と ヨ ウ 化 カ リ ウ ム ３ ６ ．
６ ｇ を 蒸 留 水 に て ３ ６ ６ ｍ ｌ に 希 釈 し た 溶 液 Ｂ を 、 溶 液 Ａ は 一 定 流 量 で １ ５ 分 ２ ２ 秒 か け
て 全 量 添 加 し 、 溶 液 Ｂ は ｐ Ａ ｇ を ９ ． ９ ６ に 維 持 し な が ら コ ン ト ロ ー ル ダ ブ ル ジ ェ ッ ト 法
で 添 加 し た 。 そ の 後 、 ３ ． ５ 質 量 ％ の 過 酸 化 水 素 水 溶 液 を １ ０ ｍ ｌ 添 加 し 、 さ ら に ベ ン ゾ
イ ミ ダ ゾ ー ル の １ ０ 質 量 ％ 水 溶 液 を ０ ． ８ ｍ ｌ 添 加 し た 。 さ ら に 、 硝 酸 銀 ５ ３ ． １ ｇ に 蒸
留 水 を 加 え て ５ ２ ０ ． ２ ｍ ｌ に 希 釈 し た 溶 液 Ｃ と ヨ ウ 化 カ リ ウ ム ６ ３ ． ９ ｇ を 蒸 留 水 に て
６ ３ ９ ｍ ｌ に 希 釈 し た 溶 液 Ｄ を 、 溶 液 Ｃ は 一 定 流 量 で ８ ０ 分 か け て 全 量 添 加 し 、 溶 液 Ｄ は
ｐ Ａ ｇ を ９ ． ９ ６ に 維 持 し な が ら コ ン ト ロ ー ル ダ ブ ル ジ ェ ッ ト 法 で 添 加 し た 。 銀 １ モ ル 当
た り １ × １ ０ － ４ モ ル に な る よ う 六 塩 化 イ リ ジ ウ ム （ III） 酸 カ リ ウ ム 塩 を 溶 液 Ｃ お よ び
溶 液 Ｄ を 添 加 し は じ め て か ら １ ０ 分 後 に 全 量 添 加 し た 。 ま た 、 溶 液 Ｃ の 添 加 終 了 の ５ 秒 後
に 六 シ ア ン 化 鉄 （ II） カ リ ウ ム 水 溶 液 を 銀 １ モ ル 当 た り ３ × １ ０ － ４ モ ル 全 量 添 加 し た 。
０ ． ５ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ 濃 度 の 硫 酸 を 用 い て ｐ Ｈ を ３ ． ８ に 調 整 し 、 攪 拌 を 止 め 、 沈 降 ／ 脱 塩 ／
水 洗 工 程 を お こ な っ た 。 １ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ 濃 度 の 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム を 用 い て ｐ Ｈ ５ ． ９ に 調 整
し 、 ｐ Ａ ｇ １ １ ． ０ の ハ ロ ゲ ン 化 銀 分 散 物 を 作 製 し た 。
【 ０ ３ ４ ７ 】
　 得 ら れ た ホ ス ト 粒 子 は 、 純 ヨ ウ 化 銀 乳 剤 で あ り 、 平 均 投 影 面 積 直 径 １ ． ３ ６ μ ｍ 、 平 均
投 影 面 積 直 径 の 変 動 係 数 １ ７ ． ７ ％ 、 平 均 厚 み ０ ． １ １ ３ μ ｍ 、 平 均 ア ス ペ ク ト 比 １ ２ ．
０ の 平 板 状 粒 子 が 全 投 影 面 積 の ８ ０ ％ 以 上 を 占 め て い た 。 球 相 当 直 径 は ０ ． ６ ８ μ ｍ で あ
っ た 。 Ｘ 線 粉 末 回 折 分 析 に よ る 解 析 の 結 果 、 ヨ ウ 化 銀 の １ ５ ％ 以 上 が γ 相 で 存 在 し て い た
。
【 ０ ３ ４ ８ 】
　 ＜ ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 Ｄ の 調 製 ＞
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　 上 記 の Ａ ｇ Ｉ ホ ス ト 粒 子 の １ モ ル を 反 応 容 器 に 入 れ た 。 ｐ Ａ ｇ は ４ ０ ℃ で 測 定 し て ９ ．
１ で あ っ た 。 次 い で 、 ダ ブ ル ジ ェ ッ ト 添 加 に よ り 、 １ リ ッ ト ル 中 に ０ ． ０ ８ ８ モ ル の Ｋ Ｂ
ｒ と ０ ． ０ ３ ８ モ ル の Ｎ ａ Ｃ ｌ を 含 有 す る ハ ロ ゲ ン 溶 液 及 び ０ ． １ ２ ５ モ ル ／ リ ッ ト ル の
Ａ ｇ Ｎ Ｏ 3溶 液 を ２ ８ ． ７ ｍ ｌ ／ 分 で ３ １ 分 間 に わ た っ て 添 加 し 、 全 銀 量 の １ ０ モ ル ％ に
な る 量 の 塩 臭 化 銀 を Ａ ｇ Ｉ ホ ス ト 乳 剤 上 の ６ 点 の コ ー ナ ー 部 位 に エ ピ タ キ シ ャ ル 状 に 沈 殿
さ せ た 。 操 作 中 、 ｐ Ａ ｇ は ７ ． １ ３ に 維 持 し た 。
　 さ ら に 、 ０ ． ５ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ 濃 度 の 硫 酸 を 用 い て ｐ Ｈ を ３ ． ８ に 調 製 し 、 撹 拌 を 止 め 、 沈
降 ／ 脱 塩 ／ 水 洗 工 程 を お こ な っ た 。 １ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ 濃 度 の 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム を 用 い て ｐ Ｈ ５
． ９ に 調 整 し 、 ｐ Ａ ｇ １ １ ． ０ の ハ ロ ゲ ン 化 銀 分 散 物 を 作 製 し た 。
  エ ピ タ キ シ ャ ル 部 の 平 均 ハ ロ ゲ ン 組 成 は 、 ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 エ ピ タ キ シ ャ ル 部 の 超 薄 切
片 を 作 製 し 、 フ ィ ー ル ド エ ミ ッ シ ョ ン 型 の 分 析 電 子 顕 微 鏡 に よ り 求 め た と こ ろ 、 ブ ロ ム ８
０ モ ル ％ 、 ク ロ ル １ ７ モ ル ％ 、 ヨ ウ ド ３ モ ル ％ で あ っ た 。
【 ０ ３ ４ ９ 】
　 上 記 ハ ロ ゲ ン 化 銀 分 散 物 を 攪 拌 し な が ら ３ ８ ℃ に 維 持 し て 、 ０ ． ３ ４ 質 量 ％ の １ ， ２ －
ベ ン ゾ イ ソ チ ア ゾ リ ン － ３ － オ ン の メ タ ノ ー ル 溶 液 を ５ ｍ ｌ 加 え 、 ４ ０ 分 後 に ６ ０ ℃ に 昇
温 し た 。 昇 温 の ２ ０ 分 後 に ベ ン ゼ ン チ オ ス ル ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム を メ タ ノ ー ル 溶 液 で 銀 １ モ
ル に 対 し て ７ ． ６ × １ ０ - 5 モ ル 加 え 、 さ ら に ５ 分 後 に テ ル ル 増 感 剤 Ｃ を メ タ ノ ー ル 溶 液 で
銀 １ モ ル 当 た り ２ ． ９ × １ ０ - 5 モ ル 加 え て ９ １ 分 間 熟 成 し た 。 そ の 後 、 Ｎ ， Ｎ '－ ジ ヒ ド
ロ キ シ － Ｎ "， Ｎ "－ ジ エ チ ル メ ラ ミ ン の ０ ． ８ 質 量 ％ メ タ ノ ー ル 溶 液 １ ． ３ ｍ ｌ を 加 え 、
さ ら に ４ 分 後 に 、 ５ － メ チ ル － ２ － メ ル カ プ ト ベ ン ゾ イ ミ ダ ゾ ー ル を メ タ ノ ー ル 溶 液 で 銀
１ モ ル 当 た り ４ ． ８ × １ ０ - 3 モ ル 、 １ － フ ェ ニ ル － ２ － ヘ プ チ ル － ５ － メ ル カ プ ト － １ ，
３ ， ４ － ト リ ア ゾ ー ル を メ タ ノ ー ル 溶 液 で 銀 １ モ ル に 対 し て ５ ． ４ × １ ０ - 3 モ ル お よ び １
－ （ ３ － メ チ ル ウ レ イ ド フ ェ ニ ル ） － ５ － メ ル カ プ ト テ ト ラ ゾ ー ル を 水 溶 液 で 銀 １ モ ル に
対 し て ８ ． ５ × １ ０ - 3 モ ル 添 加 し て 、 エ ピ タ キ シ ャ ル 接 合 を 有 す る ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 Ｄ を
作 製 し た 。
【 ０ ３ ５ ０ 】
　 ≪ 塗 布 液 用 混 合 乳 剤 の 調 製 ≫
　 ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 Ｂ と ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 Ｄ を 銀 モ ル 比 と し て ５ ： １ に な る 量 を 溶 解 し 、
ベ ン ゾ チ ア ゾ リ ウ ム ヨ ー ダ イ ド を １ 質 量 ％ 水 溶 液 に て 銀 １ モ ル 当 た り ７ × １ ０ - 3 モ ル 添 加
し た 。
　 さ ら に １ 電 子 酸 化 さ れ て 生 成 す る １ 電 子 酸 化 体 が １ 電 子 も し く は そ れ 以 上 の 電 子 を 放 出
し 得 る 化 合 物 化 合 物 １ と ２ と ３ を そ れ ぞ れ ハ ロ ゲ ン 化 銀 の 銀 １ モ ル 当 た り ２ × １ ０ - 3 モ ル
に な る 量 を 添 加 し た 。
　 ま た 吸 着 基 と 還 元 基 を 有 す る 化 合 物 １ と ２ と ３ を そ れ ぞ れ ハ ロ ゲ ン 化 銀 １ モ ル あ た り ８
× １ ０ － ３ モ ル に な る 量 を 添 加 し た 。
　 さ ら に 塗 布 液 用 混 合 乳 剤 １ リ ッ ト ル あ た り ハ ロ ゲ ン 化 銀 の 含 有 量 が 銀 と し て １ ５ ． ６ ｇ
と な る よ う に 加 水 し た 。
【 ０ ３ ５ １ 】
２ ） 脂 肪 酸 銀 分 散 物 の 調 製
＜ 再 結 晶 ベ ヘ ン 酸 の 調 製 ＞
　 ヘ ン ケ ル 社 製 ベ ヘ ン 酸 （ 製 品 名 Ｅ ｄ ｅ ｎ ｏ ｒ 　 Ｃ ２ ２ － ８ ５ Ｒ ） １ ０ ０ Ｋ ｇ を 、 １ ２ ０
０ Ｋ ｇ の イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル に ま ぜ 、 ５ ０ ℃ で 溶 解 し 、 １ ０ μ ｍ の フ ィ ル タ ー で 濾 過
し た 後 、 ３ ０ ℃ ま で 、 冷 却 し 、 再 結 晶 を 行 っ た 。 再 結 晶 を す る 際 の 、 冷 却 ス ピ ー ド は 、 ３
℃ ／ 時 間 に コ ン ト ロ ー ル し た 。 得 ら れ た 結 晶 を 遠 心 濾 過 し 、 １ ０ ０ Ｋ ｇ の イ ソ プ ル ピ ル ア
ル コ ー ル で か け 洗 い を 実 施 し た 後 、 乾 燥 を 行 っ た 。 得 ら れ た 結 晶 を エ ス テ ル 化 し て Ｇ Ｃ －
Ｆ Ｉ Ｄ 測 定 を し た と こ ろ 、 ベ ヘ ン 酸 含 有 率 は ９ ６ ％ 、 そ れ 以 外 に リ グ ノ セ リ ン 酸 が ２ ％ 、
ア ラ キ ジ ン 酸 が ２ ％ 、 エ ル カ 酸 ０ ． ０ ０ １ ％ 含 ま れ て い た 。
＜ 脂 肪 酸 銀 分 散 物 の 調 製 ＞
　 再 結 晶 ベ ヘ ン 酸 ８ ８ Ｋ ｇ 、 蒸 留 水 ４ ２ ２ Ｌ 、 ５ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ 濃 度 の Ｎ ａ Ｏ Ｈ 水 溶 液 ４ ９ ．
２ Ｌ 、 ｔ － ブ チ ル ア ル コ ー ル １ ２ ０ Ｌ を 混 合 し 、 ７ ５ ℃ に て １ 時 間 攪 拌 し 反 応 さ せ 、 ベ ヘ
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ン 酸 ナ ト リ ウ ム 溶 液 Ｂ を 得 た 。 別 に 、 硝 酸 銀 ４ ０ ． ４ ｋ ｇ の 水 溶 液 ２ ０ ６ ． ２ Ｌ （ ｐ Ｈ ４
． ０ ） を 用 意 し 、 １ ０ ℃ に て 保 温 し た 。 ６ ３ ５ Ｌ の 蒸 留 水 と ３ ０ Ｌ の ｔ － ブ チ ル ア ル コ ー
ル を 入 れ た 反 応 容 器 を ３ ０ ℃ に 保 温 し 、 十 分 に 撹 拌 し な が ら 先 の ベ ヘ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 溶 液
の 全 量 と 硝 酸 銀 水 溶 液 の 全 量 を 流 量 一 定 で そ れ ぞ れ ９ ３ 分 １ ５ 秒 と ９ ０ 分 か け て 添 加 し た
。 こ の と き 、 硝 酸 銀 水 溶 液 添 加 開 始 後 １ １ 分 間 は 硝 酸 銀 水 溶 液 の み が 添 加 さ れ る よ う に し
、 そ の あ と ベ ヘ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 溶 液 を 添 加 開 始 し 、 硝 酸 銀 水 溶 液 の 添 加 終 了 後 １ ４ 分 １ ５
秒 間 は ベ ヘ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 溶 液 の み が 添 加 さ れ る よ う に し た 。 こ の と き 、 反 応 容 器 内 の 温
度 は ３ ０ ℃ と し 、 液 温 度 が 一 定 に な る よ う に 外 温 コ ン ト ロ ー ル し た 。 ま た 、 ベ ヘ ン 酸 ナ ト
リ ウ ム 溶 液 の 添 加 系 の 配 管 は 、 ２ 重 管 の 外 側 に 温 水 を 循 環 さ せ る 事 に よ り 保 温 し 、 添 加 ノ
ズ ル 先 端 の 出 口 の 液 温 度 が ７ ５ ℃ に な る よ う 調 製 し た 。 ま た 、 硝 酸 銀 水 溶 液 の 添 加 系 の 配
管 は 、 ２ 重 管 の 外 側 に 冷 水 を 循 環 さ せ る こ と に よ り 保 温 し た 。 ベ ヘ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 溶 液 の
添 加 位 置 と 硝 酸 銀 水 溶 液 の 添 加 位 置 は 撹 拌 軸 を 中 心 と し て 対 称 的 な 配 置 と し 、 ま た 反 応 液
に 接 触 し な い よ う な 高 さ に 調 製 し た 。
【 ０ ３ ５ ２ 】
　 ベ ヘ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 溶 液 を 添 加 終 了 後 、 そ の ま ま の 温 度 で ２ ０ 分 間 撹 拌 放 置 し 、 ３ ０ 分
か け て ３ ５ ℃ に 昇 温 し 、 そ の 後 ２ １ ０ 分 熟 成 を 行 っ た 。 熟 成 終 了 後 直 ち に 、 遠 心 濾 過 で 固
形 分 を 濾 別 し 、 固 形 分 を 濾 過 水 の 伝 導 度 が ３ ０ μ Ｓ ／ ｃ ｍ に な る ま で 水 洗 し た 。 こ う し て
脂 肪 酸 銀 塩 を 得 た 。 得 ら れ た 固 形 分 は 、 乾 燥 さ せ な い で ウ エ ッ ト ケ ー キ と し て 保 管 し た 。
【 ０ ３ ５ ３ 】
　 得 ら れ た ベ ヘ ン 酸 銀 粒 子 の 形 態 を 電 子 顕 微 鏡 撮 影 に よ り 評 価 し た と こ ろ 、 平 均 値 で ａ ＝
０ ． ２ １ μ ｍ 、 ｂ ＝ ０ ． ４ μ ｍ 、 ｃ ＝ ０ ． ４ μ ｍ 、 平 均 ア ス ペ ク ト 比 ２ ． １ 、 球 相 当 径 の
変 動 係 数 １ １ ％ の 結 晶 で あ っ た 。 （ ａ ， ｂ ， ｃ は 本 文 の 規 定 ）
【 ０ ３ ５ ４ 】
　 乾 燥 固 形 分 ２ ６ ０ Ｋ ｇ 相 当 の ウ エ ッ ト ケ ー キ に 対 し 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル （ 商 品 名 ：
Ｐ Ｖ Ａ － ２ １ ７ ） １ ９ ． ３ Ｋ ｇ お よ び 水 を 添 加 し 、 全 体 量 を １ ０ ０ ０ Ｋ ｇ と し て か ら デ ィ
ゾ ル バ ー 羽 根 で ス ラ リ ー 化 し 、 更 に パ イ プ ラ イ ン ミ キ サ ー （ み づ ほ 工 業 製 ： Ｐ Ｍ － １ ０ 型
） で 予 備 分 散 し た 。
【 ０ ３ ５ ５ 】
　 次 に 予 備 分 散 済 み の 原 液 を 分 散 機 （ 商 品 名 ： マ イ ク ロ フ ル イ ダ イ ザ ー Ｍ － ６ １ ０ 、 マ イ
ク ロ フ ル イ デ ッ ク ス ・ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル ・ コ ー ポ レ ー シ ョ ン 製 、 Ｚ 型 イ ン タ ラ ク シ ョ ン
チ ャ ン バ ー 使 用 ） の 圧 力 を １ １ ５ ０ ｋ ｇ ／ ｃ ｍ ２ に 調 節 し て 、 三 回 処 理 し 、 ベ ヘ ン 酸 銀 分
散 物 を 得 た 。 冷 却 操 作 は 蛇 管 式 熱 交 換 器 を イ ン タ ラ ク シ ョ ン チ ャ ン バ ー の 前 後 に 各 々 装 着
し 、 冷 媒 の 温 度 を 調 節 す る こ と で １ ８ ℃ の 分 散 温 度 に 設 定 し た 。
【 ０ ３ ５ ６ 】
３ ） 還 元 剤 分 散 物 の 調 製
《 還 元 剤 － １ 分 散 物 の 調 製 》
　 還 元 剤 ― １ （ １ ， １ － ビ ス （ ２ － ヒ ド ロ キ シ － ３ ， ５ － ジ メ チ ル フ ェ ニ ル ） － ３ ， ５ ，
５ － ト リ メ チ ル ヘ キ サ ン ） １ ０ Ｋ ｇ と 変 性 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル （ ク ラ レ （ 株 ） 製 、 ポ バ
ー ル Ｍ Ｐ ２ ０ ３ ） の １ ０ 質 量 ％ 水 溶 液 １ ６ Ｋ ｇ に 、 水 １ ０ Ｋ ｇ を 添 加 し て 、 良 く 混 合 し て
ス ラ リ ー と し た 。 こ の ス ラ リ ー を ダ イ ア フ ラ ム ポ ン プ で 送 液 し 、 平 均 直 径 ０ ． ５ ｍ ｍ の ジ
ル コ ニ ア ビ ー ズ を 充 填 し た 横 型 サ ン ド ミ ル （ Ｕ Ｖ Ｍ － ２ ： ア イ メ ッ ク ス （ 株 ） 製 ） に て ３
時 間 分 散 し た の ち 、 ベ ン ゾ イ ソ チ ア ゾ リ ノ ン ナ ト リ ウ ム 塩 ０ ． ２ ｇ と 水 を 加 え て 還 元 剤 の
濃 度 が ２ ５ 質 量 ％ に な る よ う に 調 製 し た 。 こ の 分 散 液 を ６ ０ ℃ で ５ 時 間 加 熱 処 理 し 、 還 元
剤 ― １ 分 散 物 を 得 た 。 こ う し て 得 た 還 元 剤 分 散 物 に 含 ま れ る 還 元 剤 粒 子 は メ ジ ア ン 径 ０ ．
４ ０ μ ｍ 、 最 大 粒 子 径 １ ． ４ μ ｍ 以 下 で あ っ た 。 得 ら れ た 還 元 剤 分 散 物 は 孔 径 ３ ． ０ μ ｍ
の ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 フ ィ ル タ ー に て ろ 過 を 行 い 、 ゴ ミ 等 の 異 物 を 除 去 し て 収 納 し た 。
【 ０ ３ ５ ７ 】
４ ） 水 素 結 合 性 化 合 物 分 散 物 の 調 製
《 水 素 結 合 性 化 合 物 － １ 分 散 物 の 調 製 》
　 水 素 結 合 性 化 合 物 － １ （ ト リ （ ４ － ｔ － ブ チ ル フ ェ ニ ル ） ホ ス フ ィ ン オ キ シ ド ） １ ０ Ｋ
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ｇ と 変 性 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル （ ク ラ レ （ 株 ） 製 、 ポ バ ー ル Ｍ Ｐ ２ ０ ３ ） の １ ０ 質 量 ％ 水
溶 液 １ ６ Ｋ ｇ に 、 水 １ ０ Ｋ ｇ を 添 加 し て 、 良 く 混 合 し て ス ラ リ ー と し た 。 こ の ス ラ リ ー を
ダ イ ア フ ラ ム ポ ン プ で 送 液 し 、 平 均 直 径 ０ ． ５ ｍ ｍ の ジ ル コ ニ ア ビ ー ズ を 充 填 し た 横 型 サ
ン ド ミ ル （ Ｕ Ｖ Ｍ － ２ ： ア イ メ ッ ク ス （ 株 ） 製 ） に て ４ 時 間 分 散 し た の ち 、 ベ ン ゾ イ ソ チ
ア ゾ リ ノ ン ナ ト リ ウ ム 塩 ０ ． ２ ｇ と 水 を 加 え て 水 素 結 合 性 化 合 物 の 濃 度 が ２ ５ 質 量 ％ に な
る よ う に 調 製 し た 。 こ の 分 散 液 を ４ ０ ℃ で １ 時 間 加 熱 し た 後 、 引 き 続 い て さ ら に ８ ０ ℃ で
１ 時 間 加 温 し 、 水 素 結 合 性 化 合 物 ― １ 分 散 物 を 得 た 。 こ う し て 得 た 水 素 結 合 性 化 合 物 分 散
物 に 含 ま れ る 水 素 結 合 性 化 合 物 粒 子 は メ ジ ア ン 径 ０ ． ４ ５ μ ｍ 、 最 大 粒 子 径 １ ． ３ μ ｍ 以
下 で あ っ た 。 得 ら れ た 水 素 結 合 性 化 合 物 分 散 物 は 孔 径 ３ ． ０ μ ｍ の ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 フ ィ
ル タ ー に て ろ 過 を 行 い 、 ゴ ミ 等 の 異 物 を 除 去 し て 収 納 し た 。
【 ０ ３ ５ ８ 】
５ ） 現 像 促 進 剤 分 散 物 、 色 調 調 整 剤 分 散 物 の 調 製
《 現 像 促 進 剤 － １ 分 散 物 の 調 製 》
　 現 像 促 進 剤 － １ を １ ０ Ｋ ｇ と 変 性 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル （ ク ラ レ （ 株 ） 製 、 ポ バ ー ル Ｍ
Ｐ ２ ０ ３ ） の １ ０ 質 量 ％ 水 溶 液 ２ ０ Ｋ ｇ に 、 水 １ ０ Ｋ ｇ を 添 加 し て 、 良 く 混 合 し て ス ラ リ
ー と し た 。 こ の ス ラ リ ー を ダ イ ア フ ラ ム ポ ン プ で 送 液 し 、 平 均 直 径 ０ ． ５ ｍ ｍ の ジ ル コ ニ
ア ビ ー ズ を 充 填 し た 横 型 サ ン ド ミ ル （ Ｕ Ｖ Ｍ － ２ ： ア イ メ ッ ク ス （ 株 ） 製 ） に て ３ 時 間 ３
０ 分 分 散 し た の ち 、 ベ ン ゾ イ ソ チ ア ゾ リ ノ ン ナ ト リ ウ ム 塩 ０ ． ２ ｇ と 水 を 加 え て 現 像 促 進
剤 の 濃 度 が ２ ０ 質 量 ％ に な る よ う に 調 製 し 、 現 像 促 進 剤 － １ 分 散 物 を 得 た 。 こ う し て 得 た
現 像 促 進 剤 分 散 物 に 含 ま れ る 現 像 促 進 剤 粒 子 は メ ジ ア ン 径 ０ ． ４ ８ μ ｍ 、 最 大 粒 子 径 １ ．
４ μ ｍ 以 下 で あ っ た 。 得 ら れ た 現 像 促 進 剤 分 散 物 は 孔 径 ３ ． ０ μ ｍ の ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 フ
ィ ル タ ー に て ろ 過 を 行 い 、 ゴ ミ 等 の 異 物 を 除 去 し て 収 納 し た 。
【 ０ ３ ５ ９ 】
　 現 像 促 進 剤 － ２ お よ び 色 調 調 整 剤 － １ の 固 体 分 散 物 に つ い て も 現 像 促 進 剤 － １ と 同 様 の
方 法 に よ り 分 散 し 、 そ れ ぞ れ ２ ０ 質 量 ％ 、 １ ５ 質 量 ％ の 分 散 液 を 得 た 。
【 ０ ３ ６ ０ 】
６ ） ポ リ ハ ロ ゲ ン 化 合 物 分 散 物 の 調 製
《 有 機 ポ リ ハ ロ ゲ ン 化 合 物 － １ 分 散 物 の 調 製 》
　 有 機 ポ リ ハ ロ ゲ ン 化 合 物 ― １ （ ト リ ブ ロ モ メ タ ン ス ル ホ ニ ル ベ ン ゼ ン ） １ ０ Ｋ ｇ と 変 性
ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル （ ク ラ レ （ 株 ） 製 ポ バ ー ル Ｍ Ｐ ２ ０ ３ ） の ２ ０ 質 量 ％ 水 溶 液 １ ０ Ｋ
ｇ と 、 ト リ イ ソ プ ロ ピ ル ナ フ タ レ ン ス ル ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム の ２ ０ 質 量 ％ 水 溶 液 ０ ． ４ Ｋ ｇ
と 、 水 １ ４ Ｋ ｇ を 添 加 し て 、 良 く 混 合 し て ス ラ リ ー と し た 。 こ の ス ラ リ ー を ダ イ ア フ ラ ム
ポ ン プ で 送 液 し 、 平 均 直 径 ０ ． ５ ｍ ｍ の ジ ル コ ニ ア ビ ー ズ を 充 填 し た 横 型 サ ン ド ミ ル （ Ｕ
Ｖ Ｍ － ２ ： ア イ メ ッ ク ス （ 株 ） 製 ） に て ５ 時 間 分 散 し た の ち 、 ベ ン ゾ イ ソ チ ア ゾ リ ノ ン ナ
ト リ ウ ム 塩 ０ ． ２ ｇ と 水 を 加 え て 有 機 ポ リ ハ ロ ゲ ン 化 合 物 の 濃 度 が ３ ０ 質 量 ％ に な る よ う
に 調 製 し 、 有 機 ポ リ ハ ロ ゲ ン 化 合 物 ― １ 分 散 物 を 得 た 。 こ う し て 得 た ポ リ ハ ロ ゲ ン 化 合 物
分 散 物 に 含 ま れ る 有 機 ポ リ ハ ロ ゲ ン 化 合 物 粒 子 は メ ジ ア ン 径 ０ ． ４ １ μ ｍ 、 最 大 粒 子 径 ２
． ０ μ ｍ 以 下 で あ っ た 。 得 ら れ た 有 機 ポ リ ハ ロ ゲ ン 化 合 物 分 散 物 は 孔 径 １ ０ ． ０ μ ｍ の ポ
リ プ ロ ピ レ ン 製 フ ィ ル タ ー に て ろ 過 を 行 い 、 ゴ ミ 等 の 異 物 を 除 去 し て 収 納 し た 。
【 ０ ３ ６ １ 】
《 有 機 ポ リ ハ ロ ゲ ン 化 合 物 － ２ 分 散 物 の 調 製 》
　 有 機 ポ リ ハ ロ ゲ ン 化 合 物 ― ２ （ Ｎ － ブ チ ル － ３ － ト リ ブ ロ モ メ タ ン ス ル ホ ニ ル ベ ン ゾ ア
ミ ド ） １ ０ ｋ ｇ と 変 性 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル （ ク ラ レ （ 株 ） 製 ポ バ ー ル Ｍ Ｐ ２ ０ ３ ） の １
０ 質 量 ％ 水 溶 液 ２ ０ Ｋ ｇ と 、 ト リ イ ソ プ ロ ピ ル ナ フ タ レ ン ス ル ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム の ２ ０ 質
量 ％ 水 溶 液 ０ ． ４ ｋ ｇ を 添 加 し て 、 良 く 混 合 し て ス ラ リ ー と し た 。 こ の ス ラ リ ー を ダ イ ア
フ ラ ム ポ ン プ で 送 液 し 、 平 均 直 径 ０ ． ５ ｍ ｍ の ジ ル コ ニ ア ビ ー ズ を 充 填 し た 横 型 サ ン ド ミ
ル （ Ｕ Ｖ Ｍ － ２ ： ア イ メ ッ ク ス （ 株 ） 製 ） に て ５ 時 間 分 散 し た の ち 、 ベ ン ゾ イ ソ チ ア ゾ リ
ノ ン ナ ト リ ウ ム 塩 ０ ． ２ ｇ と 水 を 加 え て 有 機 ポ リ ハ ロ ゲ ン 化 合 物 の 濃 度 が ３ ０ 質 量 ％ に な
る よ う に 調 製 し た 。 こ の 分 散 液 を ４ ０ ℃ で ５ 時 間 加 温 し 、 有 機 ポ リ ハ ロ ゲ ン 化 合 物 ― ２ 分
散 物 を 得 た 。 こ う し て 得 た ポ リ ハ ロ ゲ ン 化 合 物 分 散 物 に 含 ま れ る 有 機 ポ リ ハ ロ ゲ ン 化 合 物
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粒 子 は メ ジ ア ン 径 ０ ． ４ ０ μ ｍ 、 最 大 粒 子 径 １ ． ３ μ ｍ 以 下 で あ っ た 。 得 ら れ た 有 機 ポ リ
ハ ロ ゲ ン 化 合 物 分 散 物 は 孔 径 ３ ． ０ μ ｍ の ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 フ ィ ル タ ー に て ろ 過 を 行 い 、
ゴ ミ 等 の 異 物 を 除 去 し て 収 納 し た 。
【 ０ ３ ６ ２ 】
　 ７ ） ヨ ウ 化 銀 錯 形 成 剤 の 調 製
　 ８ ｋ ｇ の 変 性 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル Ｍ Ｐ ２ ０ ３ を 水 １ ７ ４ ． ５ ７ ｋ ｇ に 溶 解 し 、 次 い で
ト リ イ ソ プ ロ ピ ル ナ フ タ レ ン ス ル ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム の ２ ０ 質 量 ％ 水 溶 液 ３ ． １ ５ ｋ ｇ と ６
－ イ ソ プ ロ ピ ル フ タ ラ ジ ン の ７ ０ 質 量 ％ 水 溶 液 １ ４ ． ２ ８ ｋ ｇ を 添 加 し 、 ヨ ウ 化 銀 錯 形 成
剤 化 合 物 の ５ 質 量 ％ 溶 液 を 調 製 し た 。
【 ０ ３ ６ ３ 】
８ ） メ ル カ プ ト 化 合 物 の 調 製
（ メ ル カ プ ト 化 合 物 の 調 製 ）
《 メ ル カ プ ト 化 合 物 － １ 水 溶 液 の 調 製 》
　 メ ル カ プ ト 化 合 物 ― １ （ １ － （ ３ － ス ル ホ フ ェ ニ ル ） － ５ － メ ル カ プ ト テ ト ラ ゾ ー ル ナ
ト リ ウ ム 塩 ） ７ ｇ を 水 ９ ９ ３ ｇ に 溶 解 し 、 ０ ． ７ 質 量 ％ の 水 溶 液 と し た 。
【 ０ ３ ６ ４ 】
《 メ ル カ プ ト 化 合 物 － ２ 水 溶 液 の 調 製 》
　 メ ル カ プ ト 化 合 物 ― ２ （ １ － （ ３ － メ チ ル ウ レ イ ド フ ェ ニ ル ） － ５ － メ ル カ プ ト テ ト ラ
ゾ ー ル ） ２ ０ ｇ を 水 ９ ８ ０ ｇ に 溶 解 し 、 ２ ． ０ 質 量 ％ の 水 溶 液 と し た 。
【 ０ ３ ６ ５ 】
９ － １ ） Ｓ Ｂ Ｒ ラ テ ッ ク ス 液 の 調 製
　 Ｓ Ｂ Ｒ ラ テ ッ ク ス （ Ｔ Ｐ － １ ） は 以 下 に よ り 調 製 し た 。
　 ガ ス モ ノ マ ー 反 応 装 置 （ 耐 圧 硝 子 工 業 （ 株 ） 製 Ｔ Ａ Ｓ － ２ Ｊ 型 ） の 重 合 釜 に 、 蒸 留 水 ２
８ ７ ｇ 、 界 面 活 性 剤 （ パ イ オ ニ ン Ａ － ４ ３ － Ｓ （ 竹 本 油 脂 （ 株 ） 製 ） ： 固 形 分 ４ ８ ． ５ 質
量 ％ ） ７ ． ７ ３ ｇ 、 １ ｍ ｏ ｌ ／ リ ッ ト ル Ｎ ａ Ｏ Ｈ １ ４ ． ０ ６ ｍ ｌ 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン ４ 酢
酸 ４ ナ ト リ ウ ム 塩 ０ ． １ ５ ｇ 、 ス チ レ ン ２ ５ ５ ｇ 、 ア ク リ ル 酸 １ １ ． ２ ５ ｇ 、 ｔ ｅ ｒ ｔ －
ド デ シ ル メ ル カ プ タ ン ３ ． ０ ｇ を 入 れ 、 反 応 容 器 を 密 閉 し 撹 拌 速 度 ２ ０ ０ ｒ ｐ ｍ で 撹 拌 し
た 。 真 空 ポ ン プ で 脱 気 し 窒 素 ガ ス 置 換 を 数 回 繰 返 し た 後 に 、 １ ， ３ － ブ タ ジ エ ン １ ０ ８ ．
７ ５ ｇ を 圧 入 し て 内 温 ６ ０ ℃ ま で 昇 温 し た 。 こ こ に 過 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム １ ． ８ ７ ５ ｇ を 水
５ ０ ｍ ｌ に 溶 解 し た 液 を 添 加 し 、 そ の ま ま ５ 時 間 撹 拌 し た 。 さ ら に ９ ０ ℃ に 昇 温 し て ３ 時
間 撹 拌 し 、 反 応 終 了 後 内 温 が 室 温 に な る ま で 下 げ た 後 、 １ ｍ ｏ ｌ ／ リ ッ ト ル の Ｌ ｉ Ｏ Ｈ を
用 い て ｐ Ｈ ８ ． ４ に 調 整 し た 。 そ の 後 、 孔 径 １ ． ０ μ ｍ の ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 フ ィ ル タ ー に
て ろ 過 を 行 い 、 ゴ ミ 等 の 異 物 を 除 去 し て 収 納 し 、 Ｓ Ｂ Ｒ ラ テ ッ ク ス Ｔ Ｐ － １ を ７ ７ ４ ． ７
ｇ 得 た 。 イ オ ン ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ り ハ ロ ゲ ン イ オ ン を 測 定 し た と こ ろ 、 塩 化 物 イ オ
ン 濃 度 ３ ｐ ｐ ｍ で あ っ た 。 高 速 液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ り キ レ ー ト 剤 の 濃 度 を 測 定 し
た 結 果 、 １ ４ ５ ｐ ｐ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ３ ６ ６ 】
　 上 記 ラ テ ッ ク ス は 平 均 粒 径 ９ ０ ｎ ｍ 、 Ｔ ｇ ＝ １ ７ ℃ 、 固 形 分 濃 度 ４ ４ 質 量 ％ 、 ２ ５ ℃ ６
０ ％ Ｒ Ｈ に お け る 平 衡 含 水 率 ０ ． ６ 質 量 ％ 、 イ オ ン 伝 導 度 ４ ． ８ ０ ｍ Ｓ ／ ｃ ｍ （ イ オ ン 伝
導 度 の 測 定 は 東 亜 電 波 工 業 （ 株 ） 製 伝 導 度 計 Ｃ Ｍ － ３ ０ Ｓ 使 用 し ２ ５ ℃ に て 測 定 ） で あ っ
た 。
【 ０ ３ ６ ７ 】
９ － ２ ） イ ソ プ レ ン ラ テ ッ ク ス 液 の 調 製
　 イ ソ プ レ ン ラ テ ッ ク ス （ Ｔ Ｐ － ２ ） は 以 下 に よ り 調 製 し た 。
　 ガ ス モ ノ マ ー 反 応 装 置 （ 耐 圧 硝 子 工 業 (株 )製 Ｔ Ａ Ｓ － ２ Ｊ 型 ） の 重 合 釜 に 蒸 留 水 １ ５ ０
０ ｇ 添 加 し 、 ９ ０ ℃ で ３ 時 間 加 熱 し 、 重 合 釜 の ス テ ン レ ス 表 面 や ス テ ン レ ス 製 撹 拌 装 置 の
部 材 に 不 動 態 皮 膜 を 形 成 さ せ る 。 こ の 処 理 を 行 っ た 重 合 釜 に 、 窒 素 ガ ス を １ 時 間 バ ブ リ ン
グ し た 蒸 留 水 ５ ８ ２ ． ２ ８ ｇ 、 界 面 活 性 剤 （ パ イ オ ニ ン Ａ － ４ ３ － Ｓ （ 竹 本 油 脂 (株 )製 ）
） ９ ． ４ ９ ｇ 、 １ ｍ ｏ ｌ ／ リ ッ ト ル の Ｎ ａ Ｏ Ｈ を １ ９ ． ５ ６ ｇ 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン ４ 酢 酸
４ ナ ト リ ウ ム 塩 ０ ． ２ ０ ｇ 、 ス チ レ ン ３ １ ４ ． ９ ９ ｇ 、 イ ソ プ レ ン １ ９ ０ ． ８ ７ ｇ 、 ア ク
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リ ル 酸 １ ０ ． ４ ３ ｇ 、 ｔ ｅ ｒ ｔ － ド デ シ ル メ ル カ プ タ ン ２ ． ０ ９ ｇ を 入 れ 、 反 応 容 器 を 密
閉 し 撹 拌 速 度 ２ ２ ５ ｒ ｐ ｍ で 撹 拌 し 、 内 温 ６ ５ ℃ ま で 昇 温 し た 。 こ こ に 過 硫 酸 ア ン モ ニ ウ
ム ２ ． ６ １ ｇ を 水 ４ ０ ｍ ｌ に 溶 解 し た 液 を 添 加 し 、 そ の ま ま ６ 時 間 撹 拌 し た 。 こ の 時 点 で
の は 重 合 転 化 率 は 固 形 分 測 定 か ら ９ ０ ％ で あ っ た 。 こ こ で 、 ア ク リ ル 酸 ５ ． ２ ２ ｇ を 水 ４
６ ． ９ ８ ｇ に 溶 解 し た 液 を 添 加 し 、 続 い て 水 １ ０ ｇ を 添 加 し 、 過 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム １ ． ３
０ ｇ を 水 ５ ０ ． ７ ｍ ｌ に 溶 解 し た 液 を さ ら に 添 加 し た 。 添 加 後 、 ９ ０ ℃ に 昇 温 し て ３ 時 間
撹 拌 し 、 反 応 終 了 後 、 内 温 が 室 温 に な る ま で 下 げ た 後 、 １ ｍ ｏ ｌ ／ リ ッ ト ル の Ｌ ｉ Ｏ Ｈ を
用 い て ｐ Ｈ ８ ． ４ に 調 整 し た 。 そ の 後 、 孔 径 １ ． ０ μ ｍ の ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 フ ィ ル タ ー に
て ろ 過 を 行 い 、 ゴ ミ 等 の 異 物 を 除 去 し て 収 納 し 、 イ ソ プ レ ン ラ テ ッ ク ス Ｔ Ｐ － １ を １ ２ ４
８ ｇ 得 た 。 イ オ ン ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ り ハ ロ ゲ ン イ オ ン を 測 定 し た と こ ろ 、 塩 化 物 イ
オ ン 濃 度 ３ ｐ ｐ ｍ で あ っ た 。 高 速 液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ り キ レ ー ト 剤 の 濃 度 を 測 定
し た 結 果 、 １ ４ ２ ｐ ｐ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ３ ６ ８ 】
　 上 記 ラ テ ッ ク ス は 平 均 粒 径 １ １ ３ ｎ ｍ 、 Ｔ ｇ ＝ １ ５ ℃ 、 固 形 分 濃 度 ４ １ ． ３ 質 量 ％ 、 ２
５ ℃ ６ ０ ％ Ｒ Ｈ に お け る 平 衡 含 水 率 ０ ． ４ 質 量 ％ 、 イ オ ン 伝 導 度 ５ ． ２ ３ ｍ Ｓ ／ ｃ ｍ （ イ
オ ン 伝 導 度 の 測 定 は 東 亜 電 波 工 業 （ 株 ） 製 伝 導 度 計 Ｃ Ｍ － ３ ０ Ｓ 使 用 し ２ ５ ℃ に て 測 定 ）
で あ っ た 。
【 ０ ３ ６ ９ 】
　 １ ０ ） 造 核 剤 分 散 物 の 調 製
　 造 核 剤 と し て 化 合 物 Ｎ ｏ ． Ｓ Ｈ － ７ を １ ０ ｇ に 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル （ ク ラ レ 製 Ｐ Ｖ
Ａ － ２ １ ７ ） ２ ． ５ ｇ お よ び 水 ８ ７ ． ５ ｇ を 添 加 し て よ く 攪 拌 し 、 ス ラ リ ー と し て ３ 時 間
放 置 し た 。 そ の 後 、 ０ ． ５ ｍ ｍ の ジ ル コ ニ ア ビ ー ズ ２ ４ ０ ｇ を ス ラ リ ー と 一 緒 に ベ ッ セ ル
に 入 れ 、 分 散 機 （ １ ／ ４ Ｇ サ ン ド グ ラ イ ン ダ ー ミ ル ： ア イ メ ッ ク ス （ 株 ） 製 ） で １ ０ 時 間
分 散 し 、 造 核 剤 の 固 体 微 粒 子 分 散 物 を 調 製 し た 。 粒 子 径 は 、 粒 子 の ８ ０ 質 量 ％ が ０ ． １ μ
ｍ ～ １ ． ０ μ ｍ で 、 平 均 粒 径 は ０ ． ５ μ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ３ ７ ０ 】
１ － ３ － ２ ． 塗 布 液 の 調 整
１ ） 乳 剤 層 （ 感 光 性 層 ） 塗 布 液 － １ の 調 製
　 上 記 で 得 た 脂 肪 酸 銀 分 散 物 １ ０ ０ ０ ｇ 、 水 ２ ７ ６ ｍ ｌ に 、 有 機 ポ リ ハ ロ ゲ ン 化 合 物 － １
分 散 物 、 有 機 ポ リ ハ ロ ゲ ン 化 合 物 － ２ 分 散 物 、 Ｓ Ｂ Ｒ ラ テ ッ ク ス （ Ｔ Ｐ － １ ） 液 、 イ ソ プ
レ ン ラ テ ッ ク ス （ Ｔ Ｐ － ２ ） 液 、 還 元 剤 － １ 分 散 物 、 造 核 剤 分 散 物 、 水 素 結 合 性 化 合 物 －
１ 分 散 物 、 現 像 促 進 剤 － １ 分 散 物 、 現 像 促 進 剤 － ２ 分 散 物 、 色 調 調 整 剤 － １ 分 散 物 、 メ ル
カ プ ト 化 合 物 － １ 水 溶 液 、 メ ル カ プ ト 化 合 物 － ２ 水 溶 液 を 順 次 添 加 し 、 ヨ ウ 化 銀 錯 形 成 剤
を 添 加 し た 後 、 塗 布 直 前 に ハ ロ ゲ ン 化 銀 の 塗 布 液 用 混 合 乳 剤 を 銀 量 で 脂 肪 酸 銀 １ モ ル 当 た
り ０ ． ２ ２ モ ル 添 加 し 、 よ く 混 合 し て 、 そ の ま ま コ ー テ ィ ン グ ダ イ へ 送 液 し 、 塗 布 し た 。
【 ０ ３ ７ １ 】
　 上 記 乳 剤 層 塗 布 液 の 粘 度 は 東 京 計 器 の Ｂ 型 粘 度 計 で 測 定 し て 、 ４ ０ ℃ （ Ｎ ｏ ． １ ロ ー タ
ー 、 ６ ０ ｒ ｐ ｍ ） で ２ ５ ［ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ ］ で あ っ た 。
　 レ オ メ ト リ ッ ク ス フ ァ ー イ ー ス ト 株 式 会 社 製 Ｒ Ｆ Ｓ フ ル ー ド ス ペ ク ト ロ メ ー タ ー を 使 用
し た ２ ５ ℃ で の 塗 布 液 の 粘 度 は 剪 断 速 度 が ０ ． １ 、 １ 、 １ ０ 、 １ ０ ０ 、 １ ０ ０ ０ ［ １ ／ 秒
］ 　 に お い て そ れ ぞ れ ２ ４ ２ 、 ６ ５ 、 ４ ８ 、 ２ ６ 、 ２ ０ ［ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ ］ で あ っ た 。
【 ０ ３ ７ ２ 】
　 塗 布 液 中 の ジ ル コ ニ ウ ム 量 は 銀 １ ｇ あ た り ０ ． ５ ２ ｍ ｇ で あ っ た 。
【 ０ ３ ７ ３ 】
２ ） 乳 剤 面 中 間 層 塗 布 液 の 調 製
　 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル Ｐ Ｖ Ａ － ２ ０ ５ （ ク ラ レ （ 株 ） 製 ） １ ０ ０ ０ ｇ 、 メ チ ル メ タ ク リ
レ ー ト ／ ス チ レ ン ／ ブ チ ル ア ク リ レ ー ト ／ ヒ ド ロ キ シ エ チ ル メ タ ク リ レ ー ト ／ ア ク リ ル 酸
共 重 合 体 （ 共 重 合 重 量 比 ６ ４ ／ ９ ／ ２ ０ ／ ５ ／ ２ ） ラ テ ッ ク ス １ ９ 質 量 ％ 液 ４ ２ ０ ０ ｍ ｌ
に エ ア ロ ゾ ー ル Ｏ Ｔ （ ア メ リ カ ン サ イ ア ナ ミ ド 社 製 ） の ５ 質 量 ％ 水 溶 液 を ２ ７ ｍ ｌ 、 フ タ
ル 酸 二 ア ン モ ニ ウ ム 塩 の ２ ０ 質 量 ％ 水 溶 液 を １ ３ ５ ｍ ｌ 、 総 量 １ ０ ０ ０ ０ ｇ に な る よ う に
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水 を 加 え 、 ｐ Ｈ が ７ ． ５ に な る よ う に Ｎ ａ Ｏ Ｈ で 調 整 し て 中 間 層 塗 布 液 と し 、 ９ ． １ ｍ ｌ
／ ｍ 2 に な る よ う に コ ー テ ィ ン グ ダ イ へ 送 液 し た 。
　 塗 布 液 の 粘 度 は Ｂ 型 粘 度 計 ４ ０ ℃ （ Ｎ ｏ ． １ ロ ー タ ー 、 ６ ０ ｒ ｐ ｍ ） で ５ ８ ［ ｍ Ｐ ａ ・
ｓ ］ で あ っ た 。
【 ０ ３ ７ ４ 】
３ ） 乳 剤 面 保 護 層 第 １ 層 塗 布 液 の 調 製
　 イ ナ ー ト ゼ ラ チ ン ６ ４ ｇ を 水 に 溶 解 し 、 メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト ／ ス チ レ ン ／ ブ チ ル ア ク
リ レ ー ト ／ ヒ ド ロ キ シ エ チ ル メ タ ク リ レ ー ト ／ ア ク リ ル 酸 共 重 合 体 （ 共 重 合 重 量 比 ６ ４ ／
９ ／ ２ ０ ／ ５ ／ ２ ） ラ テ ッ ク ス １ ９ ． ０ 質 量 ％ 液 １ １ ２ ｇ 、 フ タ ル 酸 の １ ５ 質 量 ％ メ タ ノ
ー ル 溶 液 を ３ ０ ｍ ｌ 、 ４ － メ チ ル フ タ ル 酸 の １ ０ 質 量 ％ 水 溶 液 ２ ３ ｍ ｌ 、 ０ ． ５ ｍ ｏ ｌ ／
Ｌ 濃 度 の 硫 酸 を ２ ８ ｍ ｌ 、 エ ア ロ ゾ ー ル Ｏ Ｔ （ ア メ リ カ ン サ イ ア ナ ミ ド 社 製 ） の ５ 質 量 ％
水 溶 液 を ５ ｍ ｌ 、 フ ェ ノ キ シ エ タ ノ ー ル ０ ． ５ ｇ 、 ベ ン ゾ イ ソ チ ア ゾ リ ノ ン ０ ． １ ｇ を 加
え 、 総 量 ７ ５ ０ ｇ に な る よ う に 水 を 加 え て 塗 布 液 と し 、 ４ 質 量 ％ の ク ロ ム み ょ う ば ん ２ ６
ｍ ｌ を 塗 布 直 前 に ス タ チ ッ ク ミ キ サ ー で 混 合 し た も の を １ ８ ． ６ ｍ ｌ ／ ｍ 2 に な る よ う に
コ ー テ ィ ン グ ダ イ へ 送 液 し た 。
　 塗 布 液 の 粘 度 は Ｂ 型 粘 度 計 ４ ０ ℃ （ Ｎ ｏ ． １ ロ ー タ ー 、 ６ ０ ｒ ｐ ｍ ） で ２ ０ ［ ｍ Ｐ ａ ・
ｓ ］ で あ っ た 。
【 ０ ３ ７ ５ 】
４ ） 乳 剤 面 保 護 層 第 ２ 層 塗 布 液 の 調 製
　 イ ナ ー ト ゼ ラ チ ン ８ ０ ｇ を 水 に 溶 解 し 、 メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト ／ ス チ レ ン ／ ブ チ ル ア ク
リ レ ー ト ／ ヒ ド ロ キ シ エ チ ル メ タ ク リ レ ー ト ／ ア ク リ ル 酸 共 重 合 体 （ 共 重 合 重 量 比 ６ ４ ／
９ ／ ２ ０ ／ ５ ／ ２ ） ラ テ ッ ク ス ２ ７ ． ５ 質 量 ％ 液 １ ０ ２ ｇ 、 フ ッ 素 系 界 面 活 性 剤 （ Ｆ － １
） の ２ 質 量 ％ 溶 液 を ５ ． ４ ｍ ｌ 、 フ ッ 素 系 界 面 活 性 剤 （ Ｆ － ２ ） の ２ 質 量 ％ 水 溶 液 を ５ ．
４ ｍ ｌ 、 エ ア ロ ゾ ー ル Ｏ Ｔ （ ア メ リ カ ン サ イ ア ナ ミ ド 社 製 ） の ５ 質 量 ％ 溶 液 を ２ ３ ｍ ｌ 、
ポ リ メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト 微 粒 子 （ 平 均 粒 径 ０ ． ７ μ ｍ 、 体 積 加 重 平 均 の 分 布 ３ ０ ％ ） ４
ｇ 、 ポ リ メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト 微 粒 子 （ 平 均 粒 径 ３ ． ６ μ ｍ 、 体 積 加 重 平 均 の 分 布 ６ ０ ％
） ２ １ ｇ 、 ４ － メ チ ル フ タ ル 酸 １ ． ６ ｇ 、 フ タ ル 酸 ４ ． ８ ｇ 、 ０ ． ５ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ 濃 度 の 硫
酸 ４ ４ ｍ ｌ 、 ベ ン ゾ イ ソ チ ア ゾ リ ノ ン １ ０ ｍ ｇ に 総 量 ６ ５ ０ ｇ と な る よ う 水 を 添 加 し て 、
４ 質 量 ％ の ク ロ ム み ょ う ば ん と ０ ． ６ ７ 質 量 ％ の フ タ ル 酸 を 含 有 す る 水 溶 液 ４ ４ ５ ｍ ｌ を
塗 布 直 前 に ス タ チ ッ ク ミ キ サ ー で 混 合 し た も の を 表 面 保 護 層 塗 布 液 と し 、 ８ ． ３ ｍ ｌ ／ ｍ
2 に な る よ う に コ ー テ ィ ン グ ダ イ へ 送 液 し た 。
　 塗 布 液 の 粘 度 は Ｂ 型 粘 度 計 ４ ０ ℃ （ Ｎ ｏ ． １ ロ ー タ ー ， ６ ０ ｒ ｐ ｍ ） で １ ９ ［ ｍ Ｐ ａ ・
ｓ ］ で あ っ た 。
【 ０ ３ ７ ６ 】
１ － ４ ． 熱 現 像 感 光 材 料 － １ の 作 製
【 ０ ３ ７ ７ 】
　 支 持 体 の 両 面 に 、 下 塗 り 面 か ら 画 像 形 成 層 、 中 間 層 、 表 面 保 護 層 第 １ 層 、 表 面 保 護 層 第
２ 層 の 順 番 で ス ラ イ ド ビ ー ド 塗 布 方 式 に て 同 時 重 層 塗 布 し 、 熱 現 像 感 光 材 料 の 試 料 １ ～ ７
を 作 製 し た 。 こ の と き 、 画 像 形 成 層 と 中 間 層 は ３ １ ℃ に 、 表 面 保 護 層 第 １ 層 は ３ ６ ℃ に 、
表 面 保 護 層 第 ２ 層 は ３ ７ ℃ に 温 度 調 整 し た 。
　 片 面 あ た り の 塗 布 銀 量 は 、 脂 肪 酸 銀 と ハ ロ ゲ ン 化 銀 の 合 計 で ０ ． ８ ６ １ ｇ ／ ｍ ２ で あ り
、 両 面 を あ わ せ て 画 像 形 成 層 合 計 で １ ． ７ ２ ｇ ／ ｍ ２ で あ っ た 。
【 ０ ３ ７ ８ 】
　 画 像 形 成 層 に お け る 各 化 合 物 の 片 面 あ た り の 総 塗 布 量 （ ｇ ／ ｍ ２ ） は 以 下 の 通 り で あ る
。
脂 肪 酸 銀 （ 銀 と し て ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ０ ． ６ ８ ６
ポ リ ハ ロ ゲ ン 化 合 物 － １ 　  　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ０ ２ ８
ポ リ ハ ロ ゲ ン 化 合 物 － ２ 　  　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ０ ９ ４
ヨ ウ 化 銀 錯 形 成 剤 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ４ ６
Ｓ Ｂ Ｒ ラ テ ッ ク ス 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ． ２ ０
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Ｓ Ｂ Ｒ ラ テ ッ ク ス （ Ｔ Ｐ － １ ） 　 　 　 　 　  ２ ． ０ ９
イ ソ プ レ ン ラ テ ッ ク ス （ Ｔ Ｐ － ２ ） 　 　 　  ３ ． １ ３
還 元 剤 － １  　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ０ ． ４ ６
造 核 剤 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ０ ３ ６
水 素 結 合 性 化 合 物 － １ 　  　 　 　 　 　 　 　   ０ ． １ ５
現 像 促 進 剤 － １ 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 ０ ． ０ ０ ５
現 像 促 進 剤 － ２ 　  　 　  　  　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ０ ３ ５
色 調 調 整 剤 － １ 　  　 　  　 　 　 　 　 　 　 　  ０ ． ０ ０ ２
メ ル カ プ ト 化 合 物 － １ 　 　 　  　 　 　 　 　 　 ０ ． ０ ０ １
メ ル カ プ ト 化 合 物 － ２ 　 　 　  　 　 　 　 　 　 ０ ． ０ ０ ３
ハ ロ ゲ ン 化 銀 （ Ａ ｇ と し て ）  　 　 　 　 　 　 ０ ． １ ７ ５
【 ０ ３ ７ ９ 】
　 塗 布 乾 燥 条 件 は 以 下 の と お り で あ る 。
・ 支 持 体 は 塗 布 前 に イ オ ン 風 に て 除 電 し 、 塗 布 は ス ピ ー ド １ ６ ０ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ で 行 っ た 。 塗
布 乾 燥 条 件 は 各 試 料 に 対 し て 以 下 の 範 囲 で 調 整 し 、 も っ と も 安 定 し た 面 状 が 得 ら れ る 条 件
に 設 定 し た 。
・ コ ー テ ィ ン グ ダ イ 先 端 と 支 持 体 と の 間 隙 を ０ ． １ ０ ～ ０ ． ３ ０ ｍ ｍ 。
・ 減 圧 室 の 圧 力 を 大 気 圧 に 対 し て １ ９ ６ ～ ８ ８ ２ Ｐ ａ 低 く 設 定 。
・ 引 き 続 く チ リ ン グ ゾ ー ン に て 、 乾 球 温 度 １ ０ ～ ２ ０ ℃ の 風 に て 塗 布 液 を 冷 却 。
・ 無 接 触 型 搬 送 し て 、 つ る ま き 式 無 接 触 型 乾 燥 装 置 に て 、 乾 球 温 度 ２ ３ ～ ４ ５ ℃ 、 湿 球 温
度 １ ５ ～ ２ １ ℃ の 乾 燥 風 で 乾 燥 。
・ 乾 燥 後 、 ２ ５ ℃ で 湿 度 ４ ０ ～ ６ ０ ％ Ｒ Ｈ で 調 湿 。
・ 引 き 続 き 、 膜 面 を ７ ０ ～ ９ ０ ℃ に な る よ う に 加 熱 し 、 加 熱 後 、 膜 面 を ２ ５ ℃ ま で 冷 却 し
た 。
【 ０ ３ ８ ０ 】
　 作 製 さ れ た 熱 現 像 感 光 材 料 の マ ッ ト 度 は ベ ッ ク 平 滑 度 で ２ ５ ０ 秒 で あ っ た 。 ま た 、 感 光
層 面 側 の 膜 面 の ｐ Ｈ を 測 定 し た と こ ろ ６ ． ０ で あ っ た 。
【 ０ ３ ８ １ 】
　 以 下 に 本 実 施 例 で 用 い た 化 合 物 の 化 学 構 造 を 示 す 。
【 ０ ３ ８ ２ 】
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【 化 １ ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ８ ３ 】
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【 化 １ ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ８ ４ 】
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【 化 ２ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ８ ５ 】
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【 化 ２ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ８ ６ 】
　 （ 写 真 性 能 の 評 価 ）
　 得 ら れ た 試 料 は 半 切 サ イ ズ に 切 断 し 、 ２ ５ ℃ ５ ０ ％ の 環 境 下 で 以 下 の 包 装 材 料 に 包 装 し
、 ２ 週 間 常 温 下 で 保 管 し た 後 、 以 下 の 評 価 を 行 っ た 。
（ 包 装 材 料 ）
　 Ｐ Ｅ Ｔ 　 １ ０ μ ／ Ｐ Ｅ 　 １ ２ μ ／ ア ル ミ 箔 ９ μ ／ Ｎ ｙ 　 １ ５ μ ／ カ ー ボ ン ３ ％ を 含 む ポ
リ エ チ レ ン ５ ０ μ 酸 素 透 過 率 ： ０ ． ０ ２ ｍ ｌ ／ ａ ｔ ｍ ・ ｍ 2 ・ ２ ５ ℃ ・ ｄ ａ ｙ 、 水 分 透 過
率 ： ０ ． １ ０ ｇ ／ ａ ｔ ｍ ・ ｍ 2 ・ ２ ５ ℃ ・ ｄ ａ ｙ
【 ０ ３ ８ ７ 】
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　 こ の よ う に 準 備 し た 両 面 塗 布 感 光 材 料 を 、 以 下 の 様 に 評 価 し た 。
　 下 記 の 蛍 光 増 感 ス ク リ ー ン Ａ を ２ 枚 使 用 し て 、 そ の 間 に 試 料 を 挟 み 、 像 形 成 用 組 立 体 を
作 製 し た 。 こ の 組 立 体 に 、 ０ ． ０ ５ 秒 の Ｘ 線 露 光 を 与 え 、 Ｘ 線 セ ン シ ト メ ト リ ー を 行 っ た
。 使 用 し た Ｘ 線 装 置 は 、 東 芝 （ 株 ） 製 の 商 品 名 Ｄ Ｒ Ｘ － ３ ７ ２ ４ Ｈ Ｄ で あ り 、 タ ン グ ス テ
ン タ ー ゲ ッ ト を 用 い た 。 三 相 に パ ル ス 生 器 で ８ ０ ｋ Ｖ ｐ の 電 圧 を か け 、 人 体 と ほ ぼ 等 価 な
吸 収 を 持 つ 水 ７ ｃ ｍ の フ ィ ル タ を 通 し た Ｘ 線 を 光 源 と し た 。 距 離 法 に て Ｘ 線 露 光 量 を 変 化
さ せ 、 ｌ ｏ ｇ Ｅ ＝ ０ ． １ ５ の 幅 で ス テ ッ プ 露 光 を 行 な っ た 。 露 光 後 に 、 本 発 明 に 係 る 熱 現
像 装 置 に よ る 熱 現 像 処 理 条 件 で 熱 現 像 処 理 し た 。 得 ら れ た 画 像 の 評 価 を 濃 度 計 に よ り 行 っ
た 。
【 ０ ３ ８ ８ 】
　 ＜ 蛍 光 増 感 ス ク リ ー ン Ａ の 作 製 ＞
　 （ １ ） 下 塗 り 層 の 作 製
　 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ２ ４ ８ ９ ８ 号 公 報 の 実 施 例 ４ と 同 様 に し て 、 ２ ５ ０ μ ｍ の ポ リ エ チ レ
ン テ レ フ タ レ ー ト （ 支 持 体 ） 上 に ア ル ミ ナ 粉 体 よ り な る 乾 燥 後 の 膜 厚 が ５ ０ μ ｍ の 光 反 射
層 を 形 成 し た 。
【 ０ ３ ８ ９ 】
　 （ ２ ） 蛍 光 体 シ ー ト の 製 造
　 Ｂ ａ Ｆ Ｂ ｒ ： Ｅ ｕ 蛍 光 体 （ 平 均 粒 径 ３ ． ５ μ ｍ ） ２ ５ ０ ｇ 、 ポ リ ウ レ タ ン 系 バ イ ン ダ ー
樹 脂 （ 大 日 本 イ ン キ 化 学 工 業 株 式 会 社 製 、 商 品 名 ： パ ン デ ッ ク ス Ｔ ５ ２ ６ ５ Ｍ ） ８ ｇ 、 エ
ポ キ シ 系 バ イ ン ダ ー 樹 脂 （ 油 化 シ ェ ル エ ポ キ シ 株 式 会 社 製 、 商 品 名 ： エ ピ コ ー ト １ ０ ０ １
） ２ ｇ 、 お よ び イ ソ シ ア ネ ー ト 化 合 物 （ 日 本 ポ リ ウ レ タ ン 工 業 株 式 会 社 製 、 商 品 名 ： コ ロ
ネ ー ト Ｈ Ｘ ） ０ ． ５ ｇ を メ チ ル エ チ ル ケ ト ン に 加 え 、 プ ロ ペ ラ ミ キ サ で 分 散 し て 、 粘 度 が
２ ５ Ｐ Ｓ （ ２ ５ ℃ ） の 蛍 光 体 層 形 成 用 塗 布 液 を 調 製 し た 。 こ の 塗 布 液 を 仮 支 持 体 （ 予 め シ
リ コ ー ン 系 離 型 剤 が 塗 布 さ れ て い る ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト シ ー ト ） の 表 面 に 塗 布 し
、 乾 燥 し て 蛍 光 体 層 を 形 成 し た 。 こ の 蛍 光 体 層 を 仮 支 持 体 か ら 剥 が し 取 っ て 蛍 光 体 シ ー ト
を 得 た 。
【 ０ ３ ９ ０ 】
　 （ ３ ） 光 反 射 層 上 へ の 蛍 光 体 シ ー ト の 付 設
　 前 記 の 工 程 １ ） で 製 造 し た 光 反 射 層 付 き 支 持 体 の 光 反 射 層 の 表 面 に 、 上 記 の 蛍 光 体 シ ー
ト を 重 ね 、 カ レ ン ダ ロ ー ル に て 、 圧 力 ４ ０ ０ ｋ ｇ ｗ ／ ｃ ｍ ２ 、 温 度 ８ ０ ℃ の 条 件 で 加 圧 し
、 光 反 射 層 上 に 蛍 光 体 層 を 設 け た 。 得 ら れ た 蛍 光 体 層 の 厚 み は １ ２ ５ μ ｍ で あ り 、 蛍 光 体
層 中 の 蛍 光 体 粒 子 の 体 積 充 填 率 は ６ ８ ％ で あ っ た 。
【 ０ ３ ９ １ 】
　 （ ４ ） 表 面 保 護 層 の 形 成
　 厚 み ６ μ ｍ の ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト （ Ｐ Ｅ Ｔ ） の 片 面 に ポ リ エ ス テ ル 系 の 接 着 剤
を 塗 布 し 、 ラ ミ ネ ー ト 法 で 蛍 光 体 層 上 に 表 面 保 護 層 を 設 け た 。 こ の よ う に し て 、 支 持 体 、
光 反 射 層 、 蛍 光 体 層 お よ び 表 面 保 護 層 か ら な る 蛍 光 増 感 ス ク リ ー ン Ａ を 得 た 。
【 ０ ３ ９ ２ 】
　 （ ５ ） 発 光 特 性
　 ４ ０ ｋ Ｖ ｐ の Ｘ 線 で 測 定 し た 増 感 ス ク リ ー ン Ａ の 発 光 ス ペ ク ト ル を 図 ４ に 示 し た 。 蛍 光
増 感 ス ク リ ー ン Ａ は 、 ３ ９ ０ ｎ ｍ に ピ ー ク を も つ 半 値 幅 の 狭 い 発 光 を 示 し た 。
【 ０ ３ ９ ３ 】
　 一 方 、 富 士 写 真 フ イ ル ム （ 株 ） 社 製 の 湿 式 現 像 方 式 の レ ギ ュ ラ ー 感 材 Ｒ Ｘ － Ｕ を 富 士 フ
イ ル ム （ 株 ） 社 製 の Ｘ レ イ レ ギ ュ ラ ー ス ク リ ー ン HI-SCREEN B3（ 蛍 光 体 と し て CaWO 4 を 使
用 。 発 光 ピ ー ク 波 長 425ｍ ） を ２ 枚 使 用 し て 、 同 じ 条 件 で 露 光 し 、 富 士 写 真 フ イ ル ム 株 ）
社 製 の 自 動 現 像 処 理 機 Ｃ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｓ － Ｍ ２ 、 処 理 液 Ｃ Ｅ － Ｄ １ で ４ ５ 秒 処 理 し た 。
　 こ れ ら の 本 実 施 形 態 の 熱 現 像 感 光 材 料 で 得 ら れ た 画 像 と 湿 式 現 像 方 式 で 得 ら れ た 画 像 の
写 真 性 を 比 較 し た 結 果 、 同 等 の 良 好 な 性 能 で あ っ た 。
【 ０ ３ ９ ４ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｃ Ｔ 用 の フ ィ ル ム を 装 置 内 で 露 光 し て そ の フ ィ

10

20

30

40

50

(75) JP 2005-111254 A 2005.4.28



ル ム を 同 一 装 置 内 で 熱 現 像 す る 本 来 の 熱 現 像 装 置 の 使 用 の 他 に 、 レ ン ト ゲ ン フ ィ ル ム の よ
う な 表 裏 で 現 像 す る 必 要 な 両 面 感 光 フ ィ ル ム の 熱 現 像 も 上 記 熱 現 像 装 置 を 用 い て 現 像 す る
こ と が 可 能 に な る の で 、 コ ス ト が か か ら ず 、 ま た 広 い 設 置 場 所 を 必 要 と し な く な り 、 フ ィ
ル ム ロ ー ダ ー や 生 フ ィ ル ム の 装 填 技 術 な ど の 熟 練 者 も 不 要 と な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ３ ９ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム 及 び 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム は 、 無 線 タ グ を
用 い て 患 者 の 画 像 情 報 を 管 理 す る た め 、 医 療 現 場 に 適 用 す る シ ス テ ム と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ３ ９ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 画 像 フ ィ ル ム の 平 面 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 医 療 用 画 像 フ ィ ル ム 管 理 シ ス テ ム を 構 成 す る リ ー ド ラ
イ ト 装 置 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 す リ ー ド ラ イ ト 装 置 の Ｃ Ｐ Ｕ が 実 行 す る 無 線 タ グ の リ ー ド ラ イ ト 処 理 の
処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 増 感 ス ク リ ー ン の 発 光 ス ペ ク ト ル を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ３ ９ ７ 】
１ 　 画 像 フ ィ ル ム
２ 　 フ ィ ル ム 製 造 時 に 画 像 フ ィ ル ム に 付 加 さ れ た 無 線 タ グ
３ 　 後 か ら 貼 り 付 け ら れ た 無 線 タ グ
２ ａ ， ３ ａ 　 Ｃ Ｐ Ｕ
２ ｂ ， ３ ｂ 　 メ モ リ 部
２ ｃ ， ３ ｃ 　 無 線 送 受 信 部
２ ｄ ， ３ ｄ 　 バ ス
２ ｅ ， ３ ｅ 　 ア ン テ ナ
４ 　 粘 着 シ ー ト
６ 　 無 線 タ グ リ ー ド ラ イ ト 装 置
６ ａ 　 Ｃ Ｐ Ｕ
６ ｂ 　 通 信 手 段
６ ｃ 　 入 力 イ ン タ フ ェ ー ス
６ ｄ 　 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス
６ ｅ 　 無 線 送 受 信 部
６ ｆ 　 バ ス
６ ｇ 　 ア ン テ ナ
９ 　 キ ー ボ ー ド （ 入 力 デ バ イ ス ）
１ ０ 　 モ ニ タ 画 面
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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